




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　アメリカ合衆国、西海岸。カリフォルニア州で三番目に大きな都市であるサンノゼ市は、ＩＴ関連産業の一大拠きよ点てんとして有名なシリコンバレーの一角をなしている。大都市としては全米一の治安の良さを誇ほこっており、環かん境きようや気候の点から見ても住みやすい街と言えるだろう。

　街の中心部からバスで約二十分、住宅街の外れに古ぼけたアパートメントがひっそりとたたずんでいる。

　煉れん瓦が造りの外観は風ふ情ぜいがあるが、近づいてみるとかなり年季が入っていることがわかる。エントランスドアはペンキが剝はげかけ、ロビーのカーペットは元の色がわからないほど色いろ褪あせている。

　時刻は午後二時三十分。三階の部屋の住人、稲いな葉ば星せいは猛もう烈れつな勢いでパソコンのキーボードを叩たたいていた。

　フリーランスのプログラマーとして働く星にとって、アパートは自宅兼けん職場だ。同業者の中には家では集中できないからとカフェを渡わたり歩く者も多いが、星はよほどのことがない限り、自宅で作業することにしている。

「もうこんな時間か」

　モニターの隅すみに表示された時刻に目をやり、思わず独りごちる。もうすぐ甥おいっ子のショーンが小学校から帰ってくる時間だ。

　キッチンに行って鍋なべの蓋ふたを開ける。朝から煮に込こんでおいたポトフは、いい具合に仕上がっていた。スクールバスの停留所までショーンを迎むかえに行って、サラダ用の野菜とパンを買って帰るのを忘れないようにしなくては。

　ついでに明日の朝食用の牛乳も買っておこうとメモしていると、ふいに玄げん関かんドアのチャイムが鳴った。

（誰だれだろう）

　ここのところネット通つう販はんは頼たのんでいない。たまに同じ階に住んでいる老婦人が料理のお裾すそ分わけを持ってきてくれるので、おそらく彼女だろうと星は玄関に向かった。

「はい」

「クレイグ・ロックハートという者だ。セイ・イナバに会いたいんだが」

　ドアの向こうで、男性の声がのたまう。

　少々威い圧あつ的な口調に、星は眉まゆをひそめた。

　聞き覚えのない名前だ。そっとドアスコープを覗のぞくと、薄うす暗ぐらい廊ろう下かにスーツ姿の長身の男性が立っている。

　身なりは悪くない。しかしクレイグと名乗った男のやけに鋭するどい目つきに、星の中で警けい戒かいアラームが鳴り響ひびく。

「どういったご用件でしょう？」

　ドア越ごしに尋たずねる。

「ショーンのことで話がしたい」

「ショーンの……？」

　怪け訝げんそうに問い返すと、クレイグが苛いら立だったように眉根を寄せた。

「俺はショーンの伯父おじだ。ドアを開けてもらえないか」

　──ショーンの伯父。

　クレイグのセリフに、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。

　ショーンは二年前に亡なくなった姉のひとり息むす子こだ。姉は最後まで父親の名前を明かそうとしなかったが、もし彼の言っていることが本当なら、謎なぞに包まれたショーンの実父の血けつ縁えん者が初めて現れたことになる。

「…………」

　にわかには信じられなくて、星はドアチェーンを掛かけたまま薄うすくドアを開いた。

　おそるおそる見上げると、青い瞳ひとみと視線がぶつかる。

「きみが警戒するのも無理はない。これを見てもらえばわかるが、きみの甥は間ま違ちがいなく俺の弟の息子だ」

　クレイグが、上着の内ポケットから取り出した封ふう筒とうを突つきつける。

　封筒にはＤＮＡ鑑かん定ていを行う会社の社名がプリントされていた。一瞬ためらってから、ドアの隙すき間まから封筒を受け取る。

　封筒の中身は、父子鑑定の報告書だった。細かい文字の羅ら列れつから、〝ショーン・イナバ〟〝アンソニー・ロックハート〟〝父権肯こう定てい確率九十九・九九パーセント〟という文字がくっきりと浮うかび上がってくる。

「……ちょっと待ってください。僕になんの断りもなく、勝手に鑑定したんですか？」

　子供のＤＮＡを採取するには、たしか保護者の同意が必要なはずだ。むっとして、星はクレイグの青い瞳を睨にらみつけた。

「その点は謝る」

　そう言って、クレイグが軽く肩かたをすくめる。口では謝罪しつつ、悪いと思っているようには見えなかった。

　無断で父子鑑定を実じつ施しされたことは腹立たしかったが、鑑定報告書によるとアンソニー・ロックハートなる人物がショーンの父親であることは間違いない。

　大きく肩で息をしてから、星はドアチェーンを外した。

「……どうぞ」

　ドアを開けて、クレイグを招き入れる。

「ありがとう」

　尊大な口調で言って、クレイグは部屋の中に足を踏ふみ入れた。

　コロンのいい香かおりがふわりと鼻び腔こうをくすぐる。廊下に立っていたときは逆光気味でよくわからなかったが、コロン同様、スーツも靴くつも高級品だ。

　そしてそれらをごく自然に身にまとっているクレイグ自身も、ちょっと見たことがないほどいい男だった。

　年ねん齢れいは三十代半ばくらいだろうか。ギリシャ彫ちよう刻こくを思わせる端たん整せいな顔立ち、きっちりと撫なでつけられた豊かな黒くろ髪かみ……身長はおそらく百九十センチ前後、肩かた幅はばが広くて胸むな板いたが厚く、スタイルも抜ばつ群ぐんにいい。

　完かん璧ぺきすぎる容姿が少々鼻について、星はクレイグから視線をそらした。

「コーヒー淹いれますね」

「いや、結構だ。座ってくれ」

　キッチンに向かおうとした星に、くるりと振ふり返ったクレイグが命じる。

　まるでクレイグのほうが家主のような言い方に反発を覚えつつ、黙だまってソファに腰こしを下ろす。

　向かいの肘ひじ掛かけ椅い子すに座ったクレイグが、星を値ね踏ぶみするように見み据すえてきた。

「さて、本題だ。弟の息子と判明したからには、ショーンをうちで引き取りたい」

　驚おどろいて、星は目を見開いた。

「ちょっと待ってください。ショーンは僕の甥でもあるんですよ。いきなりやってきて引き取りたいだなんて……第一、父親だというアンソニー・ロックハート氏はなぜ来ていないんです？」

　喧けん嘩か腰ごしにならないように抑おさえようとするが、口調が刺とげ々とげしくなってしまう。クレイグが険しい表情になったので一瞬怯ひるむが、ショーンを守るために、ここは強気に出なくては。

「……アンソニーは一ヶ月前に交通事故で死んだ。だから来たくても来られない」

「……っ」

　クレイグの言葉が、鋭い矢のように心臓に突き刺ささる。

　姉の桜さくらが亡くなったときのことがよみがえり、星は息を喘あえがせた。

　──二年前のあの日、警察からかかってきた電話が耳に木霊こだまする。仕事帰りに立ち寄ったガソリンスタンドで強ごう盗とうと鉢はち合あわせし、銃じゆうで撃うたれて病院に搬はん送そうされたという知らせ──。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふいに大きな手に肩を揺ゆすられ、はっと我に返る。

　いつのまにか隣となりに来ていたクレイグが、心配そうに顔を覗き込んでいた。

「……ええ、大丈夫です」

　病院で対面した姉の姿が目の前にちらついてしまい、目を閉じて深呼吸する。

　あれから二年が経たち、この頃ごろはフラッシュバックに悩なやまされることもなくなっていたのだが、ショーンの実の父親が事故で亡くなったと聞いて取り乱してしまった。

「すみません、弟さんが亡くなったとは知らなくて……」

　隣に座ったクレイグが、ちらりとこちらを見やる。

「いいんだ。きみたち姉弟きようだいのことも調べさせてもらった。きみもお姉さんを不幸な事故で亡くしている。つらいことを思い出させてしまったな」

　思いがけないクレイグの気き遣づかいに、星はほんの少し警戒を緩ゆるめた。

　第一印象はあまり良くなかったが、それほど嫌いやな人ではないのかもしれない……。

「俺たち──つまり俺の家族がショーンのことを知ったのはつい最近だ。アンソニーが亡くなった数日後、これが届いたんだ。弟は家族に内ない緒しよでショーンのことを調べていた」

　クレイグが、先ほどの父子鑑定の封筒をローテーブルに置く。

「アンソニーの日記にすべて書かれていた。アンソニーときみのお姉さんの桜は、サンノゼ市内の同じビルで働いていたのが縁えんでつき合い始めた。一年ほど経った頃アンソニーがニューヨークの本社に戻もどることになり、彼女との結けつ婚こんを考えるようになった。ところが家族に紹しよう介かいしたいと言うと、桜は尻しり込ごみしたらしい」

「桜が尻込み？」

　何ごとにも積極的だった姉らしからぬ行動に、星は首を傾かしげた。

　それについてはクレイグは何も答えなかった。感情の見えない瞳で、じっと星を見つめている。

「さて、本題だ」

　一いつ拍ぱく置いてから、クレイグが切り出した。

「アンソニーに息子がいたことを知って、家族はとても喜んでいる。もちろん俺も嬉うれしい。俺とアンソニーはふたりきりの兄弟だったから、俺にとってショーンは唯ゆい一いつの甥おいっ子で、父にとっては初孫だ」

　先ほど緩めた警けい戒かい心しんが、再び頭をもたげる。

　話の流れがまずい方向に向かっている気がする。クレイグに主導権を取らせまいと、急いで星は彼のほうへ向き直った。

「そうですね。けど、ショーンは僕の甥っ子でもあります。たったひとりの姉の忘れ形見で、いまや僕の唯一の家族です」

　正面から彼を見据え、きっぱりと言い放つ。

　突とつ然ぜん現れた伯父と名乗る人物に、そう簡単にショーンを渡わたすわけにはいかない。

　もちろん彼にはそれを要求する権利がある。けれど会ったばかりでどういう人なのかわからないし、ショーンの幸せを第一に考えてくれないなら面会も断るつもりだ。

　ふいにクレイグが立ち上がり、最初に座っていた肘掛け椅子のほうへ戻る。しかし着席することなく、両手をポケットに突っ込んで無ぶ遠えん慮りよに部屋の中を見まわした。

「きみのことも調べさせてもらった。ショーンを育てるために会社を辞やめて、フリーランスのプログラマーになったそうだな。会社員時代より稼かせぎが減って、経済的に余よ裕ゆうがあるとは言えない状じよう況きようだろう。うちが引き取れば、きみも生活が楽になるんじゃないか？」

　クレイグの言い草にむっとして、星もすっくと立ち上がる。

「そんなふうに思ったことはありません。たしかに裕ゆう福ふくとは言えませんが、不自由なくやってますし」

「本当に？　今はいいが、ショーンが成長して私立大学に進学したいと言い出したら？」

　痛いところを突かれて、星はうっと言葉を詰つまらせた。

　両親が亡なくなった際、桜は十八歳、星は今のショーンと同じ十歳だった。

　保険金が下りたおかげでなんとか暮らしていくことができたが、安あん泰たいというほどの額ではなかった。桜は大学進学を諦あきらめて就職し、星は必死で勉強して授業料が全額免めん除じよになる奨しよう学がく生せいの座を勝ち取った。

　州立大学に進学後も桜と同居して生活費を節約し、ショーンが生まれてからは子育てにも最大限協力し……そうやって切り詰めた生活をしてきたことは事実だ。

「幸いなことに、うちには経済的な余裕がある。ショーンも今よりいい暮らしができるし、教育費の心配もしなくて済む」

「……っ」

　ショーンのためと言われると、星には返す言葉がなかった。

　たしかにクレイグの言うとおり、今の生活はかなりぎりぎりだ。保険金はとっくに底をついており、会社員時代の貯金を取り崩くずしつつやりくりしている。ショーンが欲しがるものをすべて買い与あたえることはできないし、去年ピアノを習いたいと言い出したときも期待に応こたえることができなかった。

「きみの心配もわかる。今すぐ答えを出せと言うつもりはない。しばらくこちらに滞たい在ざいするから、今後のことを話し合おう」

　差し出された紙し片へんを受け取ると、サンノゼの中心部にあるホテルの名前と携けい帯たい電話の番号が書かれていた。

　星が一度も足を踏み入れたことのない、格式ある高級ホテルだ。経済格差を見せつけられた気がして、気持ちが沈しずんでいく。

「……わかりました」

「近いうちにまた会おう」

　クレイグが踵きびすを返し、颯さつ爽そうと部屋をあとにする。

　ドアが閉まってからも、星はしばらくその場を動けずにいた。

（ショーンの伯父おじ……）

　コロンの残り香がが、先ほどまでこの場所にいた男の存在感をアピールしている。

　この二年、星にとってショーンを育てることが人生の最優先事じ項こうだった。ショーンだけが生き甲が斐いだったと言っていいだろう。

　この子を守るために、いつまでも悲しみに暮れていないでしっかりしなくては。桜が亡くなったあと何度も自分にそう言い聞かせ、ふたりで寄り添そって生きてきた。

　ショーンがいなくなったら、自分は何を心の支えにすればいいのか──。

「あ、迎むかえに行かないと……っ」

　壁かべの時計を見て、はっとする。

　十歳の男の子を毎日スクールバスの停留所まで迎えにいくなんて過保護だと笑われそうだが、なんと言われようとやめる気はない。この辺りは決して治安が悪いわけではないが、桜が事件に遭そう遇ぐうして以来、星は用心に用心を重ねている。

　これ以上家族を失うようなことがあったら、自分は生きていけない。

　玄げん関かんのドアを施せ錠じようし、星はアパートの階段を駆かけ下りた。







「それで、話っていいこと、それとも悪いこと？」

　ドアを閉めるなり、ショーンがくるりとこちらに向き直った。

「え？　なんで話があると思ったの？」

　ぎくりとしつつ、平静を装よそおう。買ってきた牛乳を冷蔵庫にしまっていると、ショーンがそばにやってきた。

「わかるよ。僕を迎えに来たときからずっとそわそわしてるし。何か話があるけど、どうやって切り出そうか迷ってるんでしょ」

　ショーンに指し摘てきされて、星は苦く笑しようした。

　ショーンはとても賢かしこい少年だ。内心の動どう揺ようをうまく隠かくしていたつもりだったが、お見通しだったらしい。

　ふとショーンが宙を見上げ、鼻をひくつかせる。

「ねえ、もしかして誰だれかここに来た？　香こう水すいみたいないい匂においがする」

「うん。実は……」

「待って、当ててみせるから。この匂いは女性じゃなくて男性だね。そこらへんのチャラい若者がつけてるコロンと全然違ちがって上品な……来訪者は紳しん士しって感じの人？」

　このところ探たん偵てい小説にはまっているせいか、ショーンはなかなか鋭するどかった。くすくす笑いながら、「さすがだ、ホームズ」とおどけてみせる。

「星の取引先の人？」

「違うよ。おいで」

　ショーンの肩かたを抱だき寄せ、並んでソファに座る。ふうっと大きく息をついてから、星はもうひとりのおじが訪ねてきたことをとつとつと話した。

　ショーンに余計な先入観を与えたくない。自分がクレイグから受けた印象については極力省き、事実のみを淡たん々たんと伝える。

　ショーンは星の肩にもたれ、黙だまって耳を傾かたむけていた。年ねん齢れいに似合わずクールなところがあるが、実父と思われる人物が一ヶ月前に亡くなったことを口にしたときは、ぎゅっと星にしがみついてきた。

　話し終えると、ショーンは星の顔を見上げた。

「長年の謎なぞだった僕の父親が判明したのはいいことだよね。なのに星はどうして悲しそうなの？」

「えっ？　えーと……実は向こうの家族が、きみを引き取りたいって思っているらしいんだ」

「引き取る？　星と離はなればなれになるってこと？　それは嫌いやだよ」

「僕だって嫌だよ。その辺りは、これから話し合うことになると思うけど」

　ショーンが黙り込み、星は柔やわらかな栗くり色いろの髪をそっと撫なでた。

　ショーンは桜とはあまり似ていない。おそらく父親に似たのだろうと思ってはいたが、こうして改めて見るとクレイグの男っぽい顔立ちと似ているような気がする。

「……クレイグ伯父さんに会ってみる？」

「うん、会ってみたい」

　ショーンは即そく答とうした。

「実はさ、大人になったら探偵を雇やとうか自分で調査するかして、父親を探そうと思ってたんだ。向こうの家族と一いつ緒しよに暮らすかどうかとか抜ぬきにして、血けつ縁えん者だし一度は会ってみたいよ」

「……そうだね。じゃあクレイグ伯父さんに電話してみるよ」

　ショーンを渡わたしたくないと考えるのは、己の身勝手というものだろう。向こうの家族と暮らしたほうが幸せになれるのであれば、ショーンのためにそうするべきなのだ。

　どうしようもなく寂さびしい気持ちになって、星はぎゅっとショーンを抱き締しめた。




　　　　◇◇◇




　──星がショーンをハグする二十分ほど前のこと。

　スクールバスの停留所から少し離れた場所に、黒いセダンが停車していた。

　運転席に座っているのはクレイグ・ロックハートだ。サングラスをかけて、道の向かい側にある停留所をじっと見つめている。

　停留所には、ほっそりした青年がひとりたたずんでいる。先ほどクレイグが第一回の会談を終えたばかりの相手、稲葉星だ。

　星は、ひどく落ち着かない様子で道路を行き交かう車に視線を向けている。先ほどのクレイグの訪問で心が千々に乱れているのだろう。

（ちょっと意地悪しすぎたかな）

　星の狼ろう狽ばいぶりを思い出し、唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　実を言うと、こうして星を遠目に観察するのは二回目だ。

　アンソニーが亡なくなって数日後、息むす子この存在が明らかになると、クレイグはすぐに探偵社に調査を依い頼らいした。

　子供を引き取りたいと言われて、はいどうぞとすんなり差し出すケースは稀まれだろう。ある程度は揉もめるであろうことは覚かく悟ごしておかなくてはならない。

　子供を手放したがらない場合も多いだろうし、あるいはこちらに金があると知って、目の色を変えることも考えられる。

『弁護士を通してやり取りしたほうがいいんじゃないか？』

　父はそう提案したが、まずは自分の目で保護者の人となりを見み極きわめたかった。

　ショーンが不幸な環かん境きようにいるとしたら弁護士を立てて一刻も早く引き取るべきだし、愛され慈いつくしまれているとしたら、無理に引き離すべきではない。

　ショーンにとっては幸いなことに、彼の保護者は後者のタイプだった。

　探偵社から受け取った報告書によると、叔父おじの星はショーンが生まれたときから姉を手伝って世話しており、姉が亡くなると残業の多い会社を辞やめてフリーランスに切り替かえた。近所の人からの評判も上々で、小学校の行事にもまめに参加している。

　ワンブロック離れた場所にあるスクールバスの停留所へ毎日送り迎えまでしており──調査員が〝少々過保護〟とコメントしていたが──甥おいっ子を可愛かわいがっていることは報告書からも充じゆう分ぶん伝わってきた。

　けれどクレイグは、なんでも自分の目で確かめなくては気が済まない質たちだ。

　そんなわけで、昨日サンノゼにやってきてスクールバスの停留所へショーンを迎えにいく星を観察した。

　保護者にどう扱あつかわれているかは、子供の反応を見ればだいたいわかる。

　バスから降りたショーンは、星を見てぱっと顔を輝かがやかせた。他の子供たちの目を気にしてか、少し照れたような態度も取っていたが、バスが発車すると何やら盛んにおしゃべりしながら星にまとわりついていた。

（叔父と甥というより、歳としの離れた兄弟みたいだったな）

　思い出して、くくっと喉のどの奥で笑う。

　報告書には二十五歳と書かれていたが、遠目には高校生にしか見えなかった。身長はおそらく百七十センチ程度で、ガリガリと言っていいほど瘦やせているのでそう見えるのだろう。

　先ほど対面したときのことを思い出し、クレイグは目を眇すがめた。

　遠目には地味で瘦せっぽちの高校生にしか見えなかった星は、間近で見ると、ちょっと面食くらうほど綺き麗れいな青年だった。

　なめらかな肌はだ、つややかな黒髪……驚きよう愕がくに見開かれた大きな瞳ひとみ。ほっそりした首筋や華きや奢しやな肩、Ｔシャツに包まれた薄うすい胸むな板いたがやけになまめかしくて、なんだか見てはいけないものを見てしまったようで妙みように居い心ごこ地ちが悪かった。

　写真で見た桜とは、あまり似ていなかった。桜は華はなやかな美人だが、星は清せい楚そという言葉がぴったりの……。

（……何を考えているんだ、俺は）

　星の美び貌ぼうを形容するにふさわしい言葉を探していたクレイグは、我に返って苦笑した。

　体を起こしてシートに座り直したところで、前方から黄色いスクールバスが現れる。渋じゆう滞たいにでも引っかかっていたのか、今日は少し遅おそめだ。

　バスが停留所に停とまり、バックパックを背負ったショーンが転がるように降りてくる。

　両手を広げてショーンを迎むかえた星は、今にも泣き出しそうな表情に見えた。クレイグの訪問がよほど応こたえているらしい。

　星の出方を見るために、わざと金の話で挑ちよう発はつしてしまった。

　ショーンが今よりいい暮らしができると言ったときのひどく傷ついた表情が目の前にちらついて、自分が極ごく悪あく人にんになった気がして落ち着かない。

（あんなふうに試ためすのはまずかったかな）

　自分の第一印象はかなり悪かったに違ちがいない。星とはショーンの叔父と伯父おじ同士で、今後も親しん戚せきとしてつき合っていくのだし、次に会ったときになんとか挽ばん回かいしなくては。

　ハンドルに手を乗せ、クレイグは手をつないで歩く星とショーンの後ろ姿をじっと見守った。
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　翌日の正午。格式ある高級ホテルのレストランで、星は落ち着かない気分でクレイグと向き合っていた。

「本日のおすすめコースでいいかな？」

　メニューから顔を上げ、クレイグが尋たずねる。

「ええ、はい」

　洒しや落れた料理の名前が並ぶメニューに気き後おくれし、星は力なく頷うなずいた。

　クレイグがウェイターを呼び寄せ、コースをふたり分とグラスワインを注文する。

　こういう場所には慣れているのだろう。ごく自然な振ふる舞まいで、気負ったところがまったくない。

　対照的に、星はこのホテルに足を踏ふみ入れてからずっと居心地の悪さを味わっていた。

　──今朝ショーンを学校に送り出したあと、星はクレイグに電話をかけた。会って話そうと言われ、クレイグの宿しゆく泊はく先で落ち合うことになったのだ。

（一応、持ってる服の中でいちばんいいのを着てきたけど……）

　会社員時代に買ったグレーのスーツは、新品同様ということだけが取り柄えの安物だ。出かける前に慌あわてて磨みがいた革かわ靴ぐつもしかり、こういう場所ではいかにも場違いに見えて落ち着かない。

（本日のおすすめコースだって、今まで食べたランチの最高額だし）

　もしかして、経済格差を見せつける作戦なのだろうか。

　ちらりと向かいの席のクレイグを見やると、青い瞳もこちらを見ていた。目が合うと、クレイグがふっと表情をやわらげる。

「昨日はいきなり訪ねていってすまない」

「いえ……ええ」

　思いがけない謝罪の言葉に面食らいつつ、星はクレイグの出方を窺うかがった。

　クレイグの態度は昨日とは打って変わって穏おだやかだが、油断はできない。昨日の言動から察するに、彼は物事を自分の思い通りにするためには手段を選ばないタイプに見える。

（丸め込まれないようにしないと）

　無意識に、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり締しめる。

　星の緊きん張ちように気づいたのだろう、クレイグがくくっと可笑おかしそうに笑い声を上げた。

「そんなに身構えないでくれ。昨日はちょっと意地悪しすぎた。いろいろ失礼なことを言ってしまったと反省してるんだ」

「…………」

　まだ信用できなくて、星は無言で作り笑いだけ浮かべてみせた。

「俺たちは互たがいのことを知らない。きみが俺のことをショーンの保護者としてふさわしいかどうか訝いぶかしんでいるように、俺もきみのことをどういう人物か見み極きわめたいと思ったんだ」

「つまり……僕を試したんですか？」

　むっとして、星はクレイグを睨にらみつけた。

「人聞きは悪いが、そういうことになるかな」

　クレイグが軽く肩かたをすくめる。

「ランチに誘さそっていただけたってことは、僕はあなたのお眼鏡めがねにかなったというわけですね」

「そうつっかからないでくれ。本当に悪かったと思ってるんだ」

　クレイグが言ったところで、前菜が運ばれてきて会話が中断する。ぴかぴかに磨かれたグラスに赤ワインが注がれ、星はウェイターが立ち去ると同時にぐいと呷あおった。

（僕を試した？　わざとお金の話を持ち出して挑発したのか）

　日ひ頃ごろの星は昼間からアルコールを口にしたりはしない。けれど、飲まずにはやっていられない気分だった。

「俺は生おい立ちのせいか人を信じることができなくてね。ロックハート財団について聞いたことは？」

「もちろん知ってます。鉄道業で財をなしたアメリカ有数の富ふ豪ごう一族で……」

　知識を披ひ露ろうしかけたところで、はたと口を噤つぐむ。

　彼はたしか、クレイグ・ロックハートと名乗った。まさかと思うが、ロックハート一族の一員なんてことは……。

「その富豪一族が俺の家族だ。今は父が財団のトップを務めている」

　クレイグが、こともなげに言ってのける。

「…………」

　与あたえられた情報に脳の処理が間に合わず、星は茫ぼう然ぜんと椅い子すの背にもたれ込んだ。

（……ロックハート財団？）

　頭の中で復唱する。

　新聞やテレビで目にすることはあっても、自分とはまったくかかわりのない別世界だ。サンノゼにある取引先の企き業ぎようの役員だとでも言われたほうが、まだ現実味があってすんなり受けとめることができただろう。

「大だい丈じよう夫ぶか？　いきなり電源がオフになったみたいに見えるが」

　クレイグの声で我に返り、星は慌てて体を起こして姿勢を正した。

「大丈夫です。あー……なるほど、あなたが僕を試した理由がわかりました。それと、桜が尻しり込ごみした理由も」

　ロックハート財団の御おん曹ぞう司しと結けつ婚こんなんて、とんでもない話だ。昔よりは身分差や経済格差のある結婚が許されるようになってきたとはいえ、生まれ育った環かん境きようの違いから生じる数々の衝しよう突とつを乗り越こえるのは並なみ大たい抵ていのことではない。それに、おそらくロックハート一族だけでなく世間からの風当たりもきついだろう。

　桜は日系人で、早くに両親を亡なくしている。学歴は高卒で、仕事はカード会社の電話オペレーター。卑ひ下げする気はないが、外野にあれこれ言われるであろうことは容易に想像がつく。

「アンソニーがニューヨークに戻もどったのを機にふたりの関係は終わった。日記によると、アンソニーはかなり未練があったようだがな。別れて以来桜とはまったく連れん絡らくを取っていなくて、彼女が亡くなったことも最近まで知らなかった」

　次々明かされる真実に、星は無意識に拳を握り締めた。

　桜が職場で出会った男性とつき合っていたことは知っていた。あの頃ころの記き憶おくがよみがえり、そっと睫まつ毛げを伏ふせる。

『僕も会ってみたい。うちに連れてきてよ』

『どうかな。彼は一流企業の社員で、本気のつき合いってわけじゃないと思うし。弟を紹しよう介かいしたいなんて言ったら引かれちゃうわ』

　今思えば、桜は彼に真しん剣けんにならないよう自分を抑おさえていた節がある。アンソニーと出会う前に名門大学のお坊ぼつちゃん学生にいいように弄もてあそばれたことがあり、エリートに真ま面じ目めな恋れん愛あいを期待した自分が馬ば鹿かだったと後こう悔かいしていたのだ。

「数ヶ月前、アンソニーは出張でサンノゼにやってきた。懐なつかしくなって、桜を捜さがしたらしい。そこで初めて彼女が不幸な事故で亡くなったことを知って、しかも彼女に十歳になる息むす子こがいることを知った」

「……そうだったんですか」

　クレイグの話を聞いているうちに、星は全身から力が抜ぬけていくのを感じた。

　ロックハート財団と自分では最初から勝負にならない。養育権云うん々ぬんの話になったら、まず勝ち目はないだろう。

　せめて月に一回、いや週に一回は会えるように頼たのむしかないのだろうか……。

（そういえば、弁護士は連れてきてないんだな）

　最初から弁護士を同どう伴はんしてビジネスライクにことを進めることもできたはずだ。というか、ロックハート財団の御曹司ならそれが当然だろう。

　弁護士抜きで話をする場を設けてくれたのは、クレイグなりの誠意の表れなのかもしれない──。

「誤解しないでほしいんだが、きみたちを引き離はなそうと思っているわけじゃない」

　星の心を読み取ったかのように、クレイグが口を開く。

　そう言われても不安は晴れなくて、星は青い瞳ひとみを窺い見た。

「きみがショーンを大事に育てていることは知っている。調査報告書を見て、ショーンが幸せに暮らしていると知って安心した。だから、引き取りたいという言い方は違うな。俺と俺の家族にも、ショーンの人生にかかわらせてほしいんだ」

　クレイグの言葉に、星は目をぱちくりさせた。

　一いつ拍ぱく置いてから言葉の意味が染しみこんできて、胸が熱くなる。

「ええ、もちろんです。ショーンもあなたに会ってみたいと……父親の家族に会ってみたいと言っていました」

「よかった。さっそくなんだが、きみたちふたりでうちに引っ越して来ないか？」

「僕もですか？」

　驚おどろいて聞き返す。

「ああ。俺は独身で、正直に言うと子供の扱あつかいには不慣れだ。俺も父も多た忙ぼうだから、ショーンの世話は家政婦や子こ守もりに任せっきりということになりかねない。きみが一いつ緒しよに来てくれれば、ショーンも心強いだろう？」

　思いがけない提案に、星は目をぱちくりさせた。

「えっと……すみません、あなたがどこに住んでいるのか知らないんですけど」

「ニューヨークだ」

「ニューヨーク!?」

　ニューヨークとは、これまた遠い場所だ。星はまだ一度も行ったことがなく、もちろんショーンも行ったことがない。

「きみの仕事は、パソコンとネット環境があればどこに住んでいてもできるだろう？」

「ええ、それはそうなんですけど……あなたの家に？」

「そうだ。何か問題でも？」

「ええと……家賃や食費など、あなたの家の基準に合う額を出せるかどうか……」

　おずおずと申し出ると、クレイグがくすりと笑った。

「こっちのわがままで来てもらうんだから、そんな心配はしなくていい。一緒に住んでみてどうしても無理だと思ったら近くに部屋を借りてもいいし、そのへんは臨機応変にやっていこう」

「…………」

　家賃の心配がなくなったとしても、あのロックハート財団の一族だ。一緒に住むなど想像もできない。

（だけど、ショーンと一緒にいられるチャンスだし……）

　それでもまだ決心がつかずに躊ちゆう躇ちよしていると、クレイグがたたみかけてきた。

「急せかして悪いんだが、祖父が曾ひ孫まごに会いたいと言っている。もう高こう齢れいだし大病をしたばかりで、あまり先が長くない。もうすぐショーンの学校は夏休みだろう。まずはうちでひと夏過ごしてみないか。引っ越すかどうかはそれから考えればいい」

　もう少し考える時間がほしかったので、クレイグの提案は魅み力りよく的に思えた。

　あれこれ考えるより、まずはロックハート家の人々と会ってみるべきだ。

「わかりました。ショーンに話してみます」

　口にすると、胸のつかえがすっと下りたような気がした。

　クレイグも表情をやわらげ、「よかった」と呟つぶやく。

　鱈たらとアスパラガスにフランス語っぽい名前のソースがかかった料理が運ばれてくる。

　ほっとしたせいか、星は先ほどまで皆かい無むだった食欲が急激に沸わき上がるのを感じた。
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　──六日後、星とショーンはロックハート家が所有するプライベートジェットでニューヨークに向かっていた。

「すごい、初めて乗る飛行機が自家用機とか、なんか夢みたい」

　身を乗り出して窓の外を覗のぞき込み、ショーンが何度目かのセリフをくり返す。

　離り陸りくの際は轟ごう音おんを響ひびかせる機体に怯おびえたように固まっていたが、上空で機体が安定してからは興奮してしゃべり続けている。

「ほんとにね。一生縁えんがないと思ってたよ」

　返事をしつつ、星はまだこれが現実の出来事とは思えなくてぼんやりしていた。

　飛行機のキーンという音に眠ねむ気けを誘さそわれ、瞼まぶたが重い。もしかしたら既すでに就しゆう寝しん中で、夢を見ているのではないかという気になってくる。

「今日は天気がいいから、もう少ししたらグランドキャニオンが見えるかもしれないぞ」

　通路を挟はさんだ隣となりの席から、クレイグがショーンに語りかける。

「ほんとに？　うわ、すっごい楽しみ。クレイグ伯父おじさんは行ったことあるの？」

「ああ、大学生のとき、三ヶ月かけてアメリカ一周自動車旅行をしたんだ。そのときに立ち寄った」

「誰だれと行ったの？」

「ひとりだよ。ああ、途と中ちゆうでロサンゼルスにいたアンソニーと落ち合って、ラスベガスまで一緒に行った」

　うつらうつらしていた星は、ショーンの父親の名前にはっと目を開けた。

　星を挟んで会話していたショーンとクレイグが、顔を見合わせてくすくす笑う。

「星、眠いんだったら寝ねてていいよ」

「ああ、この五日間バタバタしてたから疲つかれただろう。後ろに簡易ベッドがあるから、少し横になるといい」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……僕もアンソニーの話を聞きたいので……」

「じゃあこうしよう」

　クレイグが立ち上がり、てきぱきとシートを倒たおしてブランケットを掛かけてくれる。

「すみません……」

「いいんだ。きみにはここ数日無理をさせてたから」

　たしかに、急な旅行の準備で疲れていた。作業中だった仕事を急いで終わらせ、取引先にしばらくニューヨークに滞たい在ざいする旨むねを伝えて今後の予定について打ち合わせし……。

　軽く目を閉じて、星は「それで、ラスベガスでは何をしたんですか？」と尋たずねた。

　いや、尋ねたつもりだったが、声にはならなかったらしい。ショーンの声が、車の免めん許きよを取ったら何もない砂さ漠ばくの一本道を走るのが夢なのだと熱く語っている。

（クレイグは子供の扱いには不慣れだとか言ってたけど、話が弾はずんでるみたいでよかった）

　ふたりが初めて顔を合わせたときのことを思い出し、唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　クレイグとランチをとった日の夜、星はショーンを連れてクレイグに会いにいった。

　ふたりとも最初は緊きん張ちようした様子だったが、打ち解けるのにそう時間はかからなかった。

『夕食はなんでもきみの好きなものをごちそうするよ』

『ほんとに？　じゃあシリコンバレー・モンスターが食べたい！』

　ショーンのリクエストにクレイグが訝いぶかしげな顔をし、慌あわてて星は怪かい物ぶつについて説明した。

『たまに行くダイナーの名物バーガーです。子供向けサイズでもかなり量が多いので、もうちょっと大きくなってからねって言ってるんですけど』

　量が多いのもあるし、値段も高めだ。星の暮らしの中では贅ぜい沢たくに入る部類で、何か特別なことがあったらお祝いに食べようと思っていた。

『それは興味深いな。じゃあそのダイナーに行こう』

　格式高いレストランに行かずに済んで、その点はほっとした。ショーンもいきなり高級店に連れて行かれても楽しめないだろうし、普ふ段だんの生活レベルでの特別な食事、くらいがちょうどいい。

（モンスター・バーガーが運ばれてきたときのショーンの嬉うれしそうな顔、写真に撮とっておけばよかったなあ……）

　ショーンは子供向けのキッズ・モンスター、大人ふたりはシリコンバレー・モンスターを注文し、食べにくい形状に悪あく戦せん苦く闘とうしつつ平らげた。

『ショーン、半分に切ってから食べたほうがいいよ』

『えー、嫌いやだよ。丸いまんまかぶりつきたい』

『俺もショーンに賛成だ。最初から切り刻むなんてバーガーの流りゆう儀ぎに反する』

『どうぞご自由に。僕はあなたたちほどこだわりがないので、四つに切って優ゆう雅がにいただきます』

『星はいっつもこうなんだ。大口開けると顎あごが外れるからって、なんでも細かく切り分けちゃう』

『そのほうが食べやすくていいでしょう？　ああ、ほら、ソースがこぼれてる！』

　ああだこうだ言い合っているうちにいつのまにか緊張も消えて、和気藹あい々あいと食事を楽しむことができた。

　昼間は上品にナイフとフォークを操あやつっていたクレイグが、豪ごう快かいに巨きよ大だいバーガーにかぶりつくさまはなかなかの見み物ものだった。大きな手とがっちりした顎を持つ彼にとって、シリコンバレーの怪物はさほど脅きよう威いにならなかったようだ。口の周りを汚よごすことなく食べ終えたクレイグに、ショーンが尊敬の眼まな差ざしを向けていた。

『正直子供は苦手だと思ってたんだが、ショーンはとても利発でユーモアもあるし、話していて楽しかったよ』

　帰宅後、クレイグと電話でかわした会話を思い出す。

『ええ、あの子は特別な子です。叔父おじ馬ば鹿かだって言われそうですけど』

『わかるよ。俺も甥おいがこんなに可愛かわいいものだとは、ショーンに会うまで知らなかった』

　クレイグもショーンを愛いとおしく思ってくれていることが伝わってきて、星はそれが何より嬉しかった。

　叔父と伯父同士、力を合わせてショーンを幸せにしたい。

　ニューヨークに行ったら、おそらく楽しいことばかりではないだろう。ショーンはロックハート財団の御おん曹ぞう司しの非ひ嫡ちやく出しゆつ子しとして嫌でも注目を集めてしまうだろうし、身内にもショーンの存在を快こころよく思わない人もいるかもしれない。

（僕がショーンを守らないと……そのためにはクレイグと力を合わせて……）

　微睡まどろみながら、星はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。







「星、知ってた？　ロックハートさんの家はスリーピーホロウにあるんだって」

　黒くろ塗ぬりのリムジンの後部座席でうつらうつらしていた星は、ショーンに問いかけられてはっと顔を上げた。

「スリーピー……何？」

　ニューヨークに着いて起こされるまで、恥はずかしながら飛行機で爆ばく睡すいしてしまった。空港に迎むかえに来てくれたリムジンの革かわ張ばりのシートがこれまた快適で、再び眠気に襲おそわれていたらしい。

「スリーピーホロウだよ。首なし騎き士しの伝説の」

　甥っ子の口から飛び出した物ぶつ騒そうな単語にぎょっとする。

「首なし騎士？　何それ」

「聞いたことないか？　映画にもなったんだが」

　ショーンの向かいで長い脚あしをゆったりと組んでいたクレイグが話に加わる。

「ニューヨーク近きん郊こうに伝わる都市伝説みたいなものだ。開かい拓たく時代、失った自分の首を捜さがし求める首なし騎士が夜な夜な馬に乗って徘はい徊かいし、村人の首を刎はねてまわったという……」

「うわ、僕ホラー系だめなんです」

　慌てて両耳を塞ふさぐ。ショーンが「星は怖こわがりだからね」と笑った。

「町を挙げて売りにしてるから、ハロウィンの時期は観光客が押し寄せるんだ」

「ハロウィン大好き！　西海岸はいまいち雰ふん囲い気き出ないから、東部の古い町のハロウィンって憧あこがれだったんだ」

「きっと気に入るよ。俺が今のきみくらいの歳としの頃、アンソニーと一いつ緒しよに近所の家にお菓か子しをもらいにいったな」

　クレイグが懐なつかしそうに目を細め、窓の外に視線を向ける。

　つられて星も、クラシックな外観の家が建ち並ぶ通りを眺ながめた。

　ロックハート邸ていがニューヨークにあると聞いて、星がまず思い浮かべたのはマンハッタンの超ちよう高こう層そうビル街だった。映画やドラマに出てくる、エレベーターが部屋に直通になっているような高級コンドミニアム。あるいはブラウンストーンと呼ばれる煉れん瓦が造りの、内部を現代的に改装した高級住宅。

　いずれにしても、子供にとってはさぞかし住みにくい場所だろう。今の住まいは狭せまいアパートメントではあるが、近くに大きな公園があって遊び場には困らない。

（だけど、こういう郊こう外がいの小さな町なら住みやすいかも）

　ロックハート邸に庭はあるだろうか。小さくても庭があるといいな、と星は思った。

　両親を亡なくしたとき、それまで住んでいた借家を出て桜と家賃の安いアパートに移った。ショーンは生まれてからずっとアパート住まいなので、いつか庭のある家に引っ越こしたいと思っていたのだ。

「もうすぐだ。ああ、見えてきた」

　前方に見えてきた大きな家に、星はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　ロックハート邸を見ても驚おどろかないつもりだった。なんせあのロックハート家の住まいだ。豪邸に決まっている。

　けれど実際目まの当たりにすると、想像を遥はるかに超こえた規模に驚かざるをえなかった。

「うわ、ちょっと待って、これ、家なの？　美術館とか博物館とかじゃなくて？」

　ショーンが、星が内心思っていたのとまったく同じセリフを口にする。

　蔦つたが絡からまる古色蒼そう然ぜんとした石造りの屋や敷しきは、荘そう厳ごんとか壮そう麗れいといった言葉がぴったりの落ち着いたたたずまいを見せている。

　庭も、この辺りの家と比べるとかなり広いほうだろう。鉄製の門もん扉ぴの向こう、邸宅の前まで長い私道があって、芝しば生ふや植え込みの低木は完かん璧ぺきに手入れが行き届いている。

（ちょっと待ってちょっと待って、ここに住むの？）

　唇を引き結び、動どう揺ようと混乱を顔に出さないよう努めたが、頭の中は嵐あらしが吹ふき荒あれていた。

　ここで生活している自分を思い描えがくことが、まったくできない。特にだらしない性格だとは思わないが、仕事の合間にちょっとソファに寝ねそべったり、週末にちょっぴり夜よ更ふかししてショーンとポップコーンを食べながら映画を観みたり、この豪邸にはそういったゆるい日常が許されない雰囲気が漂ただよっていた。

（僕はともかく、ショーンが馴な染じめるかどうか……）

　厳格な生活態度を求められるようだったら、ショーンと一緒に近くに部屋を借りたほうがいいかもしれない。星はショーンに、限られた子供時代をできるだけのびのびと過ごして欲しいと思っている。

　それに星自身にも公おおやけにしていないある秘密があって、もしロックハート家の人々に知られたらいい顔はされないかもしれない──。

　古風なデザインの門扉が自動で開いて、リムジンが私道を進む。

　車まわしの中央には、ギリシャ彫ちよう刻こく風の石像がひとつ建っていた。

　階段の前に、リムジンが停車する。階段の下で待ち構えていた初老の男性が、にこにこと笑えみを浮うかべて後部座席のドアを開けてくれた。

「ようこそ我が家へ。きみがショーンか」

　男性のセリフに、星は面食くらって目を瞬またたかせた。

　車のドアを開けてくれたので執しつ事じとかそういう人かと思っていたら、なんとロックハート家の当主──クレイグの父親らしい。

「はい。ショーン・イナバです。どうぞよろしく……」

　ぴょこんと車から降り立ったショーンが緊きん張ちようした面持ちで右手を差し出すと、男性はふいに泣き出しそうな表情になって「ああ……」と呟つぶやいた。

「握あく手しゆよりもハグがしたい。いいかな？」

「もちろんです」

　男性がしゃがんでショーンをぎゅっと抱だき締しめる。

「父さん、自己紹しよう介かいもなしにハグするなんてせっかちすぎるよ」

　星に続いて車から降り立ったクレイグが、可笑おかしそうに笑う。

「ああ、そうだった。イアンだ。きみのおじいちゃんだ。きみが星だね。ようこそ、歓かん迎げいするよ」

「あっ、はい、セイ・イナバです。初めまして……っ」

　イアンにがっちり右手を摑つかまれてぶんぶんと振ふりまわされ、星は目をぱちくりさせた。

　どうやらイアンは気取らない性格らしい。心から歓迎してくれていることが伝わってきて、じわっと胸が熱くなる。

「立ち話もなんだし、とりあえず家に入ろう」

「ああ、そうだな。おいでショーン。おじいちゃんと手をつないでくれ」

「ええ、喜んで」

　十段ほどの階段を、祖父と孫が手をつないで上っていく。

　イアンがショーンに注ぐ眼まな差ざしは慈じ愛あいに満ちていた。ふいにこみ上げてきた涙なみだを、急いで星は指先で拭ぬぐった。

　金持ちは、表面上は作り笑いを浮かべつつ内心は冷え冷えとしているものだと思っていた。

　もちろん上流階級の流りゆう儀ぎを知らない星に本当のところはわからないが、少なくともクレイグとイアンは自分たちに親切にしてくれている。

（クレイグは、第一印象は嫌いや味みなエリートって感じだったけど）

　振り返るとクレイグは運転手と一緒に荷物を下ろしているところだった。慌あわてて「運びます」と言うと、運転手が「いえいえ、我々にお任せください」と微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます」

　厚こう意いに甘えることにして、ショーンたちの背中を追いかける。重厚な扉とびらを見上げたショーンが、「なんか幽ゆう霊れいが出そう」と子供らしい感想を呟いていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、幽霊は出ない。けど、遊ゆう技ぎ室に置いてある甲かつ冑ちゆうはちょっと気味が悪いかな」

　イアンが悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。

「甲冑あるの？　本物？」

　ショーンがぱっと目を輝かがやかせる。最近読んだ探たん偵てい小説に中世ヨーロッパの甲冑が出てきたとかで、実物を見たいと言っていたのだ。

「ああ、本物だ。父が……つまりきみのひいおじいさんが骨こつ董とう品コレクターだから、妙みようなものがいろいろあるよ」

「ほんとに？　羊皮紙の本とか水煙草たばこのパイプとかあるかな」

「祖父が喜びそうだ。うちじゃ祖父以外みんな骨董に興味ないから」

　軽々とスーツケースを運んでいたクレイグが、くすくす笑う。

「皆みなさま、いらっしゃいませ。お待ちしておりましたよ」

　イアンがノブに手を掛かけたところで、内側から扉が開いて年配の女性が出で迎むかえてくれる。

「ショーン、星、我が家の家政婦頭がしらのマギーだ。クレイグが生まれる前からうちにいるから、何かわからないことがあったら彼女に訊きくといい。マギー、ショーンと星だ」

「おふたりともどうぞよろしく。ああ、アンソニーさまが幼い頃ころの面おも影かげがありますね」

　マギーがショーンを見て感激したように胸に手を当てる。

「祖父は？　ショーンに会えそうかな？」

　クレイグが尋たずねると、マギーが大きく頷うなずいた。

「ショーンさまのことを聞かれて以来、とても体調がいいんです。そりゃもう、お医者さまや付き添そい看護師がびっくりするくらい。居間でお待ちですよ」

　天てん井じようの高い広々した玄げん関かんホール──それだけで星とショーンが住んでいる部屋より広そうだ──を通り抜ぬけ、マギーが皆を居間に案内してくれる。

　十九世紀にタイムスリップしたような居間には、中年の女性看護師に付き添われた車くるま椅い子すの老人が待ち構えていた。

　年ねん齢れいは九十歳と聞いている。車椅子であることを除けばかくしゃくとして見えるが、実際のところどうなのだろう。

　星の懸け念ねんを感じ取ったのか、老人がぎろりとこちらに視線を向けた。

「ヴァージル・ロックハートだ。ちょっとばかり脚あしが弱っているが、目も耳もたしかだし頭もしゃんとしておる」

「ショーンです。まさか自分のひいおじいさまに会えるなんて思ってもいませんでした」

　ショーンが車椅子に歩み寄り、いささか緊張した様子で右手を差し出す。

「よそよそしい態度はやめてくれ。私には形ばかりの挨あい拶さつなんかかわしている時間はないんだ。さあ、ハグしておくれ」

　ショーンが小さく声を立てて笑い、老人の首に飛びつく。

「おお……私もまさか生きているうちに曾ひ孫まごに会えるとは思っていなかった。素す晴ばらしい贈おくりものだ」

　少し離はなれた場所から、星はヴァージルが曾孫を抱き締める姿を見守った。

（来てよかった。ショーンをおじいさまやひいおじいさまに会わせることができて、きっと桜も喜んでる）

　実は星も、いつかショーンの父親が誰だれなのか突つきとめたいと思っていた。

　自分のルーツを知ることは、ショーンのアイデンティティに大きくかかわってくる。

　クレイグが訪ねてきたときはびっくりしたが、今思えばあの日はショーンの過去と未来がつながった素晴らしい記念日だったのだ。

　ひとしきりハグを終えたヴァージルが、「きみの番だ。来なさい」と星を手招きする。

「初めまして、ショーンの叔父おじの星です。ショーンの母親の桜の弟です」

　礼れい儀ぎ正しく挨拶して右手を差し出すと、老人の手が思いがけない強さで握にぎり返してきた。

「これはまた、なんと美しい青年だ。もう少し若い頃に出会えていたらと思わずにいられんね」

　お世辞かと思ったが、灰色の目は舐なめるように星の全身を見つめている。

　たじろいで笑顔を凍こおりつかせていると、クレイグが小声で囁ささやきかけてきた。

「そのうち嫌いやでも耳に入るだろうから言っておくけど、祖父はかつてニューヨークの社交界きってのプレイボーイだったんだ。浮き名を流した相手の中には同性も何人か含ふくまれている」

「今の時代に生まれていたら、無理して女性と結けつ婚こんしようと思わなかっただろうな」

　ようやく老人が手を離し、車椅子の肘ひじ掛かけにもたれながらぼやく。

　本気か冗じよう談だんか判断できなくて、星は反応に困ってしまった。

「おじいさん、今日のところはそれくらいにしておいてください。ショーンと星が引いている」

　クレイグが、さりげなく祖父をたしなめる。

「これは失礼。この歳としになると、あれこれ取り繕つくろう必要を感じなくなってな。けどまあ、おかげで子供や孫、それにこんなに可愛かわいい曾孫に会うことができたのだから、亡なくなった妻には感謝しているよ」

「ひいおじいさま、骨董品がお好きだそうですね。古い甲冑があると聞いて、ぜひ見せていただきたいと思ってるんです」

　ショーンが期待に満ちた眼差しを向けると、ヴァージルの目もきらりと輝いた。

「おお、骨董に興味があるとは、さすがは私の曾孫だ。甲冑は三着ある。十五世紀のドイツのものが一着、十六世紀のイングランドのものが二着」

「三つもあるんだ！」

「ああ、残念ながら二着は博物館に貸し出し中だがな。うちの者は皆気味が悪いと言って、家に置いておくのを嫌がるんだ。妻が生きていた頃、私のコレクションをめぐって何度も喧けん嘩かになって……」

　話が長くなりそうな気配を察したのか、クレイグが笑えみを浮うかべて割り込む。

「ショーンも星も長旅で疲つかれただろう。まずは部屋に案内しよう」

「ああ、それがいい。夕食まで部屋で少し休むといい」

　イアンが頷いて、女性看護師に目配せする。

「ヴァージルさま、そろそろお薬の時間です」

「うむ。私は退場というわけか。まあいい。話の続きはまた明日だ」

「お話聞けるの楽しみにしています」

　ショーンが言うと、ヴァージルが目を細めた。

「ああ、おやすみ、ショーン。きみが来てくれたおかげで、朝目覚める楽しみができたよ」







　ロックハート邸ていは三階建てで、中央の吹ふき抜けの階段を中心に左右に廊ろう下かが延びている。左側を東館、右側を西館と呼んでいるらしい。

　クレイグが星たちを案内してくれたのは、二階の東にある部屋だった。

「うわあ！　こんな広い部屋で寝ねるの初めて！」

　寝しん室しつに足を踏ふみ入れたショーンが歓かん声せいを上げる。

　ショーンの後ろで、星も目を丸くして部屋を見まわした。

　深緑色の絨じゆう毯たんにマホガニーの調度品、天てん蓋がい付きの大きなベッド──一流ホテルか、あるいはヨーロッパの古城のような雰ふん囲い気きだ。

「ここのおうちはみんな部屋の天井が高いんだね。おおっ、バルコニーもある！」

　ショーンが興奮したように部屋を歩きまわる。

「ひとりで大丈夫か？」

「うん、大丈夫。星が隣となりにいるんでしょ？」

「ああ、星が隣で、向かいが俺の部屋だ」

　部屋の中央でぼんやり立ち尽つくしていた星は、思わずクレイグのほうを振ふり返った。

（クレイグの部屋、向かいなんだ）

　心強くもあるが、少々落ち着かない気分だった。それぞれの寝室にバスルームがついているので、パジャマ姿で廊下をうろつくことはないだろうが……。

　目が合うと、クレイグが眩まぶしげに目を瞬またたかせた。

「普ふ段だんはマンハッタンのアパートに住んでいて、こっちには滅めつ多たに帰らないんだが」

「そうなんですか？　てっきり同居なさってるのかと」

「職場まで車で一時間以上かかるからな。けど、きみたちの滞たい在ざい中はなるべく帰るようにするよ」

「どうぞお気き遣づかいなく。皆みなさん温かく歓かん迎げいしてくださって感謝しています。ショーンも、ひいおじいさまのいいお話し相手になれそうですし」

「ああ、意気投合って感じだったな」

　バルコニーに出て「うわあ、庭が広い！」とはしゃいでいるショーンを見やり、クレイグが声を落とす。

「実を言うと、祖父はアンソニーの急きゆう逝せいでかなり参ってたんだ。その前に大きな手術をしたばかりだったしね。口数も少なくなって、ほとんど部屋から出なくなって……。けど、今日は久しぶりに以前の祖父が戻もどってきた感じだった」

「ショーン効果かな？　だといいんですけど」

「それに、きみも」

　クレイグに意味ありげな目つきで見下ろされ、どきりとする。

「まあ祖父の戯たわ言ごとは適当にあしらってくれ。もし何か失敬な真ま似ねをしたら、たとえば尻しりを触さわられたりとかだな、遠えん慮りよなく手をはたき落としてやっていいから」

　冗談かと思ってくすくす笑うと、クレイグが小さくため息をついた。

「いや、たまにあるんだ。前は男性の看護師がついてたんだが、祖父のセクハラに怒おこって辞やめていった」

　ぎょっとして、表情を強こわばらせる。

　星の懸け念ねんを読み取ったのか、クレイグが安心させるように微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、祖父の好みは四十以上の元美青年だ」

「なになに？　星が美青年だって話？」

　いつのまにかバルコニーから戻っていたショーンが、ふたりの間に割って入る。

「星はすごくもてるんだよ。僕が二年生のとき、友達のお父さんが星のこと好きになっちゃって大変だったんだ。星は断ったんだけど、別居中の奥さんが乗り込んできたりしてマジやばかった」

「ショーン……っ」

　思い出したくない過去をクレイグの前で暴ばく露ろされ、星は頰ほおを赤らめた。

　同時に公おおやけにしていない秘密──ゲイであることを勘かんづかれるのではないかと全身から冷や汗あせが噴ふき出す。

　そう、星の恋れん愛あい対象は同性だ。今のショーンくらいの歳に自覚し、けれどいけないことだと思ってずっと隠かくしてきた。

　星の性的指向に最初に気づいたのは桜だった。

『大丈夫、誰だれにも言わないって約束する』

　そう言って、桜は星の両手をしっかりと握にぎり締しめた。

『でもね、星。別に悪いことじゃないし、恥はじる必要もないのよ。あなたが持って生まれた資質のひとつってだけ。批判する人もいるかもしれないけど、私はあなたの味方だから』

　桜の声が耳によみがえる。

　桜は星が両親にも打ち明けられなかった秘密を、ただひとり受けとめてくれた人なのだ──。

「ああ、星がもてるってのはわかるよ」

　幸いクレイグは、ショーンの話を軽く受け流してくれた。

「でしょ。ママも美人だったけど、星のほうが大和やまと撫なでし子こっぽいっていつも言ってた」

「大和撫子か。うん、そうだな」

「ふたりともいい加減にして。ほら、ショーンは夕食の前にシャワー浴びるんでしょ」

　これ以上しゃべらせまいと、星はショーンを急せき立てた。

　ショーンには、自分が同性愛者であることはまだ伝えていない。けれど星が一部の男性にもてることは知っているし、薄うす々うす気づいているのかもしれないと思うことがある。

「はーい、じゃあまたあとでね」

　クレイグとともに、星はショーンの部屋をあとにした。

　廊下に出て、クレイグの目を見ないようにしながら「夕食は七時ですよね」と確かく認にんする。

「ああ、七時だ」

「じゃ、失礼します」

　寝室のドアを開けて中に滑すべり込む。

　ようやくひとりになることができて、星は大きく息を吐はいた。

（ちょっと挙動不ふ審しんだったかな）

　同性愛に関する話題が出ると、神経がぴりぴりと尖とがってしまう。

　この秘密は、ロックハート家の人々には知られないようにしなくてはならない。

　以前よりは世間に認められつつあるものの、上流階級の人たちがＬＧＢＴについてどう考えているのか知らないし、性的指向を理由にショーンから遠ざけられることもありえる。

　ヴァージルが男女問わず浮き名を流し、家族もそれを知っていたというのは意外だったが……。

（油断しちゃだめだ。ロックハート家の当主だった人と、外部から来た僕が同じ扱あつかいを受けられると思うな）

　同性愛者であることを他人に批判されるのはつらい。どうでもいい他人ならなんとかやり過ごすこともできるが、ショーンの家族に批判されたらどうしていいかわからない。

　汗と一いつ緒しよに不安な気持ちも洗い流したくて、星はシャツのボタンを外しながらバスルームへ向かった。







　午後七時。クレイグに伴ともなわれて一階の客間に下りていくと、ロックハート家の人々がグラスを片手にゆったりとくつろいでいた。

（うわー……映画みたい）

　盛装した男女が、ソファや肘ひじ掛かけ椅い子すに掛けて談だん笑しようしている。いかにも上流階級らしい華はなやかな雰囲気だ。

　ショーンはこの日のために急いでデパートで買った子供用のスーツ、星はクレイグとホテルで食事したときと同じ一いつ張ちよう羅らのスーツ。

　自分とショーンだけ明らかに浮ういているが、これはもう仕方のないことだ。せめて失礼がないよう、礼れい儀ぎ正しく振る舞まうしかない。

（あれが叔母おばさん夫ふう婦ふと従妹いとこ……）

　クレイグの叔母──つまりイアンの妹とその夫も、この家に一緒に住んでいることは聞いている。

　そしてクレイグの従妹──イアンの弟の娘むすめが、ニューヨークの大学に通うために同居していることも。

「紹しよう介かいしよう。アンソニーの忘れ形見のショーンだ。そしてこちらはショーンの母親である桜の弟、星」

　シックなジャケット姿のイアンが立ち上がり、ふたりを皆に紹介してくれる。

「で、こちらが私の妹のイザベルだ。隣となりが夫のジェームズ・ホルト」

「よろしく、ショーン。あなたにとって私はおじいさんの妹だから、大叔母ってことになるのかしらね」

　イザベルがにこやかな笑えみを浮かべてショーンを軽くハグする。

　高々と結ゆい上げた黒くろ髪かみ、濃こいめのメイクのはっきりした顔立ち、シルバーグレーのドレスをまとった体はややぽっちゃり気味で、イザベルは往年の映画女優のような貫かん禄ろくを漂ただよわせていた。

　物もの怖おじしないタイプのショーンもやや気け圧おされたらしく、「ショーンです、よろしく……」と目を左右に泳がせている。

「そしてこちらはショーンのもうひとりのおじさんね。まあ、なんて綺き麗れいな肌はだ」

「……お会いできて光栄です」

　顔を近づけるようにしてじっと覗のぞき込まれ、星もたじろいだ。

「ジェームズだ。よろしく」

　イザベルの夫ジェームズは、細長い顔に口くち髭ひげを生やし、どことなく山羊やぎを思わせる風ふう貌ぼうだった。握あく手しゆをかわす間にこりともせず、愛想がいいとは言い難がたい。ロックハート家の血筋でないので、ショーンや星には無関心といったところだろうか。

「そしてこちらはソフィア。私の姪めいだ。シカゴに住んでいる私の弟の娘でね。大学進学のためにこっちに出てきて、去年から一緒に住んでるんだ」

「初めまして、ショーン。会えて嬉うれしいわ！　うわあ、クレイグに聞いてたとおり、すっごく可愛かわいい！」

　ソフィアはジェームズとは対照的に、とても愛想のいい女性だった。愛想がいいというより、テンションが高いというべきか、若い娘独特のノリに、ショーンも目を白黒させている。

「もうひとりのおじさんにも会えて感激よ。やだ、ほんと肌がすごく綺麗。それに髪もさらっさら」

「……えーと……ありがとうございます」

　そういうソフィアも、かなりの美人だ。緩ゆるやかにウェーブした金きん髪ぱつに青い瞳ひとみ、めりはりのある女性らしい体に淡あわいピンクのドレスがよく似合っている。

　こういう場合、相手のことも褒ほめるべきなのだろうが、どう言えば失礼にならないのか考えているうちに褒めそびれてしまった。つくづく自分の社交性の欠けつ如じよを思い知らされる。

「あなたたちが来るのを楽しみにしてたの。ほら、このお屋や敷しきってすごく広いでしょ。夜なんか静かすぎてちょっと寂さびしいから、子供がいると賑にぎやかでいいだろうなって思って」

「……僕は普ふ段だんは八時には寝ねることにしてるんです」

　子供イコール賑やかで騒さわがしいと決めつけられてむっとしたのか、ショーンがちらりとソフィアを見上げて呟つぶやく。

「えっ、そうなの？　ずいぶん早寝なのね。じゃあ昼間一緒に遊びましょ」

「ええ、ぜひ」

　ショーンがにっこり笑顔を作ったところで、マギーが現れた。

「皆みなさま、お待たせいたしました。ダイニングルームへお越こしください」

　マギーが言い終わらないうちに、ソフィアがいそいそとクレイグのそばに近づく。

　ディナーの席では、男性が女性を席にエスコートするのがマナーだ。おそらくいつもクレイグが従妹をエスコートしているのだろう。

　けれどクレイグは気づかなかったらしく、すっとショーンの右手を取って微笑ほほえんだ。

「星、一緒にショーンをエスコートしよう」

「え？　あ、はい」

　クレイグに促うながされ、星もショーンの左手を取る。

「わお、こういうのいいね。王子さまになった気分だよ」

　伯父おじと叔父を従えたショーンは、弾はずむような足取りでダイニングルームへ向かった。







　──午後九時十五分。

　ショーンを寝かしつけて寝しん室しつに戻もどった星は、ベッドのそばに置かれた肘掛け椅子によろめくように腰こしを下ろした。

　本当はベッドに倒たおれ込みたいところだが、横になったら朝まで爆ばく睡すいしてしまうのは目に見えている。

（シャワーは明日の朝にして、服が皺しわにならないようにとりあえず着き替がえだけでも……）

　そう思うのだが、体が重くて動かなかった。

　目を開けたまま、ぼんやりと夕食会に思いを馳はせる。

　ロックハート家での第一夜は、大きなトラブルもなく無事に乗り切ることができた。

　フォーマルダイニングでの食事には当然ながら緊きん張ちようしっぱなしで、皆の質問に上手に答えられたかどうかというと微び妙みようなところだが、手が震ふるえてワインをこぼしたり焦あせって返事しようとして咳せき込んだり、そういった失態はやらかさずに済んだだけでも上出来だろう。

　星とは対照的に、ショーンは堂々としたものだった。

　皆からの質問にはきはきと答え、会話も弾んでいた。桜が礼れい儀ぎ作法にうるさかったおかげで、食事のマナーも問題なし。もともと物怖じしない性格だし、この分なら思ってたよりずっと早くロックハート家に馴な染じめそうだ。

　ディナーの席で、星はロックハート家についていくつか新たな情報を得ることができた。

　頭の中を整理しようと、肘掛けにもたれて天てん井じようを見上げる。

　ロックハート家は鉄道業で財をなしたが、今は不動産業とホテル経営がメインであること。

　当主イアン・ロックハートが財ざい閥ばつのトップで指揮を執とっており、グループ内の企き業ぎようは先代まではほとんどが一族出身者のものだったが、最近は外部から優ゆう秀しゆうな経営者を招いて任せていること。

『クレイグ伯父さんはどんな仕事をしているの？』

　星が知りたかったことを、ショーンが質問してくれた。

『肩かた書がきはロックハート財団の理事だ。大学を出たあとしばらくシンクタンクで研究員として働いて、今はベンチャーファンドの責任者でもある』

『ベンチャーファンド？』

『そう。会社を興おこしたいけど資金がないっていう人は大勢いるだろう？　その中から有望かつ社会に貢こう献けんできそうな技術を持った人に融ゆう資しするんだ』

『クレイグはとっても優秀なのよ。ベンチャーファンドも彼の発案なんだけど、最初は他ほかの理事から反対されてね。だけど今じゃ財団の看板事業になってる。教育支し援えんにも力を入れてて、州内の公立小学校に教育補助員を派は遣けんするプロジェクトもやってるの』

　そう言って、イザベルはクレイグを褒めちぎった。イザベルには子供がいないそうで、甥おいのクレイグを息むす子このように思っているのかもしれない。

『アンソニーは……僕のお父さんは、どういう仕事を？』

　ショーンの質問に、イアンが表情を強こわばらせたのがわかった。けれどほんの一いつ瞬しゆんのことで、グラスを置いたイアンはショーンのほうに向き直って笑みを浮うかべた。

『アンソニーは弁護士の資格を持っていて、財団の法務部で働いていた。いずれは財団の顧こ問もん弁護士になる予定だった』

『そうなんだ……』

　アンソニーが亡なくなってまだ一ヶ月ほどしか経たっていない。イアンの悲しみが癒いえていないことを察したのか、ショーンはそれ以上父親についての質問を口にしなかった。

（桜が亡くなったときも、しばらく桜の話をするのがつらかったもんな……）

　当初星は、なぜ父親のイアンはサンノゼに来ないのか、ちょっと不思議に思っていた。多た忙ぼうだからかと思ったが、実はまだアンソニーの忘れ形見に会う心の準備ができていなかったのかもしれない。

　そしてクレイグがやや強ごう引いんともいえる態度でショーンをニューヨークに連れてきたのも、祖父の件ばかりではなく、イアンを励はげましたいという思いもあったのかもしれない。

　自分もクレイグも、大事な家族を亡くしてる。

　ショーンの伯父と叔父おじ同士というつながりだけでなく、同じ経験をした者同士というシンパシーも芽生えつつあった。

（クレイグの場合、お母さまもある意味失ったわけだし）

　夕食会では、ショーンの祖母……つまりクレイグの母親の話も出た。

『包み隠かくさず言ってしまうが、私と妻エレノアは、いわゆる政略結けつ婚こんでね。愛情がなかったわけではないが、うまくいっていたとは言えなかった。クレイグが十歳のときに離り婚こんして、今は再婚してイギリスに住んでいる。もしショーンがおばあちゃんに会いたいというのであれば、弁護士を通じて連れん絡らくを取ることもできるが……』

　その口ぶりから、あまり円満な別れ方ではなかったらしいことが伝わってきた。

　しばしの沈ちん黙もくののち、ショーンは首を横に振ふった。

『今はまだ考えられません。ほんとのこと言うと、こうして皆さんに会っただけで頭がパンクしそうなくらいいっぱいいっぱいだし、おばあさまのことはもう少し落ち着いてから考えたいと思います』

　ショーンの答えに、イアンはほっとしたように表情をやわらげていた。

　その後イアンも再婚したものの、結局うまくいかずに三年で離婚。以来独身を謳おう歌かしているということらしい。

（クレイグが独身主義なのは、お父さんのことが影えい響きようしてるのかも……）

　デザートが運ばれてくる前に、イザベルが何気なく言ったのだ。

『とにかくよかったわ。ロックハート家の跡あと取とりが現れてくれて。分家筋には何人か子供たちがいるけど、本家のクレイグは結婚する気がないみたいだし』

『ええ、何度も言ってますけど、俺は結婚するつもりはありませんよ』

　クレイグが少々うんざりしたような様子だったのは、きっとあちこちから結婚はまだかと急せかされているからだろう。ロックハート家の御おん曹ぞう司しで有能なビジネスマン、男ぶりもいいとくれば、女性からのアプローチも多いに違ちがいない。

『けど、わからないわよ。運命の相手と出会うってこともあるし』

　ソフィアが、そう言ってちらりとクレイグに流し目を送っていた。

　恋れん愛あいごとに疎うとい星にも、ソフィアが歳としの離はなれた従兄いとこに熱を上げているらしいことはすぐにわかった。それくらい、ソフィアの態度はあからさまだったのだ。

（ニューヨーク州は、いとこ同士でも結婚できるんだっけ？）

　州によっては禁止されていたり、犯罪とみなされる場合もある。ソフィアもそれは重々承知しているだろうし、恋愛というより単に彼のファンなのかもしれない。

　ソフィアは感じのいい女性だった。少々テンションが高く、自分が話題の中心にいないと気が済まないようなところもあるが、女子大生という生き物は多かれ少なかれそういう要素を持っているものだ。

　そういえば、ソフィアのクレイグに対する熱い眼まな差ざしにも見覚えがある。大学に通っていたとき、講師や教授たちに憧あこがれる女の子の多かったこと。

　彼女たちが年上の男性に憧れる気持ちもわからなくはなかった。教授や講師に比べると、同世代の男子学生が子供っぽくて頼たよりなく見えるのは仕方のないことだ。

　そして星自身も、大学院に通っていた年上の男性に密ひそかに憧れの気持ちを抱いだいていた。

　頭が良くて自信家で、ちょっと嫌いや味みなところもある人で……。

　思い出して、無意識に顔をしかめてしまう。

　あまり言葉をかわしたこともなく、ただ遠巻きに見ているだけで満足していたのだが、ある日彼からデートに誘さそわれた。驚おどろき、戸と惑まどいつつも応じたのだが、結果は散々だった。彼が求めていたのは出会い系のような軽い関係で……要するにその場限りのセックスの相手だったのだ。

『いつも物欲しそうな目つきで俺のこと見てたくせに、今さら上品ぶるなよ』

　彼の手を振りほどいて帰ろうとすると、そんな言葉を投げつけられた。

　思い出すたびに恥はずかしくて腹立たしい。まったく、あんな男にほんのいっときでも心こころ惹ひかれていたなんて……。

「──！」

　ふいに控ひかえめなノックの音がして、星ははっと我に返った。

　着き替がえだけでもしようと思っていたのに、肘ひじ掛かけ椅い子すでうとうとしていたらしい。

「……はい？」

「俺だ。クレイグだ」

　慌あわてて立ち上がり、ドアを開ける。クレイグが「遅おそくにすまない」と微笑ほほえんだ。

「これ、きみのだろう？　間ま違ちがえて俺の部屋に運び入れてしまったみたいで」

　そう言って、クレイグが黒いパソコンバッグを掲かかげる。

「ええ、僕のです。わざわざすみません」

　礼を言って受け取る。ショーンの荷物はひととおりほどいたが、自分の荷ほどきはあとまわしになっていたので、パソコンバッグがないことに気づいてもいなかった。

「ショーンはもう寝ねた？」

「はい。やっぱり疲つかれてたみたいで、半分寝ながら歯を磨みがいてました」

「はは、そりゃそうだろうな。長旅の上に、緊きん張ちようする夕食だったし」

「ええ、でもとても楽しかったみたいですよ。人生初の飛行機とリムジン、それになんといっても家族に会えたのですから」

　クレイグもまだ着替えておらず、夕食のときと同じスーツ姿だったが、ネクタイを外してシャツのボタンをふたつほど外しているのでずいぶんと印象が違って見える。

「きみも疲れただろう。明日は寝ね坊ぼうして構わないから、ゆっくり休んでくれ。それと」

　クレイグが言葉を切り、ドアの枠わくにもたれてじっと星を見下ろす。

「きみも、俺たちのことは家族だと思って遠えん慮りよなくくつろいでほしい」

「……ありがとうございます」

　思いがけない言葉に、星も青い瞳ひとみをじっと見上げた。

　自分はショーンの付き添そいのようなもので、ロックハート家に家族として迎むかえられたとは考えていなかった。

　社交辞令だとしても、クレイグの気き遣づかいはありがたい。

「明日は俺も父も仕事だが、祖父が家の中を案内したいと言っているそうだ。看護師とマギーがついてるし、このところ体調もいいみたいだから、ぜひつき合ってやってくれ」

「きっとショーンが喜びます。甲かつ冑ちゆう以外にも、ひいおじいさまにいろいろお話を聞きたいみたいですし」

「ああ、昔話をあれこれ聞かされる羽目になるが」

　クレイグと目を見合わせて、くすくすと笑う。

「じゃあ……おやすみ」

「ええ、おやすみなさい」

　小声で言葉をかわし、そっとドアを閉める。

　ひとりになると、星は大きく息を吐はき出した。

　第一印象はいかにも横暴なエリートという感じだったが、もしかしたらクレイグは星がこれまでの人生で出会った中でいちばんの紳しん士しかもしれない。

　ショーンだけでなく星にもあれこれ気を配ってくれるし、何度か会って話すうちに彼が上流階級出身者のいい部分をたくさん持っていることがわかった。

（育ちがいいから余よ裕ゆうがあるんだろうな……）

　シャツのボタンを外しながら、バスルームへ向かう。

　半分寝ながら歯を磨き、星は倒たおれるようにベッドに潜もぐり込んだ。
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　ショーンが何か叫さけんでいる。

　寝しん室しつのデスクでパソコンに向かっていた星は、はっとして窓の外に目を向けた。

　裏庭の芝しば生ふに、ショーンとヴァージル、付き添いの看護師の姿が見える。ショーンが虫か何かを捕つかまえたらしく、曾そう祖そ父ふに得意げに見せているところだった。

（なんだ……びっくりした）

　ショーンが大きな声を上げていると、つい何か悪いことが起きたのではないかと思ってしまう。

　大だい丈じよう夫ぶ、ここは安全だ。敷しき地ちはぐるりと塀へいに囲まれており、万ばん全ぜんの警備システムに守られている。暴走する車に撥はねられそうになることもないし、変質者につきまとわれることもない。

　ショーンが楽しげに花か壇だんを覗のぞき込む姿に、つられて星も笑えみを浮うかべる。

　──ロックハート家にやってきて三日。星とショーンは、穏おだやかで平和な日々を過ごしていた。

　ここに来る前は上流階級の暮らしに馴な染じめるか不安だったが、ロックハート家は星が想像していたほど厳格な家ではなかった。

　もちろん夕食時にはある程度きちんとした格好をしなくてはならないし、居間のソファにだらしなく寝そべるような真ま似ねはできそうにない。

　けれど自分の部屋でくつろぐことができるし、料理や掃そう除じといった家事をしなくていいのがありがたい。

　ロックハート邸ていには住み込みのマギー以外にも通いの家政婦がふたりいて、どうやら交こう替たいで勤務しているらしい。直接話をするのは今のところマギーだけで、彼女はこの家の執しつ事じ的な役割も担になっているように見える。

（クレイグが生まれる前からいるってことは、クレイグのお母さまのこともよく知ってるんだろうな）

　少し休きゆう憩けいしようと、星は作業中の画面を保存した。キッチンへ行ってコーヒーをもらおうと廊ろう下かに出る。

　階段を下りようとすると、ちょうど大きな花か瓶びんを抱かかえたマギーが上がってくるところだった。

「重そうですね。持ちましょう」

「まあ、ありがとう。助かるわ」

　ボーンチャイナの美しい花瓶は、見た目以上にずっしりと重かった。

「これはどこへ？」

「三階のソフィアさまのお部屋です」

「三階はイアン氏の寝室だけかと思ってました」

　ソフィアの部屋がどこにあるのか気にも留めていなかった。普ふ通つうの家ならともかく、これだけ部屋数が多いと誰だれがどこにいるのか覚えきれない。

「ええ、去年ここにいらした当初は二階のお部屋を使ってらっしゃったんですけど……」

　二階と三階の間の踊おどり場で、ふとマギーが足を止める。

　星も立ち止まると、マギーはちらりと辺りを見まわしてから声を潜ひそめた。

「おそらく気づいておいででしょうけど、ソフィアさまはクレイグさまに熱を上げてらっしゃってね。同じ階にお部屋があると、いろいろと問題が」

　マギーの言葉にぎょっとする。

　もしかして、クレイグはソフィアと……。

「いえいえ、もちろんおふたりの間には何もありませんよ。その、ソフィアさまが一方的にね。クレイグさまがこのお屋敷に滅めつ多たに帰ってこなくなったのは、ソフィアさまとの間に距きよ離りを置きたいからでしょう」

「そうなんですか……」

　自分のような立場の者が、ロックハート家の人々の噂うわさ話ばなしをするべきではない。しかし心の中にむくむくと沸わき上がった疑問を口にせずにはいられなかった。

「あの……だけどクレイグとソフィアはいとこ同士ですよね」

「いとこと言っても血はつながってないですし、近々ソフィアさまはロックハート姓せいではなくなる予定ですし」

　マギーの言葉に、星は首を傾かしげた。

　マギーが悪戯いたずらっぽく眉まゆをつり上げてみせる。

「ご存じなかった？　まあいずれお耳に入るでしょうから言っちゃいますけど、ソフィアさまは後妻の連れ子なんです。で、ご夫ふう婦ふは現在離り婚こん協議中」

「……なるほど」

「そういうことです。けどまあ、クレイグさまは全然その気はなさそうですけど。あれだけ素す敵てきな殿との方がたが身近にいたら、若い女性は誰だって夢中になってしまうわ」

「ええ、すごくもてそうですよね」

「そりゃもう。ニューヨークの社交界じゃクレイグさまを狙ねらっている女性が大勢いますもの。クレイグさまも大人ですからそれなりにおつき合いはあるようですけど、今のところご家族に紹しよう介かいするようなお相手はいらっしゃらないみたい」

　本人のいないところでクレイグの恋れん愛あい事情を耳にするのはひどく気が咎とがめた。

　ここらで話を終わらせようと、さりげなく階段を上る。

「早く孫の顔が見たいイアンさまとしては、クレイグさまもアンソニーさまもなかなか結婚しようとしないのでやきもきしたことでしょう。だからショーンさまの存在が判明して大喜びでしたよ。クレイグさまも、とりあえずは結婚を急せかされなくなってほっとされてるんじゃないかしら」

　マギーの言葉を、星は曖あい昧まいな笑みを浮かべてやり過ごした。

「ここです。どうもありがとうございました」

　三階の東側の部屋の前で、マギーが立ち止まる。

「じゃあ僕はここで」

　ソフィアの部屋に立ち入るわけにはいかないので、マギーに花瓶を渡わたしてくるりと踵きびすを返す。

　階段を下りながら、星は胸の中に何やらもやもやした気持ちが渦うず巻まいているのを感じた。

　噂話に耳を傾かたむけてしまった罪悪感だろうか。

　それとも、クレイグの女性関係を耳にしたせいだろうか。

　クレイグがもてるであろうことは、マギーに聞くまでもなく想像がつく。けれど具体的な話を聞いてしまうと、なんだか生々しくて落ち着かない気分だった。

　そのまま一階に下りて、キッチンへ向かう。

　キッチンには、通いの家政婦のフローラがいた。ヒスパニック系の中年女性で、無口な働き者だ。

「こんにちは、フローラ。コーヒーを一いつ杯ぱいもらえます？」

「ええ、お待ちください」

　フローラが小さく笑みを浮かべ、コーヒーメーカーをセットする。

　さすがロックハート家だけあって、コーヒーメーカーもそこらの品ではなく本格的なマシンだ。専門店から取り寄せているという豆も実に美味おいしくて、初めて口にしたときは世の中にはこんな美味しいコーヒーがあったのかと驚おどろいてしまった。

「どうぞ」

「ありがとう」

　差し出されたコーヒーをひとくち飲んで、絶ぜつ妙みようなバランスのコクと香かおりを味わう。

　まったく、こんなコーヒーに慣れてしまったらスーパーで売っているコーヒーに戻もどれなくなるではないか──。

「そうだ、あの、この辺りにパソコン用品を売っているお店ありますか？」

　フローラに尋たずねると、彼女は困ったように眉根を寄せた。フローラは英語があまり上手ではないので、星の質問を聞き取れなかったのかもしれない。

「えーと……パソコンショップ、ありますか？」

　もう一度ゆっくり尋ねると、ふいに後ろから低い声が降ってきた。

「パソコンショップに用事があるのか？」

　振ふり返って、どきりとする。

　クレイグがネクタイを緩ゆるめながら近づいてくるところだった。

「お帰りなさい……今日は早いんですね」

「忘れたか？　今日は土曜日だ。休日出勤は極力しない方針なんだが、やむを得ず出社する場合は一刻も早く切り上げることにしてる」

「そうでした。ショーンの学校がないから曜日の感覚がなくなってしまって」

　言いながら、頰ほおが熱くなっているのを感じる。

　先ほどまでクレイグとソフィアの噂話をしていたせいだろう。男女の恋愛に関する話は、いつも星を居たたまれない気分にさせる。

「で、パソコンショップに用事？」

「ええ、マウスの調子が悪いので買いに行きたいんです。近くにあります？」

「車で十五分くらいのところに品しな揃ぞろえのいい店がある。送っていこう」

「いえ、場所さえわかれば自分で……」

　買い物用の車を自由に使っていいと言われているし、クレイグの手をわずらわせたくない。

　それに、ふたりきりで出かけるのはなんとなく気き詰づまりで……。

　しかしクレイグは、ポケットから車のキーを取り出して振ってみせた。

「遠えん慮りよするな。ついでに俺もいろいろ見たいし」

　青い瞳ひとみに見み据すえられ、星は観念した。

　遠慮しすぎるのはよくない。せっかくクレイグが、家族だと思って遠慮するなと言ってくれているのだから。

「それでは、お言葉に甘えて」

　カップに残ったコーヒーを飲み干して、星はぎくしゃくと立ち上がった。







「そういえばこうやってふたりきりで話すのは久しぶりだな。初日のディナーのあと以来？」

「えーと……そういえばそうですね」

　クレイグが運転するベンツの助手席で、星はもぞもぞと身じろぎした。

　初日のディナー以来、クレイグとはほとんど言葉をかわしていない。ショーンが慣れるまではとスリーピーホロウに滞たい在ざいしてくれているのはありがたいが、そのせいで通勤に時間がかかって多た忙ぼうに拍はく車しやをかけているようで申し訳なかった。

「今やってるプロジェクトが終われば少し余よ裕ゆうができる。普段は月の三分の一くらいは在宅勤務にしてるんだ」

「あの……無理に毎日帰ってこなくても、週末だけでも構いませんよ。皆みなさんよくしてくださるので、ショーンもすっかり慣れたみたいですし」

「無理はしてない。俺が帰りたいから帰ってるんだ」

　赤信号で車を停とめたクレイグが、こちらを見て唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　初めて会ったときには想像もできなかった、親しげな表情だ。なぜかどきりとして、星はさりげなく目をそらした。

　信号が青になり、クレイグがなめらかにベンツを発進させる。

「せっかくふたりきりになったから訊きくけど」

　クレイグに話しかけられ、星は再度どきりとして体を強こわばらせた。

　なんだろう。もしかして、日ひ頃ごろの言動から性的指向がばれてしまったとか……？

「正直な感想を聞きたい。うちの家族の印象は？」

「……ご家族の印象ですか？　えーと……」

　自分の話ではなかったことにほっとしつつ、星は言葉を探した。

「あのロックハート家と聞いて、庶しよ民みんの僕は映画やテレビドラマに出てくるようなお金持ちの一族しか想像できなかったんですが……」

「つまり、鼻持ちならない連中の巣そう窟くつだと？」

　クレイグのおどけたような突つっ込みに苦く笑しようする。

「実を言うと、ちょっと身構えてました。でもお父さまもおじいさまも僕たちを歓かん迎げいしてくださって……とてもよくしていただいて感謝してます」

　星の返答に、クレイグが軽く頷うなずく。

「よかった。十年前とか二十年前だったらこうはいかなかったかもしれない。父もいろいろあって丸くなったんだ。具体的に言うと、俺の母親との泥どろ沼ぬま離り婚こん、それに家族の猛もう反はん対たいを押し切って再婚したものの、大失敗に終わった二度目の結婚生活とか」

　それについてはなんとコメントしていいかわからなくて、前を向いたまま唇を引き結ぶ。

「いろいろあったから、俺は家族の絆きずなってやつに懐かい疑ぎ的でね。アンソニーに息むす子こがいると知ったときも、自分と血のつながりがある甥おいがいたっていう喜びよりも、とりあえず後こう継けい者しやが見つかってほっとしたってのが正直なところだ。きみも知ってのとおり、今のところ俺が王位継承権一位だから、結婚はまだか跡あと取とりはまだかって急かされてうんざりしてたから」

　クレイグの口調が、ざっくばらんになってくる。

　彼が自分に本音をぶちまけるとは、ちょっと意外な感じだった。

　前方にパソコンショップの看板が見えてきて、クレイグがウィンカーを出して駐ちゆう車しや場に乗り入れる。

　星も知っている全国チェーンの店だ。ここなら各種パソコン用品が揃うので、近場にあるのはありがたい。

　エンジンを止めたクレイグが、ハンドルに手を乗せて星のほうを見やった。

「きみに会うまでは、ショーンだけニューヨークに連れてくるつもりだった」

「えっ、そうなんですか？」

　驚いて聞き返すと、クレイグがハンドルにもたれてくすくす笑う。

「きみの経済状じよう況きようを知って、ああこれなら簡単に話が済むだろうなと。二十五歳という若さで十歳の甥を育てるのがどれだけ大変か、俺にも想像がつく。引き取りたいと言えば、きみは喜んで差し出すだろうと思った」

　十日前だったら激げき怒どしたであろうセリフも、今は苦笑いを浮かべる程度でやり過ごすことができる。

「まあそう思われても仕方ないですね。僕はそれほど稼かせいでるわけじゃないですし」

「白状すると、きみの家に押しかける前に、こっそりきみたちを観察させてもらった」

　ぎょっとして、星はクレイグのほうへ視線を向けた。

　クレイグが青い瞳を眩まぶしげに細め、「怒おこらないでくれよ」と呟つぶやく。

「……いつから偵てい察さつしてたんです？」

「探偵社に依い頼らいして一週間ほど。俺もきみに会いに行く前の日、スクールバスの停留所にきみがショーンを迎むかえに行くところを見た」

「……あんまり気分のいいものではないですね」

「ああ、謝るよ」

　ふうっと息を吐はいて、星はシートにもたれた。

「あなたの気持ちもわからなくはないです。僕もあなたの立場だったら、まず物もの陰かげからこっそり様子を窺うかがったと思いますし」

「だろう？」

　クレイグが嬉うれしそうに相あい槌づちを打つ。

「ほんのちょっと見ただけで、きみとショーンが固い絆で結ばれていることがわかったよ。スクールバスから降りて、きみのもとに駆かけ寄るショーンの表情を見ればね」

　知らない間に彼に見られていたという事実に、頰が熱くなる。別に照れるようなことではないのだが、こうしてクレイグの口から聞かされるのは妙みように気き恥はずかしかった。

「僕の表情も見てくれました？　大おお袈げ裟さかもしれませんが、ショーンが無事に帰ってくるたびにほっとするんです」

　照れ隠かくしに、わざと顔をしかめてみせる。

「ああ、探偵の報告書に〝少々過保護〟って書かれてた」

　青い瞳にじっと見つめられ、星はぎこちなく瞬まばたきした。

　お互たがい口にしなくても、星の過保護は桜の事件の影えい響きようだということはわかっている。

　この二年、自分がショーンを守らなくてはと常に気を張り詰つめていた。頼たよれる家族や親しん戚せきもなく、毎日必死だった。

　けど、これからはクレイグやイアン、ロックハート家の人たちが手助けしてくれる。

（もうひとりで頑がん張ばらなくてもいいんだ）

　ふいに涙るい腺せんが緩ゆるみそうになって、慌あわてて星は視線をそらした。

「……そんなわけで、ふたりを引き離はなすのがしのびなくてね」

「……その点はほんと、感謝しています」

　ふいにクレイグが、くくっと可笑おかしそうに笑い声を上げた。

「とっくに店に着いてるのに、なんで俺たちクーラーの切れた車の中にいるんだ？」

「それはあなたが……まあいいです。降りましょう」

　急いで車から降りてドアを閉める。ちょっとだけ泣きそうになってしまったことをクレイグに知られたくなくて、星は早足で店に向かった。

「そうそう、来週金曜日の夜は空けておいてくれ」

　あっというまに星に追いついたクレイグが、肩かたを並べて歩きながら切り出す。

「なぜです？」

「財団のチャリティパーティがある。きみを皆に紹しよう介かいしておきたい」

　驚おどろいて、星は店の手前で立ち止まった。

「ショーンも？」

「いや、大人だけのフォーマルなパーティだ」

「ええと……僕はそういうのは……」

　なんとか辞退しようと言葉を探していると、クレイグが星の前に立ちはだかる。

「気持ちはわかる。俺だって金曜の夜に堅かた苦くるしいパーティなんてごめんだ。けど、きみもロックハート家の一員になったからには、そういう場に慣れてもらわないと」

「……欠席は受け付けないって感じですか？」

「ああ、そういうことだ」

　大きく息を吐いて、星は「わかりました」と頷いた。

　悩なやみの種がひとつ増えてしまった。上流階級のパーティなんて、いったいどう振ふる舞まえばいいのか……。

（目立たないようにしてればなんとかなるかな。きっとお客さん大勢来るだろうし、僕はパーティじゃいつも空気みたいなもんだし）

　前向きに考えることにして、星はパソコンショップの自動ドアの前に立った。
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　翌日の日曜日。

　星は再びクレイグの運転するベンツの助手席に収まる羽目になった。

　今朝朝食を終えて部屋に戻もどろうとしたとき、ちょうど向かいの部屋から出てきたクレイグと鉢はち合あわせしたのだ。

『昨日訊きき忘れていたんだが』

　クレイグはシャワーを浴びたばかりらしく、いつもきちんと撫なでつけている髪かみが無造作に乱れていた。Ｔシャツにスウェットパンツというラフな格好を見たのも初めてで、なんとなく目のやり場に困ってしまった。

『……なんでしょう？』

『きみが持ってきた荷物の中に、他ほかのスーツはある？　初日に着てたの以外で』

『ないです。あのグレーの一着だけ』

『じゃあランチのあと、採寸に行こう』

　さらっと言われて、星は目をぱちくりさせた。

『採寸？』

『パーティに出るにはスーツが必要だろう』

『えーと……僕が持ってきたあのスーツじゃだめってことですか』

　確かく認にんするように尋たずねると、クレイグがにやりと笑った。

『失礼を承知で言わせてもらうが、あのスーツはきみの体に全然合ってない。肩かた幅はばは大きすぎるし、袖そでは短く詰めすぎだ。財団のパーティに出席するからには、それなりにふさわしい服装をしてもらわないと困る』

『……わかりました』

　そういうわけで、しぶしぶスーツの採寸に行くことになったのだ。

（採寸ってことはオーダーメイドだよな。うう、いくらくらいかかるんだろう……）

　量りよう販はん店てんの既き製せい品ひんしか買ったことがないので、金額が心配だった。しかしこちらに来てからの生活費はすべてロックハート家に出してもらっているので、今月は少し余よ裕ゆうがある。

　クレイグが連れていってくれたのは、スリーピーホロウから車で三十分ほどのところにあるこぢんまりした町だった。町の中心部、煉れん瓦が造りの古めかしい建物の前でクレイグが車を停とめる。

（うわ、高そうなお店……）

　店構えやウィンドウのディスプレイは、老舗しにせの高級テイラーといった印象だ。両開きのドアもアンティーク風で、星ひとりだったらかなり入りづらかっただろう。

「時間があればニューヨークの店で仕立てたかったんだが、それはまたの機会にしよう。ここは祖父のお気に入りの店なんだ。最新流行ってわけにはいかないが、腕うでのいい職人がいていろいろ無理も聞いてくれる」

「あの、正直に申しん告こくしておきますけど、僕ちゃんと採寸してもらうの初めてなんです。勝手がわからないので、フォローお願いします」

　車から降りる前に小声で告げると、クレイグが「任せとけ」と笑った。

「それと、心配しなくても費用は俺持ちだ。こっちの都合で押しつけてるんだから遠えん慮りよはするな」

「そういうわけには……っ」

　何もかも世話になりっぱなしなので、せめてスーツ代くらいは払はらいたい。

「いいのか？　きみの二ヶ月分の稼かせぎが吹ふき飛ぶぞ」

「二ヶ月分……」

　想像していた以上の金額に、さあっと青ざめる。

「きみが稼いだお金は自分やショーンのために使ったほうがいい。だろう？」

　たしかにクレイグの言うとおり、今後のことを考えたらそのほうがよさそうだ。もしも何かあった場合、すぐにサンノゼに帰ることができるように──。

「では、お言葉に甘えて……」

　クレイグの背中を追って店の前に立つと、内側から扉とびらが開いた。

「いらっしゃいませ、ロックハートさま。お待ちしておりました」

　おそらく七十は過ぎているであろう店主が、にこやかに出で迎むかえてくれる。

　緊きん張ちようと同時にほんのり高こう揚よう感かんもこみ上げてきて、星も「こんにちは」と挨あい拶さつを返した。
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　──二時間後。テイラーをあとにしたクレイグは、「ちょっとそこで休んでいこう」とそばにあったカフェを指さした。

　初めての採寸や布地選びとあって、星がひどく疲つかれているように見えたのだ。

（疲れてるというか、放心状態と言うべきか）

　スーツだけでなくシャツやネクタイ、ベルトまですべて揃そろえたので、買い物はかなりの量になった。

『一度にこんなにいっぱい服を新調するのは初めてです……』

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた星を思い出し、唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

「コーヒーでいいか？」

　カウンターの列に並んで尋ねると、星がメニュー表を見上げた。

「はい。あー……ちょっと待ってください。キャラメルラテにします」

「了りよう解かい」

　店員に注文を告げて、ポケットから財さい布ふを取り出す。ふいに星のほっそりした手に腕を摑つかまれ、クレイグはどきりとして振り返った。

「待って、コーヒーくらいは僕におごらせてください」

　そう言って星がくたびれた財布を取り出し、カウンターに紙し幣へいを置く。

　なんとも律りち儀ぎなことだ。これまでのクレイグのデート相手はおごってもらうのが当然という態度だったので、星の律儀さは新しん鮮せんだった。

「じゃあごちそうになるかな」

　店員からコーヒーとキャラメルラテのカップを受け取って、窓まど際ぎわの席に向かう。

　向かい合って座ると、星が落ち着かない様子で視線をさまよわせた。

　広々した店内は、八割ほど席が埋うまっている。女性客の割合が多く、店に足を踏ふみ入れたときから自分たちが注目されていることにクレイグは気づいていた。

（ま、いつものことだが）

　自分はロックハート家の御おん曹ぞう司しとして顔を知られている。

　それに、自うぬ惚ぼれているわけではないが、自分の容姿が人目を引くことは客観的事実として承知していた。

　近くの席でスマホをいじっていた若い女性のふたり組が、クレイグを見ながらひそひそと言葉をかわし始める。〝いい男〟とか〝声かけてみようか〟といったセリフが耳に入ったらしく、星が目を白黒させているのがなんとも可愛かわいい。

（人目を引くといえば、星も相当なもんだが）

　カウンター席の若い男は、星が店に入ってきたときからちらちらと視線を送っている。奥まった席でノートパソコンを広げている中年男も、星が気になるらしくこちらを窺うかがっていた。

　そういえばサンノゼのホテルで昼食をとったときも、ウェイターが興きよう味み津しん々しんといった様子で星を見つめていた。星本人はまったく気づいていなかったようだが……。

「疲れた？」

　テーブルの上に身を乗り出すようにして、星をじっと見つめる。星を無遠慮な目つきで見ている男たちを、ちょっとばかり挑ちよう発はつしてやりたい気分になったのだ。

「ええ、ちょっと。スーツだけじゃなく、シャツもあれこれ試着しましたし」

「ぴったりとはいかなかったけどな。時間があるときにシャツもオーダーメイドで作っておこう」

　星のなめらかな頰ほおがじわっと上気するのがわかった。

　つられてクレイグも、シャツの試着のときのことを思い出してごくりと唾つばを飲み込む。

　星は思っていた以上に華きや奢しやで、店にあるシャツはどれもぶかぶかだった。　>>>♥

『こちらでしたらサイズが合うかと……』

　そう言って店主が遠慮がちに出してきたのは、ティーンエイジャー向けの商品だった。

『あー……そうですよね。僕はガリガリだから』

　苦く笑しようしつつ、星は差し出されたシャツを受け取った。

（基本的に素す直なおなんだよな）

　熱いコーヒーをひとくち飲んで、襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつをちらりと盗ぬすみ見る。

　試着室から出てきた星は、はっとするほど美しかった。

　もともと綺き麗れいな顔立ちではあるが、星は着るものに無む頓とん着ちやくで、サイズの合っていない服は彼の良さを消していた。

　けれど体の線に合った上質のシャツをまとうと、ほっそりした首筋や少年めいた肩のライン、薄うすく平らな胸や細く引き締しまった腰こしが強調され、なまめかしい色いろ香かが立ち上ってくるようで……。

（どうも調子が狂くるうな。男相手に色香とか）

　椅い子すの背にもたれ、少し引いた位置から星を眺ながめる。

　星と一いつ緒しよにいると、なぜか落ち着かない気分にさせられる。決して不ふ愉ゆ快かいな意味ではなく、胸の内側がざわざわするような、妙みような感じだ。

　同時に、彼と一緒にいるととても気分がいい。

　表面上は誰だれとでもにこやかに接するよう心がけているが、クレイグにも好き嫌きらいはある。不愉快だったり退たい屈くつだったり、そういう相手とはさりげなく距きよ離りを置くよう努めてきた。

　星は、決して話し上手というわけではない。会話も弾はずむとは言い難がたいのに、一緒にいるとどうしてこんなに心ここ地ちいいのだろう。

（声のせいか？）

　少し鼻にかかった高めの声。知的で丁てい寧ねいな話し方。彼の持つ柔やわらかな雰ふん囲い気きは独特で、おそらく一緒にいて心地いいのは波長が合うからだろう。

　クレイグの視線が気になるのか、星がもじもじと身じろぎする。

　自分が星を凝ぎよう視ししていたことに気づいて、クレイグは居住まいを正した。

「それ飲んで元気が出たら、もう一いつ軒けん寄ろう」

「え、まだ何か買い物ですか？」

「靴くつ。近くのショッピングモールにいい店がある」

「ああ……そうですね。僕が持ってる靴じゃ、あのスーツに合わないですもんね」

「いずれはショーンの服も買い足さないとな。そうそう、ショーンの小学校の件なんだが、この町にいい私立校があるんだ。俺とアンソニーも通った学校で、ショーンも秋からそこに通ったらどうかと思ってるんだが」

　ショーンの転校の話を持ち出すと、星が驚おどろいたように目を見開いた。

「すまない。こういう話はきみに相談もなしに進めるべきじゃないよな」

「……そうですね。ショーンのことは一緒に決めたいです」

　星が控ひかえめに主張する。スーツ選びの際は『僕はセンスがないので』とクレイグと店主に丸投げだったが、ショーンのこととなるとそうはいかないようだ。

「俺も考えてただけで、まだ手続きしたわけじゃない。家に帰ってショーンも交えて検討しよう」

「ええ、そうしましょう」

　表情をやわらげ、星が頷うなずく。

　おじ同士でショーンの学校について検討する。この計画は、クレイグの心を浮き立たせた。

　不思議だ。今まで子供が欲しいと思ったことはなかったし、誰かと一緒に子育てをしようなんて考えたこともなかったのに──。

「そうだ、まず基本的なところを押さえておかないとな。とりあえず夏休みの間はこっちに滞たい在ざいして、それからどうするか考えるって話だったけど、そろそろ考えは固まった？」

　期待を込めて星に尋たずねる。

　クレイグとしては、星とショーンをサンノゼに帰す気はまったくないのだが、一応星の意向も聞いておくべきだろう。父や祖父ともうまくいっているし、離はなれて暮らす理由など何もないはずだが、念のため。

　しかしその質問に対する答えは、思いがけない邪じや魔まが入ったことによって保留となったのだった──。
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「そうだ、まず基本的なところを押さえておかないとな。とりあえず夏休みの間はこっちに滞在して、それからどうするか考えるって話だったけど、そろそろ考えは固まった？」

　クレイグに問われ、星は口ごもった。

　まだこちらに定住すると決めたわけではない。現実的に考えて、それしかないのもわかってはいるのだが。

（こっちに引っ越こせば、ショーンも私立校に通うことができるし）

　上流階級の子し弟ていは私立校に通うのが常だ。星としても、ショーンを私立校に通わせてもらえるのはありがたい。

　口には出さないが、ショーンはサンノゼにある私立校に通いたがっていた。授業のレベルが高く、コンピュータールームなどの設備も公立校とは比べものにならない。成績優ゆう秀しゆうなショーンは、私立校に通えばさらに学力を伸のばすことができるだろう。

「あら、クレイグ！　それに星も！」

　口を開きかけたところでふいに名前を呼ばれ、星はどきっとして顔を上げた。

　ふたりのテーブルの前に立っていたのは、コーヒーカップを手にしたソフィアだった。買い物帰りらしく、腕うでにショッピングバッグをぶら下げている。

「偶ぐう然ぜんね。ご一緒していい？」

「……ああ」

　クレイグはやや鼻白んだ様子だったが、紳しん士しらしくソフィアのために椅子を引いた。

「あなたたちも買い物？」

「そう。金曜日のチャリティパーティのために、星のスーツの採寸にね」

「私もそのパーティのための買い物よ。使おうと思ってたバッグの口金が壊こわれて、急きゆう遽きよね。この町にお気に入りのセレクトショップがあるの。すごく素敵なバッグがあったわ」

　いそいそとバッグを取り出そうとし、はたと手を止める。

「やっぱり今見せるのはなしね。パーティ当日、ドレスと合わせてお披ひ露ろ目めするわ」

　若い女性らしいはしゃぎっぷりに、星も笑えみを浮うかべた。パーティと聞いただけで星は憂ゆう鬱うつな気分になるが、ソフィアは堅かた苦くるしいフォーマルパーティでも楽しみを見み出いだすことができるのだろう。

「ところでクレイグ、同どう伴はん者しやは決まってるの？」

　小首を傾かしげるようにして、ソフィアがクレイグに尋ねる。その目には、期待がありありと浮かんでいた。

「いや……ああ、今回は星を皆みなに紹しよう介かいするのが目的だから、星をエスコートするよ」

「えっ、そうなの？　星と腕を組むとか？」

　冗じよう談だんだと思ったのか、ソフィアが可笑おかしそうに笑う。

「ああ、腕を組んで登場するのも悪くないな。ショーンのおじ同士、仲がいいところをアピールしないと」

　クレイグがわざと真ま面じ目めくさった調子で言うと、ソフィアの表情が固まった。

　探さぐるような視線が、クレイグと星の間を行き来する。

「えっと、冗談ですよね。僕はひとりで大だい丈じよう夫ぶですから」

　ソフィアがクレイグにエスコートされたがっているのはわかっている。彼女に恨うらまれたくなくて、慌あわてて星は空気をなごませようとした。

「いや、俺は本気だ。女性をエスコートすると、ゴシップ誌にあれこれ書き立てられるからな。前にイザベルに頼たのまれて知り合いの娘むすめだというお嬢じようさんをエスコートしたら、翌日には〝ロックハート家の御おん曹ぞう司し、婚こん約やくか!?〟とか書かれたし」

　クレイグがうんざりしたようにため息をつく。

　たしかに、常に注目される立場だと女性とデートするのもひと苦労だろう。

（そういえば、クレイグってつき合ってる人はいないのかな）

　面と向かって尋ねたことはないし、イアンやマギーからも聞いたことがない。けれどこれだけもてるのだから、恋こい人びとがいないと考えるのは不自然だ。

「あなたが独身主義なのは知ってるけど、彼女も作らない主義ってわけじゃないんでしょう？」

　綺き麗れいにマニキュアの塗ぬられた爪つめをいじりながら、ソフィアが上うわ目め遣づかいで尋ねる。

「そのへんはノーコメントだ。俺が何か言うたびいろいろ尾おひれがつくからな」

「別に言いふらしたりはしないわ」

　ソフィアが食い下がる。クレイグに恋する身としては必死なのだろう。

　片かた想おもいの相手にすげなくされるつらさは星もよく知っているので、ソフィアの必死さがいじらしく、同情してしまう。

「とにかくノーコメント。お互たがいプライベートを尊重しよう」

　クレイグにぴしゃりと遮さえぎられ、ソフィアはひどく傷ついた表情で黙だまり込んだ──。







　──その晩。ショーンを寝ねかしつけたあと、星は部屋に戻もどってパソコンを開いた。

　作業中の仕事を再開するが、なかなか集中できない。

　頭の中に、今日の出来事の映像がくり返し流れている。

　初めての採寸、シャツの試着、カフェでのクレイグの視線、クレイグのソフィアに対する少々きつい態度──。

　マウスに手を置いたまま、ため息をつく。

　目を閉じると、シャツを着て試着室を出たときのことがありありとよみがえる。

　大人用のサイズはどれも星には大きすぎて、店主が遠えん慮りよがちに差し出してきたのはティーンエイジャー向けの商品だった。

　自分の体格がアメリカ人の一いつ般ぱん的な基準から大きく外れていることは重々承知している。たまにジュニアサイズの服を買うこともあるので、今さら屈くつ辱じよくだとかは思わない。

　けれどクレイグに自分の貧相な体を見られるのは、なぜかひどく気き恥はずかしかった。

（クレイグも、なんかちょっと引いてたみたいだし）

　ブルーのシャツをまとった星を見て、店主はほっとしたように『首まわりがちょっと緩ゆるいですけど、他ほかはだいたい合ってますね』と頷いた。

　対照的に、クレイグは腕を組んで険しい表情で黙り込んでいた。似合わないと思ったのか、あるいは星のガリガリの体型にあきれていたのかもしれない。

（……別に彼にどう思われようと僕は気にしないけど）

　ショーンの保護者としての評価さえあれば、他はどうでもいい。いや、一いつ緒しよに住んでいるのだから感じがいいとか話しやすいとか思ってもらえたほうがいいのだろうが、外見についてはどう思われようと構わない。

　立ち上がって、クローゼットの扉とびらを開ける。

　扉の内側に取りつけられた全身鏡の前に立ち、星は自分の姿を眺ながめた。

　身長は百七十二センチあるので、決して小こ柄がらというわけではない。と思いたいところだが、アメリカ人男性としてはやはり小柄な部類に入るのだろう。

（ロックハート家の男性はみんな背が高いし）

　クレイグはもちろんのこと、イアンも百八十五センチはありそうだ。車くるま椅い子すのヴァージルも、長身であることが窺うかがえる。ショーンは今のところ平均的な体格だが、ロックハート家のＤＮＡを受け継ついでいるので、いずれは大きく育ちそうだ。

（せめて筋トレでもして筋肉を増やすべき？）

　横を向いて、薄うすい胸むな板いたにため息をつく。マッチョになりたいと思ったことは一度もないが、もう少し見み栄ばえのする体型を目指したほうがいいかもしれない。

「肩かた幅はばがもうちょっとあればな……」

　鏡を見ながら、軽く肩に触ふれる。

　ふいに肩に乗せられたクレイグの大きな手の感かん触しよくがよみがえり、星はぶるっと背筋を震ふるわせた。

『ああ、とりあえずはこれでいい』

　クレイグが星に触れたのは、ほんの一いつ瞬しゆんのことだった。背後に立ち、曲がっていたシャツの襟えりを直してくれたついでに軽く両肩へ手を滑すべらせただけのこと。

　けれどその感触は、買い物を終えてカフェに移動してからもずっと肌はだに残っていた。

　今も完全に消えたわけではなく、肌の奥深くに潜ひそみ、熾おき火びのように燻くすぶり続けている。

（……なんかちょっと、まずいかも）

　ちりちりと灼やけるような感覚が這はい上がってきて、星は鏡の前を離はなれた。

　どさりとベッドに倒たおれ込み、不ふ埒らちな熱をやり過ごそうと体を丸める。

　そういえば、ロックハート邸ていに来てから一度も自じ慰いをしていない。緊きん張ちようしてそれどころではなかったというのもあるし、ひとさまの家で淫みだらな行こう為いをするのは気が咎とがめるというのもある。

　長年桜と同居していたし、桜が亡なくなったあともショーンと同居しているので、自慰はとにかく短時間で素す早ばやく済ませるのが常だった。

　欲望を持てあまして……というより、星の場合夢精で下着を汚よごすのを防止するための処置という意味合いが大きい。シャワーを浴びるついでに機械的に擦こすって処理、というのがいつものパターンだ。

（どうしよう、なんかちょっと気が引けるけど……っ）

　そっと肩に触れる。クレイグの手の感触を思い出しながら、星は熱い吐と息いきを漏もらした。

　別にクレイグに抱だかれたいと思っているわけではない。ただちょっと、不意打ちに触れられて、しばらく自慰をしていなかったせいで過か剰じように反応してしまっただけのことだ──。

「……ん……っ」

　そろりそろりと手を脚あしの間へ伸のばす。

（あ……）

　部屋着のコットンパンツの中へ手を入れようとしたとたん、こんなときに思い出すべきではない記き憶おくがむくむくと頭をもたげた。

　──カフェでソフィアと別れたあと、星とクレイグは靴くつを買うためにショッピングモールに立ち寄った。

　星が靴を選んでいるとき、クレイグが『ちょっと買い物してくる』と言って店を離れた。何を買ったのか訊ききもしなかったが、ロックハート邸に帰り着いて車を降りる前、クレイグは星に紙かみ袋ぶくろを差し出した。

『その、余計なお世話かと思ったんだが』

『なんですか？』

　星の質問には答えず、クレイグは小さく笑えみを浮うかべた。

　袋を開けて中身を取り出そうとし……星はその場で固まってしまった。

『試着のとき、ズボンに下着の線がくっきり出てたのが気になって』

　思い出して、かあっと頰ほおが熱くなる。

　紙袋の中身は下着だった。ボクサーブリーフとブリーフがそれぞれ三枚ずつ、星が普ふ段だん穿はいているような安物ではなく、体にフィットするようデザインされたブランドものだ。

『多分サイズはこれでいいと思うが、もし合わなかったら取り替かえてもらおう』

『あ、ありがとうございます……っ』

　ズボンに下着の線が出ていたなんて、ちっとも気づかなかった。穿き古したよれよれのボクサーブリーフだったので、かなりみっともなかったに違ちがいない。

（クレイグに下着の心配までさせてしまって恥ずかしい……）

　部屋に戻って袋から出してみたが、どれも布地がなめらかで手て触ざわりが抜ばつ群ぐんだった。ブリーフのうちの一枚は布地の面積が小さく、おそらくビキニブリーフと呼ばれるタイプのものだろう。

（……クレイグも、ああいうの穿いてるのかな）

　想像してしまいそうになり、慌あわてて星は不埒な考えを振ふり払はらった。頭を空っぽにして、いつものようにさっさと済ませてしまったほうがいい。

　目を閉じて、星は下着の上からペニスをまさぐった。クレイグにもらった下着はもったいなくてまだ下ろしていないので、指先に触れるのはくたびれた綿の生き地じだ。

「……あ……」

　半分ほど頭をもたげた状態だったものが、急速に高ぶっていく。

　先せん端たんからじわっと熱い液体が漏れたのを感じて、星は頰を染めた。

（このままだと下着汚しちゃう……）

　いつもはバスルームで裸はだかでするので、こんなふうにベッドに横たわって着衣のまま自慰に耽ふけるのはひどく破は廉れん恥ちな気がする。

　それでも起き上がって服を脱ぬぐ気になれなくて、星はボクサーブリーフの上から亀き頭とうをなぞった。

「ん……っ」

　亀頭が当たる部分は、先走りで濡ぬれていた。指の腹でくるくる撫なでると、ぬるついた染しみがじわじわと広がっていく。

　下着を汚すと面めん倒どうだ。わかっているのに、淫らな行為を止やめることができなかった。

　クレイグにもらった下着、あのぴったりしたブリーフだったらどんな感じなのだろう……。

「ああ……っ」

　妙みような想像をしたとたん、ペニスがぴくんと反応する。

　どっと先走りが溢あふれ、星はぎゅっと茎くきの部分を握にぎり締しめた。

（なんか、いつもより早いような……っ）

　あと何回か擦ったらいってしまいそうだ。おまけに脚の間がひどく熱を帯び、今まで感じたことのない感覚が迫せまってきている。

（あ、すごく気持ちいい……っ）

　初うぶな星にも、これまで経験したことのないような大きな官能の波が打ち寄せてきているのがはっきりわかった。

　これはきっと、すごく気持ちいい射精になる。

　下半身がとろけてしまいそうな、初めて味わう絶頂感──。

「ん……、ああ……っ」

　脚を広げて膝ひざを立て、左手で根元の玉を揉もみながら右手で茎の部分を擦る。

　ボクサーブリーフの前は、星の小ぶりな形をくっきりと浮き上がらせていた。

（いく、いっちゃう……っ）

　そのとき、ドアをノックする音が聞こえた気がした。

　続いてクレイグの「ちょっといいか？」という声──。

「──!?」

　妄もう想そうかと思ったが、それは現実だった。

　部屋着姿のクレイグが、戸口で驚おどろいたように固まっている。

（噓うそ……）

　自慰に耽っているところを、クレイグに見られてしまった。

　隠かくそうにも、もう手て遅おくれだ。何をやっているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　自分はベッドの上に仰あお向むけになり、コットンパンツを太ふと腿ももまでずり下ろしている。

　そしてボクサーブリーフの上から勃ぼつ起きしたペニスを握っている状態で……。

「……これは失礼」

　クレイグが呟つぶやき、後ろ手にドアを閉める。出て行ってくれるのかと思ったが、なぜか星のほうへ歩み寄ってきた。

　慌てて星は、ボクサーブリーフの前を両手で隠して太腿を擦すり寄せた。

「鍵かぎをかけ忘れるなんて不用心だな」

　ベッドの端はしに浅く掛かけ、クレイグがふっと唇くちびるに笑みを浮かべる。

「す、すみませ……っ」

　声が上擦り、かあっと頰が熱くなる。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。そして、なぜクレイグは出て行ってくれないのか。

「まだ途と中ちゆうだったんだろう？　気にせず続けてくれ」

　クレイグのセリフに、目を見開く。

　いったいこの人は何を言っているのだろう。自分をからかって、面おも白しろがっているのだろうか。

　けれど軽い口調とは裏腹に、クレイグの視線は食い入るように星の恥ずかしい場所に注がれていた。

　この青い瞳ひとみに、先走りで下着を濡らしているところを見られてしまった。

　下着越ごしとはいえ、まもなく射精しそうな状態のペニスも……。

「……っ！」

　ふいに、官能の大きなうねりが来るのがわかった。

　クレイグの目の前で射精するのだけは避さけたい。けれど、もう自分の意思では止めることができなかった。

「あ、や、やだっ、見ないで……っ、あああ……っ！」

　クレイグの青い瞳に見つめられながら、星はボクサーブリーフの中に射精した。

　溢れる白はく濁だくを隠そうと、両手で下着の前を押さえる。星の手のひらの下で、はしたないペニスは悦よろこんで精液を漏らし続けていた。

（や、やっちゃった……）

　全身の血の気が引いていく。先ほどまで快感で紅潮していた顔は、きっと真っ青になっているに違いない。

　今さらもう遅おそいが、寝ね返がえりを打ってクレイグに背を向ける。

　胎たい児じのように丸まって、星は一刻も早くクレイグが部屋を出て行ってくれることだけを願った。

「恥ずかしがらなくても、男なら当たり前のことだ」

　クレイグの声は、いつもより掠かすれていた。ベッドが軋きしみ、クレイグが立ち上がった気配が伝わってくる。

「けど、次からは鍵をかけてからしたほうがいい。おやすみ」

　淡たん々たんと言って、クレイグは部屋を出て行った。

　ドアが閉まる音、足音が遠ざかっていく音──そして向かいのクレイグの部屋のドアが閉まる音。

（最悪……）

　他人に自じ慰い行こう為いを見られたのは初めてだ。

　しかも相手はショーンの伯父おじで、これから一生顔を合わせなくてはならない人──。

（気持ち悪いと思われただろうか）

　先ほどの行為だけでは星がゲイだと気づくことはないだろうが、よりによって下着を買ってもらった日に下着をつけたままオナニーに耽ってしまったのはまずかった。

　クレイグにもらった下着ではなかったことが救いだが、それでも誤解されそうな事態であることに変わりはない。

（どうしよう……当分顔合わせられない……）

　今すぐ荷物をまとめて逃にげ出したい。自分ひとりなら迷わずそうするが、ショーンがいるのでそういうわけにはいかない。

　めくるめく快感の代だい償しようが大きすぎて、星は思わず両手で顔を覆おおった。
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　自室に戻もどってドアを閉め、後ろ手に鍵をかける。

　大きく息を吐はき出して、クレイグはドアにもたれた。

「参ったな……」

　まずいとかやばいとか、普ふ段だんは使わない言葉を口の中でくり返す。

　ショーンの学校の件で話があって星の部屋を訪ねたところ、思いがけない場面に遭そう遇ぐうしてしまった。

　見られた星のほうがショックが大きいだろうが、自分もかなり動どう揺ようしている。

（星もああいうことするんだな）

　ドアにもたれたまま、両手で前まえ髪がみをかき上げる。

　星だって健康な若い男性なのだから、性欲があって当然だ。

　頭ではそう理解していても、あの清純そうな、いやらしいことなんて何も考えたことがなさそうな彼が自慰に耽ふけっているなんて思いもしなかった。

（しかもやたらと色っぽいし）

　目を閉じて、先ほどの星の痴態を思い浮うかべる。

　色っぽいといっても、星の色気はわかりやすいセクシー路線とは全然違ちがう。日ひ頃ごろほんのりと漂ただよわせている清潔な色いろ香かと同じで、密ひそやかで初うい々ういしく、恥はじらいに満ちていた。

　オナニーは、セックスよりも個人的で秘密めいた行為だ。

　ポルノ動画とかならともかく、こんなふうに日常生活で他人の自慰を見てしまったのは初めてで、クレイグもひどく動揺していた。

（いつもあんなふうにオナニーしてるんだろうか）

　探たん偵ていを雇やとって調査した際、星に恋こい人びとがいないことは確かく認にん済みだ。報告書には、桜の死後、ショーンとふたり暮らしになってからは確実にシングルであることも書き添そえられていた。

　恋人がいなくてもセックスのパートナーがいるケースも多々あるが、星にそういう相手がいるとは思えない。それにあの拙つたない手つき……まるで思春期の少年のようなオナニーから察するに、未経験である可能性が高い気がする。

「……やばい」

　股こ間かんでずきずきと疼うずいているものを見下ろし、悪態をつく。

　星が恥じらいながら射精するところを見て、クレイグの牡おすもむくむくと頭をもたげた。ジーンズを穿はいているしＴシャツの裾すそで隠れていたので星には気づかれていないと思うが……。

　星が下着をつけたまま射精したシーンが、くり返し目の前に浮かんでしまう。

（やばい、俺も出そうだ）

　息を荒あらげ、クレイグは大おお股またでバスルームへ向かった。

　歩きながらベルトを外し、ファスナーを下ろす。ジーンズの前は硬かたく張り詰つめており、ファスナーを下ろすのもひと苦労だった。

「……っ」

　ジーンズの前が開くと同時に、ローライズのボクサーブリーフの上部から猛たけ々だけしくそそり立ったペニスが勢いよくはみ出す。大きく張り出した亀き頭とうは、先走りでぬるぬると濡ぬれていた。

　バスルームの壁かべにもたれて、クレイグは己おのれの砲ほう身しんを握にぎった。

　自慰に耽るのは珍めずらしいことではない。一年以上前に恋人と別れてから、ずっと独り身だ。

　しかしこんなに切羽詰まった欲望に駆かられたのは久しぶりで、服を脱ぬぐ余よ裕ゆうもないなんて冷静で淡たん泊ぱくな自分らしくない。

　星の痴ち態たいを思い浮かべながら、クレイグは竿さおを上下にしごいた。

『あ、や、やだっ、見ないで……っ、あああ……っ！』

　星の嬌きよう声せいが耳によみがえり、うっと呻うめく。

　──まずい。頭の中に、破は廉れん恥ちな妄もう想そうが沸わき上がってきている。

　ベッドに横たわった星の上に覆い被かぶさり、己の砲身を星の濡れた下着に擦こすりつけ……。

「……すごいな。パンツがびしょ濡れだ」

　さっき、もう少しで口にしそうになったセリフを呟つぶやく。

『お願い、入れて……っ』

　妄想の中の星は、脚あしを広げて淫みだらにクレイグを誘さそった。

　今まで同性を抱だきたいなんて考えたこともなかったのに、今自分は星の中に入りたいと思っている。

　禁きん忌きの蕾つぼみを貫つらぬき、星を淫らに喘あえがせたい──。

「星……っ」

　洗面台に手をついて、クレイグは右手で性器を包み込んだ。

　セックスするときのように、腰こしを前後に激しく動かす。

『ああ、クレイグ、もっと奥まで来て……っ』

　現実の星が、そんな破廉恥なセリフを口にするわけがない。

　けれどクレイグの頭の中で、星は淫らに腰をくねらせクレイグを官能の海に引きずり込んだ──。
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　──翌朝六時。シャワーを浴びて身み支じ度たくを整えた星は、薄うすくドアを開けて誰だれもいないことを確認してから廊ろう下かに出た。

　屋や敷しきはしんと静まり返っていた。朝食は七時以降なので、おそらくまだみんな寝ているか、それぞれの部屋でシャワーを浴びているかだろう。

　ちらりと向かいのクレイグの部屋のドアを盗ぬすみ見る。

　クレイグが出てこないことを祈いのりながら、足音を忍しのばせて廊下を歩く。同じ家に住んでいるので避さけられないが、彼と顔を合わせるのは少しでも遅おくらせたい。

「ショーン、もう起きてる？」

　そっとショーンの部屋のドアをノックし、小声で尋たずねる。

「起きてるよー」

　音を立てないようにドアを開け、星は室内に滑すべり込んだ。

「おはよう」

「おはよ。どうしたの？　顔が真っ赤だよ」

「えっ？　ああ……顔洗ったとき擦りすぎちゃったかな」

　言いながら、星はショーンのベッドの足元に掛かけた。

　ショーンはまだパジャマ姿だった。ベッドに寝そべって本を読んでいたらしい。

「あのさ……ショーンに訊きいておこうと思って」

「何？」

「今後のこと。こっちに来てまだ五日だから、ちょっと気が早いかもしれないけど」

「こっちに引っ越こすかどうかって話？」

　頷うなずくと、ショーンが起き上がってシーツの上にあぐらをかいた。

「僕はこのままみんなと一いつ緒しよに暮らしたい。星は？」

　問い返されて、星は言葉を詰まらせた。

　ショーンの答えにはまったく迷いがない。果たして自分はどうだろう。

「……そうだね。みんな良くしてくれてるし……」

　言い淀よどんでいると、ショーンが星の隣となりに這はってきてちょこんと腰かける。

「星、誤解しないでね。サンノゼでの暮らしに不満があったわけじゃないんだよ。毎日楽しかったし。けど、家族が多いほうがもっと楽しいし、星も今までより自由な時間ができるでしょう？」

「うん……ありがと」

　ショーンの肩かたを抱き寄せ、髪を撫なでる。

　星と桜が願っていたとおり、ショーンは思いやりのある子に育ってくれた。いきなりお金持ちの家に連れてこられ、広い家や豊かな生活に惑まどわされそうなものだが、ショーンは何よりもロックハート家の人々との交流を大事にしている。特にヴァージルとは毎日一緒に過ごして昔話を聞いたり骨こつ董とうを見せてもらったり、家族の時間を大いに楽しんでいるようだ。

「クレイグと話してて、ショーンの学校の話が出てね。近くにいい私立校があるんだって。クレイグとアンソニーも通った学校で、ショーンも秋からそこに通ったらどうかって言ってくれて……」

「クレイグ伯父おじさんとパパが通ってた学校？」

　ショーンがぱっと目を輝かがやかせる。

「もしそこに通えたらすごく嬉うれしい！　僕頑がん張ばってもっと勉強する！」

「じゃあ近々一緒に見学に行ってみようか」

「うん！」

　ショーンがぴょこんと立ち上がり、いてもたってもいられないというように手足をばたつかせた。

「そうそう、今日からひいおじいちゃんがピアノ教えてくれるんだ。遊ゆう技ぎ室のグランドピアノ、昨日調律師の人が来て調律してくれたの」

「そうなんだ、よかったね。前からピアノ習いたいって言ってたもんね」

「星が楽がく譜ふの読み方教えてくれてたから、準備もばっちりだよ。シャワー浴びてくるね」

　踊おどるような足取りで、ショーンがバスルームへ向かう。

　星も立ち上がり、来たときと同じようにそっと自分の部屋に戻もどった。







　幸い朝食の席にクレイグの姿はなかった。

「クレイグ伯父さんは？」

「今日は午後から出社だとおっしゃってたから、多分朝食も遅おそめだと思いますよ」

　ショーンの質問にマギーが答え、それを聞いた星は内心ほっとした。

　いずれは顔を合わせなくてはならないが、心の準備を整える時間がもう少し必要だ。

（そんなに深刻に考える必要はないのかも……クレイグだって、からかったり咎とがめたりせずにさらっと流してくれてたんだし）

　ゆうべから何度もくり返した自問自答を、再びくり返す。

　もちろん、自じ慰い行こう為いを見られてしまったのは大変恥はずかしいことだしクレイグに対して申し訳ないと思っている。

　けれど男兄弟がいる友人などは、『参ったよ、ゆうべ兄貴がマスかいてるとこ見ちゃってさあ』などとわりと気軽に話していた。

　自慰を見られたり見てしまったり、それ自体はよくあることなのかもしれない。

　星がいちばん心配しているのは、星がクレイグに好意を寄せていると勘かん違ちがいされているのではないかという点だ。

（クレイグのことを思い浮うかべながらしてたと思われただろうか……）

　ちょっとばかりクレイグのことを考えてしまったのは事実だ。

　けれどそれは、別に彼のことが好きだからとかではなく──。

（ないない、それはありえない）

　火ほ照てった頰ほおを冷まそうと、冷たいオレンジジュースを口に含ふくむ。

　今まで星は、いわゆるモテ男に惹ひかれた記き憶おくがない。

　高校ではアメフトやバスケのスター選手、大学ではそれに加えて知的で見た目のいい若手講師──同級生の女の子たちが憧あこがれるタイプは、たいていそんな感じだった。

　社会人になってからも、同どう僚りようの女性たちに人気があるのは長身でルックスよし、ある程度社会的地位の高い職業に就ついている明るく爽さわやかなスポーツマンが多かった。

　クレイグは、女性に人気のある要素をすべて詰つめ込んだような男だ。おそろしくもてるであろうことは想像に難かたくない。

　もてる男に恋こいをすると、人並み以上に苦労する。女性でさえそうなのだから、同性の星は尚なお更さらだろう。

（いやいや、クレイグのことを好きなわけじゃないんだから、そんな心配は不要だし）

　クレイグのことばかり考えてしまうのは、恥ずかしい行為を見られてしまったせいだ。それ以上の意味は何もない。

「おはよう、今朝はちょっと寝ね坊ぼうしちゃった」

　ソフィアがやってきて、皆みなと挨あい拶さつをかわす。

　大学は夏休みに入っているが、ソフィアは大学生にありがちな昼まで寝ているような怠たい惰だな生活を送らず、規則正しい生活を送っている。日中は大学の図書館で勉強したり、経営学のセミナーに通ったりしているらしい。

「おはようございます。今朝食をお持ちしますね」

「ありがとう」

　マギーににっこり微笑ほほえみかけ、ソフィアが星の向かいに着席する。

「昨日はあのあとショッピングモールに寄ったんでしょう？　いい靴くつは見つかった？」

「ええ、ありました。僕はなかなか合うサイズが見つからないんですけど、品しな揃ぞろえが豊富で」

　当たり障さわりのない会話をかわしつつ、クレイグにもらった下着のことがよみがえって再び顔が熱くなる。

「あのショッピングモール、なかなかいいでしょう。一階のジェラートショップ、ニューヨークの人気店なのよ」

「そうなんですか？　じゃあ今度はショーンも一緒に行こうね」

「アイスクリームならスリーピーホロウにも美味おいしいお店があるわよ。歩いて十五分くらいのところにあるから、私とジェームズはよく散歩がてら食べに行くの」

「ああ、あの教会の近くの店か。あそこはいつも賑にぎわってるな」

　イザベルとイアンも話に加わり、しばし好きなアイスクリームのフレーバーの話題で盛り上がる。他愛のない話をしているうちに、星は緊きん張ちようがほぐれていくのを感じた。

（家族が多いっていいな……）

　ショーンとふたりきりの生活を気詰まりだと思ったことはないが、家族が多いと人の数だけ話題も広がる。ショーンにとっても、多様な性格や考え方と接するのはプラスになるはずだ。

（クレイグはアイスとか食べるのかな）

　顔を合わせたくないと思いつつ、この場にクレイグがいないのを残念に感じてしまう。

　時間を巻き戻して、ゆうべの一件をなかったことにできたらどんなにいいだろう。

　せめて鍵かぎさえかけ忘れなければ──。

　せっかく楽しい話題で気がそれていたのに、結局頭の中は昨夜の出来事の後こう悔かいへと戻っていった。







「僕、ひいおじいちゃんのところに朝のご挨拶に行ってくるね」

　朝食を終えると、ショーンはそう言って一階の奥にあるヴァージルの寝しん室しつへすっ飛んでいった。ピアノを教えてもらうのが待ちきれないらしい。

「すっかり懐なついてるわね」

「ええ、今日からピアノを教わるそうで、すごく楽しみにしてるんです」

　ショーンの小さな背中を見送った星は、ソフィアと肩を並べて階段を上った。

「あなたは？　今日は何か予定があるの？」

「僕はいつもどおり部屋で仕事ですけど、午後ちょっとショーンと一いつ緒しよに散歩しようかなと。さっき教えてもらった教会のそばのアイスクリームショップとか」

「いいわね。私も今日セミナーがなければ一緒に行きたかったわ」

　二階に着いたところで、廊ろう下かの向こうからクレイグが歩いてくるのが目に入ってどきりとする。

（うわ、意識しちゃだめだ。自然に振ふる舞まわないと……っ）

　けれどクレイグを目にした瞬しゆん間かん、既すでに心しん拍ぱく数すうが上がって頰は熱く火照っていた。

「おはよう」

　クレイグが星とソフィアに気づいて声をかけてくれる。

　俯うつむいておはようございますと呟つぶやきながら、星はソフィアの後ろに隠かくれるようにあとずさった。

「おはよう、クレイグ。今朝は遅いのね」

「ああ、今日は午後から出社することになってる」

「そうなの？　じゃあ車に乗せてってもらえない？　私も午後からセミナーなの」

「いや、悪いが他ほかにもいくつか用事があるから」

　クレイグのつれない返事に、ソフィアががっかりした表情になる。

「じゃあ僕は失礼します……」

　俯いたまま、ぼそっと小声で告げる。

「ああ、ちょっと待って。ショーンの学校の件で話があるんだ」

　クレイグに呼び止められて、星は耳まで真っ赤になってしまうのを感じた。

　まずい。ちゃんと顔を上げて普ふ通つうに振る舞わないと、ソフィアに変に思われてしまう。

「ショーンの学校？　こっちに転校することに決まったの？」

「現段階では未定だ」

　それ以上は話せないとばかりに、クレイグは腕うでを組んだ。まったく、取りつく島もないというのはこういう態度のことを言うのだろう。

　昨日も感じたが、クレイグはソフィアに対してとことん素っ気ない。期待を持たせたくないという気持ちもわからないではないが、もう少し穏おだやかに接してあげたらいいのにと、彼女に同情してしまう。

「あー……首を突つっ込んでごめんなさい。じゃ、私はここで」

　ソフィアが気まずそうな表情になり、三階へ駆かけ上がっていく。

　廊下に取り残された星は、クレイグの顔を見ることができなくて視線を左右にさまよわせた。

「勝手に話を進めてすまないが、例の私立校、父のつてで校長と面談してもらえそうなんだ」

「そうなんですか。ありがとうございます」

「近いうちに三人で行きたいんだが、都合は？」

「僕とショーンはいつでも構いません」

　大事な話をしているのに、ゆうべの恥はずかしい記憶がちらついて集中できなかった。

　平静を装よそおうなんて高度な技わざは、自分にはとても無理だ。せめて顔の赤みが引いてくれたらと思うが、クレイグとふたりきりになってますます顔が熱くなっていく。

「了りよう解かい。じゃあ予定に入れておく。ショーンの面談用の服も一緒に買いに行こう」

「はい……よろしく」

　早くクレイグから離はなれてひとりになりたい。

　じりじりあとずさると、クレイグがふいに間合いを詰つめてきた。

「……っ？」

　驚おどろいて顔を上げると、青い瞳ひとみと視線がぶつかってしまう。

　まずい。目が合ってしまった。

　せっかくここまで表面上は何ごともなかったかのように進行していたのに、クレイグがゆうべのことについて何か言いたそうにしていることに気づいてしまった。

「その……ゆうべの件だが」

　近すぎる距きよ離りに立ったまま、クレイグがぼそっと小声で切り出す。

　顔から火が出そうになり、思わず星は両手で顔を覆おおった。

「……すみません……ほんとに……」

「いや、謝るのは俺のほうだ」

「いえあの、どうか気になさらないでください。というか、できればなかったことにしていただけると……」

　語ご尾びが尻しりすぼみになり、声が消え入りそうになる。

　できれば星自身も、煙けむりのように消えてなくなりたかった。

「わかった。もう二度と蒸むし返さない。けど本当に気にしないでくれ。いや、勝手に見ておいて気にするなってのは違ちがうな。ええと……」

　クレイグも困っているようで、珍めずらしく言い淀よどむ。

「いえあの、僕が不注意だったんです。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまって……」

「不愉快だなんて思ってない。本当に、それは全然思ってないから」

　クレイグが、さらに距離を縮めようと近づいてくる。

　腕を摑つかまれそうになり、慌あわてて星はくるりと背を向けた。

「すみません、今はちょっと、これ以上無理です……っ」

　言い残し、一目散に自分の部屋を目指す。

　部屋のドアを閉めて鍵を掛かけ、星ははあはあと息を喘あえがせた。

（うわ、みっともない。せっかくクレイグが気を遣つかってくれてるのに、振り切って逃にげ出すなんて……っ）

　けれどあれ以上クレイグのそばにいたら、恥ずかしさのあまり卒そつ倒とうしそうだった。

　腕など摑まれたりしたら、いったいどうなっていたことか……。

（だめだ、こういうときは物事のいい側面を探さないと）

　その場にずるずるしゃがみ込み、浅い呼吸をくり返す。

　よかったことその一、クレイグに無視されなかったこと。

　気持ち悪いとか腹立たしいとか思われて避さけられる可能性も充じゆう分ぶんにあったのに、クレイグは優やさしく接してくれた。

　よかったことその二、お尻を弄いじっているところを見られずに済んだこと。

　たまにだが……本当にごくたまにだが、星は禁きん忌きの蕾つぼみに指を入れて自分を慰なぐさめることがある。といっても弄るのはごく浅い部分だけで、道具を使ったことはない。

　ゆうべはいつもより興奮していたので、クレイグが現れなかったらおそらく後ろの穴に指を伸のばしていただろう。それを見られなかっただけでもラッキーだと思うべきだ。

　よかったことその三、ショーンや他のロックハート家の人々に見られるよりはましだったこと。

（いやでも、ショーンには絶対見られたくないけど、クレイグにも見られたくなかった……っ）

　膝ひざに顔を埋うずめ、言葉にならない呻うめき声を漏もらす。

　誰だれにでも、思い出したくないほどの大失敗がひとつやふたつあるものだ。もちろん星にもいくつかあるが、ゆうべの一件はこれまでの失敗などかき消すくらいに強きよう烈れつだった。

（人生における黒歴史ランキング、初登場でぶっちぎりの一位って感じ）

　過ぎてしまったことを悔くやんでも仕方ない。そう自分に言い聞かせるが、当分気持ちは鎮しずまりそうになかった。







「あ、あれ教会じゃない？」

　ショーンが指さす方向に目をやり、星は「ほんとだ」と呟いた。

　──その日の午後、星はショーンをアイスクリームショップに誘さそった。

　クレイグは出勤したので顔を合わせるおそれはないが、自分の部屋にいるとゆうべのことばかり考えてしまうので、気晴らしに散歩することにしたのだ。

「星はいつものバニラ？」

「多分そうなるだろうね」

　アイスクリームは好物のひとつだが、種類が豊富だと迷ってしまって結局バニラを選ぶことが多い。対照的にショーンは、変わったフレーバー、今まで食べたことのないフレーバーに挑ちよう戦せんするのが好きだ。

「何かで読んだんだけど、人は選せん択たく肢しが多すぎると、かえって選べなくなっちゃうんだって」

「あ、それわかる。僕がまさにそう。三、四種類だったらバニラよりチョコがいいかなとか考えられるんだけど、ずらーっとたくさん並んでると頭の回線がパンクして、いつものバニラでいいやってなっちゃう」

「星はあんまり冒ぼう険けんしないもんね。アイスのフレーバーだけじゃなくて、服とか靴くつとかも」

　ショーンに指し摘てきされて、星は苦く笑しようした。

「言えてる。冒険するには勇気がいるからね」

　ふとショーンが思案顔になり、星の顔をまじまじと見上げた。

「星が冒険しないのって、僕がいるからってのもあるんじゃない？　ママが死んだあと、ずっと僕を守ることを第一に暮らしてきたでしょう」

「うーん……どうだろ。もともとの性格もあると思うよ。昔から石橋を叩たたいて渡わたる慎しん重ちよう派だったし」

　ショーンがふふっと小さく笑い、星の手を握にぎる。

「これからは星ももっと冒険していいよ。実を言うと、星に恋こい人びとができてその人が星のいちばんになっちゃったら……って不安に思ってた。誰かに星を取られるのは嫌いやだなって。でもこれからはクレイグ伯父おじさんがいるし、ひいおじいちゃんやおじいちゃんもできたから、星ももっと自分の時間を大切にしてね」

「…………」

　十歳の子供らしからぬ物言いに、星は目をぱちくりさせた。数秒後、じわっと感激がこみ上げてくる。

「ありがと。ショーンが思いやりのある子に育ってくれてすごく嬉うれしいよ」

「どういたしまして。僕は紳しん士しを目指してるからね」

　ショーンのちょっと照れくさそうな表情が可愛かわいくて、思わず抱だき寄せて髪かみをぐしゃぐしゃと撫なでまわす。

「うわ、ちょっと、犬や猫ねこじゃないんだから」

「わかってる。けど、撫でまわさずにいられないよ」

　ふたりでくすくす笑いながら歩道を歩いていると、背後で車が急発進する音が聞こえた。

　こんな住宅街でスピードを出すのは感心しない。星が振ふり返ると、白い車が猛もうスピードでこちらに向かってくるところだった。

（──え!?）

　車がいきなり歩道に乗り上げ、星は目を見開いた。

「危ない！」

　ショーンを抱きかかえ、歩道沿いの住宅の芝しば生ふに倒たおれ込む。

　倒れた星のスニーカーからわずか十センチほどのところを、爆ばく走そうする車のタイヤが通りすぎていった。

「星！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　星の体の下でショーンが叫さけぶ。

　いったい自分の身に何が起こったのかすぐには把は握あくできなくて、星は茫ぼう然ぜんとショーンの顔を見下ろした。

「……ショーン、怪け我がは？」

　ようやく事態を把握し、ショーンに尋たずねる。

　情けないことに、声は震ふるえてひどく掠かすれていた。

「僕は平気！　星は!?」

　よろめきながら起き上がり、芝生の上にへなへなと座り込む。

　怪我はなさそうだ。なのに、全身から力が抜ぬけて、思うように体が動かせない。

　頭の中にサイレンが鳴り響ひびいている。あの日──桜が銃じゆう撃げきに巻き込まれた日の記き憶おくがよみがえり、呼吸が苦しくなる。

「あなたたち大丈夫!?　怪我は!?」

　ふいに耳元で誰かに問いかけられ、星ははっと我に返った。

　心配そうに顔を覗のぞき込んでいるのは、見知らぬ老婦人だった。どうやら彼女は、星とショーンが倒れ込んでいる芝生の先にある家から飛び出してきたようだ。

「ええ……大丈夫だと思います」

「大丈夫じゃないわ、血が出てる」

　老婦人に言われて手を見ると、手のひらと腕うでに少し擦すり傷ができていた。

「救急車を呼ぶわ」

「いえ、救急車は必要ないと思います……」

「じゃあ警察に通報する。これはひき逃げよ。窓から見てたけど、すごいスピードで歩道に乗り上げて逃げてったんだから」

　老婦人がスマホを取り出し、眼鏡めがねをずらしながら九一一に通報する。

　ひき逃げという不ふ穏おんな言葉に、ぎょっとする。まだよく状じよう況きようがわかっていないが、これはひき逃げに該がい当とうするのだろうか。

「飲酒運転か、ドラッグ中毒の人かな」

　ショーンが立ち上がりながら不安そうに周囲を見まわす。

「かもね……それか、ブレーキとアクセルを踏ふみ間ま違ちがえたとか」

「僕、車のナンバー覚えてる」

「ほんとに？　じゃあどこかに書きとめておいて」

　ショーンの記憶が鮮せん明めいなうちにと、星はショルダーバッグからペンを取り出した。

　ショーンが真しん剣けんな表情で自分の手のひらに数字を書き込んでいく。

　その様子を見ているうちに、滞とどこおっていた感情がようやく動き始めた。

（ショーンが無事でよかった……）

　本当に、間かん一いつ髪ぱつだった。あとほんの少しずれていたら自分は足を轢ひかれていただろうし、あとほんの少し反応が遅おそかったらふたりとも命がなかったかもしれない。

　遅おくればせながら恐きよう怖ふがこみ上げてきて、星は血の気が引いていくのを感じた。

「あなた、顔が真っ青よ。大丈夫？」

「ええ……ちょっと貧血かも……」

「横になっていたほうがいいわ」

　老婦人に言われて、星は芝生の上に仰あお向むけに寝ねそべった。目を閉じて、呼吸を整えようと大きく息を吐はき出す。

　次し第だいに気持ちが落ち着いてきたところで、パトカーのサイレンが聞こえてきた。

（保護者らしく、きちんと対応しなきゃ）

　自分を奮い立たせ、星はゆっくりと体を起こした──。




　　　　◇◇◇




　ロックハート邸ていの前に斜ななめに車を停とめたクレイグは、とるものもとりあえず玄げん関かんへと急いだ。

　扉とびらを開けて、大おお股またで居間に向かう。

「星とショーンが事故に遭あったって!?」

　居間にいたマギーが、驚おどろいたように振り返った。

「あらあら、お帰りなさいませ……」

「ふたりは大丈夫なのか!?」

　いつになく取り乱し、クレイグはマギーに詰つめ寄った。

　クレイグの剣けん幕まくに、マギーが目を丸くする。

「ええ、おふたりとも無事です。星さまはちょっと擦り傷ができましたけど」

「ふたりはどこに？　もう病院から戻もどったのか？」

「ええ、ショーンさまはすっかり落ち着いて、ヴァージルさまのお部屋にいらっしゃいます。星さまはかなりショックだったようで、お部屋で休まれています」

　マギーの返事を聞くやいなや、クレイグは階段を駆かけ上がった。

　──父から電話を受けたのは、二時間ほど前のこと。星とショーンがひき逃にげ事故に遭ったと聞いて、クレイグは自分でもびっくりするくらいに狼狽うろたえてしまった。

『容態は!?』

『ほんの軽傷だ。念のために病院で診みてもらうように言って、マギーが付き添そってくれてる』

『さっきから何度もかけてるのに星の電話が通じない』

『落ち着け。病院にいるから電源を切ってるんだろう』

　軽傷と聞いても、自分の目で確かめなくては気が済まなかった。

　仕事を早退するなんていつ以来だろう。夕方からそこそこ大事な会議があるのだが、クレイグは迷わず帰宅を選んだ。

　星の部屋の前に立ち、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。

　ゆうべの件が頭を掠めたが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「星、俺だ。クレイグだ」

　強めにノックして、一語一語区切るようにはっきり発音する。

「事故のことを聞いた。開けてもいいか？」

「……はい、どうぞ……」

　弱々しいながらも星の返事が聞こえて、クレイグはほっと肩かたの力を抜いた。

　三秒ほど数えてから、ゆっくりとドアノブをまわす。

「すまない、寝てたところを起こしてしまったかな」

「いえ、目は覚めてましたから」

　ベッドに横たわっていた星が、ゆっくり起き上がって枕まくらにもたれる。

　肌はだが青ざめ、ひどく憔しよう悴すいしているように見えた。けれど星のほうもゆうべの件を思い出したらしく、クレイグが近づくとほんのり肌に赤みが差すのがわかった。

　ベッドのそばの肘ひじ掛かけ椅い子すを引き寄せ、どさりと腰こしを下ろす。星の色っぽい姿がちらついてしまうが、顔に出さないように努力する。

「大丈夫か？　怪我をしたと聞いたが」

「怪我ってほどでは……ちょっと手のひらと腕を擦りむいただけです」

　星が両手を掲かかげてみせる。左腕と左の手のひらに、病院で手当てしてもらったらしい絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

　軽傷であることに、とりあえずは安あん堵どする。けれど心のほうはかなり痛手が深そうだ。

「いったい何があったんだ？」

「……ショーンと一いつ緒しよに歩道を歩いてたんです。教会のそばのアイスクリームショップへ行こうと」

　星がたどたどしい口調で事の次第を説明する。

　黙だまって耳を傾かたむけていたクレイグは、眉み間けんに皺しわが寄っていくのを止められなかった。

「きみたちを狙ねらって、わざと轢こうとした可能性は？」

「それはないと思うんですけど……」

「ショーンが覚えていたというナンバーは？　車は見つかったのか？」

「ええ、警察から連れん絡らくがありました。車は盗とう難なん車でした。町外れに乗り捨ててあったそうで、防犯カメラの映像を分ぶん析せき中だそうです」

「盗難車か。酔よっぱらいか薬物中毒者の暴走とも考えられるな」

「警察の人もそう言ってました」

　居住まいを正し、クレイグはじっと星の目を見つめた。

「きみを怖こわがらせたくはないんだが、今後のこともあるから言っておく」

「……なんでしょう？」

　早くも怯おびえたような目つきで、星がクレイグのほうを見やる。

「きみとショーンはロックハート家の一員になった。つまり、誰だれかに狙われる危険性が増したということだ。俺もアンソニーも、子供の頃ころ何度か誘ゆう拐かいされそうになったことがある」

　星の瞳ひとみが、恐怖に凍こおりつくのがわかった。

　慌あわててクレイグは、彼の恐怖や不安を取り除こうと身を乗り出した。

「すまない。大人になってからは危険な目に遭うこともなくなったから、ちょっと油断していた。今後きみたちにはボディガードをつける。これからは、ふたりきりで出かけるのを諦あきらめてくれ」

「……わかりました」

　星がこくこくと頷うなずく。

「あの、心配かけてごめんなさい。誰かに狙われる可能性なんてちっとも考えてなくて……迂う闊かつでした」

「謝らなくていい。俺がもっと早く言っておくべきだった」

「これからは、そういう危険性があるってことですね」

　星が不安そうな眼まな差ざしでクレイグを見上げる。

　潤うるんだ瞳に見上げられたとたん、自分の中に庇ひ護ご欲が沸わき上がるのがわかった。

　まったく、自分に庇護欲があったとは驚きだ。しかも相手は十歳のショーンではなく、二十五歳の叔父おじのほうとは。

「ああ。だけど四六時中怖がる必要はない。俺がきみたちを守る」

　ごく自然に……ただ彼を安心させたい一心で、クレイグは星をハグしようと手を伸のばした。

　星がびくっと体を強こわばらせ、はっとする。

　星の頰ほおがぱあっと赤く染まり、クレイグにも動どう揺ようが伝でん播ぱした。

「ええと……邪じや魔まして悪かった。ゆっくり休むといい」

「……ありがとうございます」

　今朝の照れくささの応おう酬しゆうの再現になりそうな気配に、クレイグは立ち上がって踵きびすを返した。

　部屋を出たあとで、別に急いで出ていく必要はなかったのではないかと後こう悔かいする。

（いやいや、俺がいたら星がリラックスできないし）

　ショーンの様子も見に行かなくてはならない。表面上は大だい丈じよう夫ぶそうに見えても、案外ダメージを負っている場合もある。

　中央の大階段を下りようとして、玄関からソフィアが入ってくるのが目に入った。

　今は彼女と話をする気分ではない。まわれ右して、クレイグは西館の端はしにある階段を使うことにした。
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　鏡の前に立って、ネクタイを締しめる。

　慣れていないので少々手間取ったが、上等なシルクのネクタイは星のおぼつかない手つきでも綺き麗れいに結ぶことができた。

　一歩下がって全身を映し、おかしなところがないかチェックする。

（すごい、ちゃんと社会人に見える）

　さすがにオーダーメイドだけあって、スーツは体にぴったり合っていた。

　これまではスーツを着るとかえって子供っぽく見えていたのだが、クレイグが選んでくれたブルーグレーのシックな色合いは大人びて見える。

　嬉うれしくなって、星は鏡の前でくるりと回転した。

（いやいや、はしゃいでる場合じゃない）

　今日はこれから、ショーンの小学校の校長と面談をすることになっている。

　──暴走車にはねられそうになった日から三日。腕うでの絆創膏はまだ残っているが、手のひらの傷はほぼ塞ふさがった。

　傷よりもショックのほうが大きくて、当日は帰宅後寝ね込こんでしまった。

　クレイグをはじめロックハート家の皆みなに心配をかけてしまったが、一晩経たって気持ちも落ち着き、翌日は普ふ段だんどおり振ふる舞まうことができた。

　今も不安がないと言えば噓うそになる。けれど、時間が経つにつれてあれは不運なアクシデントだったのだと思えるようになってきた。

　公おおやけには、ショーンがロックハート家の跡あと取とりということはまだ知られていない。クレイグはああ言っていたが、現時点でショーンが狙われたと考えるのは現実的ではない気がする。

（だけど、今後は今まで以上に気をつけないと）

　犯人はまだ捕つかまっていない。近きん隣りんの防犯カメラの映像にも顔は映っていなかったらしい。

　警察は引き続き調べると言ってくれたが、ひき逃にげ未み遂すいでほとんど実害がなかったので、おそらく捜そう査さはあとまわしにされるだろう。進展があるとすれば、車の窃せつ盗とう容疑の線か。

「星、準備できたー？」

　開け放ったドアから、ショーンが入ってくる。

「できたよ」

「おおっ、なんか今日の星はかっこいいね。それがこないだクレイグ伯父おじさんと作りにいったスーツ？」

　そう言うショーンも、ショッピングモールでクレイグが買ってくれた紺こんのブレザーとタータンチェックのズボンがさまになっている。

「そう。ショーンもそのブレザーすごく似合ってるよ。小さな貴公子みたい」

「まあね。僕はカジュアル系よりトラッド系のほうが似合うから」

　ショーンの自画自賛に、星はくすくすと笑った。

　ひき逃げ未遂の件がショーンの心にダメージを残していないか気になっていたが、どうやら本人はあまり深刻にとらえていないようで、けろっとしている。星としても、そのほうがありがたい。

「面談ってどんなこと訊きかれるのかな」

「どうだろうねえ……僕も私立校の面談は初めてだから。クレイグは何か言ってた？」

「クレイグ伯父さんは、訊かれたことに素す直なおに答えればいいって」

「そうだね。それがいちばんいいよ」

　しゃべりながら廊ろう下かに出ると、向かいのクレイグの部屋のドアが開いた。現れたチャコールグレーのスーツ姿のクレイグに、心臓がどくんと跳はね上がる。

　例の恥はずかしい出来事については、クレイグは約束どおり二度と蒸むし返すことなく普通に接してくれている。

　けれど星は忘れることができずにいるし、この居たたまれない気分は当分の間薄うすれることはなさそうだ。

「いいね。ショーンは小さな王子さまみたいだ」

　青い瞳が星とショーンを交こう互ごに見やり、眩まぶしげに細められる。

「星もかっこいいでしょ。普段が地味だから余計に引き立つっていうか」

「ああ、俺の見立ては間ま違ちがってなかった」

　クレイグが、自分が選んだスーツをちゃんと着こなしているかどうかチェックするように星の全身を上から下まで眺ながめる。

　その視線に、星はじわりと頰が熱くなるのを感じた。

　ズボンに下着の線が出ないよう、今日はクレイグにもらった下着を穿はいている。

　もらった中でいちばん大人しい白のブリーフだが、伸しん縮しゆく性のある布地がぴたっとフィットする感覚が、どうにも落ち着かなかった。

（慣れたらこのほうが快適なんだろうけど……）

　クレイグは、今日も星のズボンに下着の線が出ていないかチェックするに違いない。

　後ろから彼に尻しりを見られることを想像しただけで、顔から火が出そうになる。

「星、大丈夫？　顔が赤いよ」

「え？　ええと……ちょっと緊きん張ちようしてるかも」

「星は緊張しなくていいよ。僕の面談なんだから」

「そうそう、今日は俺たち伯父と叔父は王子さまの付き添そいだ」

　ショーンとクレイグに励はげまされ、星はぎこちなく笑えみを浮うかべた。







「ねえねえ、講堂見た？　すごく立派で、本物の劇場みたいだった！　それにコンピュータールームも！」

　興奮冷めやらぬ様子のショーンが、車の後部座席に座ったとたんにまくし立てる。

「さすがに私立校だけあるよね。通りすがりにちらっと見えたけど、カフェテリアも広くて綺麗だったし」

　ショーンの隣となりに座ってシートベルトを掛かけてやりながら、星もうんうんと頷うなずいた。

　校長との面談は上出来だったと言っていいだろう。ショーンは質問にはきはき答え、素直で賢かしこい少年だということは充じゆう分ぶんに伝わったと思う。

　へまをしたとしたら、自分だ。いや、へまというほどではないが、校長の言葉に少々動どう揺ようしてしまった。

『おふたりが保護者ということですね？』

　書類を見ながら、校長が尋たずねたときのことだ。

『今のところ、法的には星が保護者です。いずれ私もそうなりたいと考えています』

　クレイグの返事に、中年の女性校長がにっこりと微笑ほほえんだ。

『我が校には同性カップルを両親に持つ生徒が何人かおりますので、その点はどうぞご心配なく』

『えっ、いえあの、僕たちはそういう関係ではないんです。伯父と叔父おじというだけで……っ』

　校長が誤解していることに気づき、急いで否定したのだが、焦あせってしどろもどろになってしまった。

　クレイグは口を挟はさまず悠ゆう然ぜんと構えていたので、ああいう場では否定も肯こう定ていもせずにさらっと流したほうがよかったのかもしれない。

（だけど、同性とつき合ってるなんて噂うわさが出まわったらクレイグも困るだろうし）

　運転席に乗り込んだクレイグを、ちらりと見やる。

　バックミラーに映ったクレイグと目が合ってしまい、慌あわてて星は視線をそらした。

「さて、きみたち。帰る前にちょっと寄り道していかないか？　この近くに大きな公園があって、中にちょっとした植物園があるんだ」

「行ってみたい！」

　ショーンが即そく答とうする。

　星としても異論はなかった。こうして三人で出かけるのは、スリーピーホロウに来た日以来だ。同性カップル云うん々ぬんはさておき、今後はクレイグと星がショーンの親代わりになるのだから、ショーンのためにも楽しい思い出を増やしたい。

「了りよう解かい」

　クレイグが振り返ってショーンに微笑みかける。星のほうにもちらりと視線を向けてくれたが、星はぎこちない表情で頷くことしかできなかった。







　公園は、思っていたよりずっと規模が大きかった。

　大きな池のそばに初代町長の銅像がそびえ立ち、池の畔ほとりのベンチには老人や家族連れの姿がある。ランニングコースも整備されているらしく、耳にイヤホンを装着したランナーがゆったりしたペースで走っていた。

「学校から近いんですね。徒歩でも十五分くらい？」

　車から降りた星は、大きな木を見上げながら尋ねた。

「ああ、寄り道は禁止されてたけど、ときどき運転手に寄ってもらってた」

「え、スクールバスの運転手さんに寄り道してもらってたの？」

　ショーンの怪け訝げんそうな顔に、クレイグがくすりと笑いながら肩かたを抱だき寄せる。

「残念ながら、きみはスクールバスに乗ることはできない。学校にはうちの運転手が送り迎むかえすることになる」

「え、そうなの？」

　ショーンが目をぱちくりさせ、クレイグと星を交互に見上げる。

「うん……これからはショーンはロックハート家の一員だから、用心のためにね。そのうち名字もロックハートになる予定だし」

　この点については、既すでにイアンやクレイグと話し合って決めている。準備が整い次し第だい、ショーンはアンソニーの息むす子ことして正式にロックハートを名乗ることになるだろう。

「星は？」

「僕はイナバのままだよ」

「じゃあ僕も、ショーン・イナバ・ロックハートにしていい？」

「それは……」

　星が言い淀よどむと、クレイグが「いいんじゃないか？」と言った。

「今どきは、女性が結けつ婚こん前の姓せいと結婚後の姓を両方名乗るだろう？　あんな感じでくっつけとけばいいよ」

「よかった。いきなり名字が変わるのって抵てい抗こうあるけど、イナバがくっついてるとなんか安心できる」

「きみの母方のルーツを表す名前だから、大事にするといい」

　クレイグの気き遣づかいに、星は胸が熱くなるのを感じた。

　ショーンにとって大事なことだが、自分にとっても大きな意味を持っている。

　今後ショーンはロックハート家の跡あと取とりとして育てられることになる。ほぼ全面的にロックハート家に委ゆだねることになるが、桜と自分のことを忘れてほしくなかった。

（ショーンがあの家での暮らしに慣れてきたら、僕は出ていくことになるだろうけど）

　スリーピーホロウの賃ちん貸たい物件をネットで検けん索さくしてみたところ、いくつかよさそうなアパートがあった。近くに住んでいれば会いに行きやすいし、皆みなが多た忙ぼうなときは学校への送り迎えや預かりを申し出ることができる。

　そう考えて、ふいに星はおかしくなって口元を緩ゆるめた。

　ロックハート家の人々が、多忙だからといって星に送そう迎げいを頼たのむとは思えない。親しん戚せきや近所の人に子こ守もりを頼むのは庶しよ民みんの考え方だ。

　おそらく専属の運転手を雇やとうのだろうし、どうしても都合がつかなければマギーや他ほかの使用人がショーンの世話をすることになるのだろう……。

「どうした？　何かおかしいことでも？」

　クレイグに顔を覗のぞき込まれ、どきりとする。

「いえ、別に……」

「そうそう、あの学校は保護者も参加しなきゃならないイベントが何かとあるんだ。演奏会や寄付金集めのパーティ、たしか図書室のボランティアとかも。俺ときみとで一いつ緒しよに参加することになると思う」

「了解です。今まで通ってた公立校でもそういうのありましたから、僕は結構慣れてますよ」

「俺は父親初心者だから、頼たよりにしてるよ」

「星はね、ママ友仲間の人気者だったんだよ。めっちゃ愛想がいいってわけじゃないけど、誰だれにでも公平に接するし、頼まれた仕事はきちんとやるから」

　ショーンの言葉に、クレイグが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ママ友仲間か。ちょっと手て強ごわそうな響ひびきだな」

「まあね、派は閥ばつとかあったし。けど星はグループに属さなくてもみんなに慕したわれてた。噂うわさ話ばなしや陰かげ口ぐちを言わないからね」

「ああ、それは重要なポイントだな。俺も気をつけよう」

　クレイグがママ友グループに囲まれているところなんて想像できない。けれど、こんなに素す敵てきな男性が保護者会に現れたら女性陣がざわつきそうだ。

「さっきから何をにやにやしてるんだ？」

「えっ？　にやにやしてました？」

「ああ、してた」

「ショーンが新しい学校に通うのが楽しみだなと思って」

「僕はちょっと不安だよ。転入生ってつらい立場だからね」

「ショーンなら大だい丈じよう夫ぶ。前の学校でも人気者だったじゃない」

　三人であれこれしゃべっているうちに、池を通りすぎて石いし畳だたみの広場にたどり着く。

　中央に人だかりができており、近づいてみるとふたり組の男性がジャグリングをやっているところだった。

「おおっ、すごい」

「ほんと、上手うまいね。これって何かのイベントなのかな」

「自主的な発表会だろう。ここではたいてい誰かが楽器を演奏したり歌を歌ったりしてるんだ」

「へえ、そうなんだ」

　ふたり組は動きが見事にシンクロしていた。ジャグリングの合間にコミカルなダンスも披ひ露ろうし、集まった観衆から拍はく手しゆが起こる。

　曲が替かわって次のパフォーマンスが始まったところで、胸ポケットからスマホを取り出したクレイグがちょっと顔をしかめた。

「すまない、仕事の電話だ。これは出ないと……」

「いいですよ。僕たち、もうちょっとここで見てますから」

「すぐ戻もどるよ」

　少し離はなれた場所で、クレイグが電話に出る。しかし音楽や拍手で聞き取りづらいらしく、大おお股またでひとけのない場所へ向かっていった。

　楽しいパフォーマンスが終わり、ふたり組が観衆に深々と一礼する。

　ふたり組の足元には、投なげ銭せん用の箱が置かれていた。財さい布ふから紙し幣へいを取り出し、星はショーンに「入れてきて」と促うながした。

　観衆が散っていき、ふたり組も片付けを始める。辺りを見まわして、星はクレイグの姿を捜さがした。

　クレイグは、二十メートルほど離れた場所に立ってまだ電話中だった。星の視線に気づいたらしく、話しながらこちらへ戻ってくる。

「──!?」

　そのとき、どこかで大きな破は裂れつ音が響いた。

　同時に何かが耳元を掠かすめ、驚おどろいて硬こう直ちよくする。

　誰かが悲鳴を上げ、別の誰かが大声で何か叫さけんでいる。

　いったい何が起こったのかわからず棒立ちになっていると、再び破裂音が響いて頭上をものすごい速さの何かが掠めていった。

「伏ふせろ！」

　誰かに体当たりされて、星は地面に倒たおれた。

　その直後、三回目の破裂音──銃じゆう声せいが響く。

　ようやく自分が今危険な状じよう況きようにあることを理解し、慌あわてて星はショーンの姿を捜した。

「ショーン……っ！」

「ショーンは無事だ。顔を上げるな！」

　上から星の体を押し潰つぶすようにのしかかっているのは、クレイグだった。

　真横にショーンが青ざめた顔で地面に突つっ伏ぷしている。どうやら星とショーンを地面に押し倒したクレイグが、親鳥のようにふたりに覆おおいかぶさっているらしい。

「怪け我がは!?」

「誰か通報して！」

「なんなんだ、テロか!?」

　銃声がやみ、人々が口々に叫び始める。

　クレイグに腕うでを引っ張られ、星は茫ぼう然ぜんとしながら体を起こした。

「ふたりとも大丈夫か？」

「……ええ……」

　恐きよう怖ふに固まっているらしいショーンを、ぎゅっと抱だき締しめる。ショーンも星の背中に手をまわし、ぎゅっとしがみついてきた。

「無事でよかった」

　クレイグが、抱き合った星とショーンをまとめてハグする。

　自分とショーンだけでなく、クレイグの心臓も大きな音を立てているのが伝わってくる。

「い……いったい何があったんです……？」

　問いかける声が震ふるえてしまう。

　クレイグが少し体を離して星とショーンを見下ろし、眉まゆ根ねを寄せた。

「わからない。きみたちのところへ戻ろうと歩いていたら、突とつ然ぜん銃声がした」

　耳にまだ破裂音の嫌いやな響きが残っている。あの音は、桜のことを思い出させるからつらい。

　けれど、気持ちはひき逃にげ未み遂すいのときよりも落ち着いていた。

（クレイグが一緒にいるから……？）

　もしあのとき、クレイグが押し倒してくれなかったら、三発目の銃じゆう弾だんが当たっていたかもしれない──。

「最初の弾たまは、僕のすぐそばを掠めた気がします……」

「なんだって？」

　クレイグが険しい表情になり、周囲を見まわす。

「警察が来るまで、とりあえずそこの陰に移動だ」

　クレイグが、星とショーンを抱きかかえるようにして東あずま屋や風の建物の陰に連れていってくれた。

「皆みなさん、大丈夫ですか？」

　避ひ難なんしていた人たちに、クレイグが声をかける。先ほどのジャグリングの若者ふたり組も、怯おびえたような表情で地面に座り込んでいた。

「いったいなんなの？　誰がこんなことを？」　>>>♥

　パニックに陥おちいっているらしい老婦人を、クレイグが「もうすぐ警察が来ます」と宥なだめる。

（本当に、いったい誰が……）

　ほんの数日前、暴走車にはねられそうになったばかりだというのに、今度は銃じゆう撃げきだなんて。

　ひき逃げされそうになったのも銃撃に遭あったのも、人生で初めてのことだ。こんな不運な偶ぐう然ぜんが重なるなんてことはあり得るだろうか。

（まさか、ショーンが狙ねらわれているんじゃ……）

　考えたくはなかったが、そういう可能性もある。

　改めて恐怖が這はい上がってきて、星はショーンの小さな体をしっかりと抱き締めた。







　その日の夕刻、ロックハート邸ていに私服の刑けい事じがふたりやってきた。

　クレイグ、イアンとともに、星は応接室で彼らと向かい合って座った。

「今日の銃撃の件で、お知らせしなくてはならないことがあります」

　年配の刑事が、丁てい寧ねいな口調で切り出す。

「現場検証をして、犯人が広場の北側の植え込みに隠かくれていたことがわかりました。少し小高くなっていて、広場全体がよく見み渡わたせる場所です」

　もうひとりの中年の刑事が地図を広げ、「ここです」と指し示してくれる。

「防犯カメラにも犯人の姿が映っていました。帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶってサングラスをかけ、顔は隠していましたがね。カメラの映像を分ぶん析せきしたところ、犯人があなたがたを尾び行こうしていたことがわかりました」

「なんだって？　無差別ではなく、三人を狙ったということか？」

　イアンが弾はじかれたように椅い子すから身を乗り出す。

「我々はそう考えています。銃弾も、ショーンと叔父おじのイナバ氏を掠めています」

　中年の刑事がタブレットに防犯カメラの映像を映し出す。

「この男に見覚えはありませんか？」

　クレイグの隣となりから、星も画面を覗のぞき込んだ。

　野球帽にサングラス、長なが袖そでのジャンパーにジーンズ、背はあまり高くないが、スポーツ選手のようながっちりした体型の男だ。

「知り合いにはいないな」

　しばし画面を睨にらんだあと、イアンが首を横に振ふる。

「私も見覚えがありませんね」

「僕も、見たことのない人です」

　クレイグと星も刑事に告げる。

「ほんの数日前、ショーンと星は暴走車にはねられそうになったばかりだ。今日の銃撃がショーンを狙ったものだとしたら、あのひき逃げ未遂も同一犯の仕し業わざでは？」

　クレイグの質問に、年配の刑事が頷うなずいた。

「ええ、我々もひき逃げ未遂事件を洗い直しているところです。これは無差別犯行ではない。そこでお訊ききしたいのですが、ショーンとイナバ氏が狙われる理由に心当たりはありますか？」

「理由なら山ほどあるね。あなたがたも知ってのとおり、クレイグとアンソニーも幼い頃ころに誘ゆう拐かい未遂に遭っている」

　イアンが苛いら立だったように言うと、年配の刑事がじっとイアンの目を見み据すえた。

「ええ、息むす子こさんからお聞きしましたが、ショーンはロックハート家の血を引いているそうですね。狙われる対象としては、イナバ氏よりショーンのほうがずっと可能性が高い。しかも今回は誘拐ではなく殺そうとしているように見えます」

「……っ」

　物ぶつ騒そうな言葉に、思わず星は息を吞のんだ。

（誰だれかがショーンを殺そうとしている？）

　衝しよう撃げきのあまり、視界がぐらりと揺ゆれる。ロックハート家に連れてきたのは間ま違ちがいだったかもしれない──。

「そんなことはさせない、絶対に」

　クレイグがそっと星の肩かたを抱き寄せ、力強く囁ささやきかける。

「訊きにくいことを伺うかがいますが、ショーンが死んで得をするのは誰ですか」

　中年の刑事がずばりと斬きり込んできて、星は言葉を失った。

「それは……身内に犯人がいるということか？」

　イアンが険しい表情で問い返す。

「その可能性もあると思います。ショーンはロックハート家の後こう継けい者しやになるのですか？」

　刑事の質問に、クレイグが頷いた。

「おそらくそうなるでしょう。私は結けつ婚こんしてないし、予定もない。直系の家族に他ほかに子供はいないし」

「それは命を狙われる大きな理由になりますね。ショーンが後継者になることを快く思っていない人物に心当たりは？」

「いないと思います。皆、後継者が現れて喜んでいる」

「けれど財産の相続などで、自分の分け前が減るのを苦々しく思っている人もいるのでは？」

　刑事の追つい及きゆうは容よう赦しやがなかった。

　イアンとクレイグが顔を見合わせ、どちらからともなく目をそらす。しばしの沈ちん黙もくののち、口を開いたのはイアンだった。

「実は……アンソニーに息子がいたことを知った父が、つまりショーンの曾そう祖そ父ふのヴァージルが、最近遺ゆい言ごん状じようを書き換かえたんです。ショーンに信しん託たく財産を残したいと」

「……っ？」

　信託財産の話は寝ね耳みみに水だった。驚おどろいてクレイグの顔を見ると、クレイグが「黙だまっていてすまない。そのうち話そうと思っていた」と小声で言った。

「つまり、誰かの取り分が減るわけですね」

　刑事の質問に、再びイアンとクレイグが目を見合わせる。

　やがてイアンが、観念したように大きく息を吐はき出した。

「分け前が大おお幅はばに減るのは、私の妹のイザベルです」







「え、どういうこと？　なんでホテルに泊とまるの？」

　刑事が帰ったあと、ショーンの部屋に行って荷造りするように言うと、ショーンが怪け訝げんそうな顔で尋たずねた。

　ショーンの質問にどう答えるべきか、星は迷った。

　命を狙われていることをはっきり告げたほうがいいのか、それとも不安を煽あおらないように黙っておくべきか。

「えーと……」

　言い淀よどんでいると、ドアをノックする音が聞こえた。

「ショーン、星に聞いたか？　今日からしばらくホテル住まいだ」

　部屋に入ってきたのはクレイグだった。にっこり笑え顔がおを作り、両手を広げてみせる。

「なんでホテルに？」

「ニューヨーク観光だよ」

　クレイグが、しゃあしゃあと言ってのける。

「ここんとこ、嫌いやなことが続いただろう。こういうときは気分転てん換かんが必要だ。ほら、前にセントラルパークに行きたいと言ってただろう。ホテルはセントラルパークを見下ろせる高層階だ」

「ほんとに？　やった！」

　ショーンがぱっと顔を輝かがやかせる。

　なるほど、観光はいい口実だ。もともとクレイグがニューヨーク見物に連れていってくれることになっていたし、満室だったホテルに運よく空きが出たということにしておけば不自然ではない。

　観光と聞いて、ショーンはてきぱきと荷造りを始めた。

　ちらりとクレイグを見上げ、目で「ありがとうございます」と告げる。

「歯ブラシも持って行ったほうがいい？」

「ホテルにあるけど、普ふ段だん使ってるやつを持って行ったほうがいいだろうな」

「そうだね。大人用のやつは磨みがきにくいし」

　ショーンがバスルームへ洗面道具を取りに行った隙すきに、星はクレイグに小声で尋ねた。

「イザベルとジェームズは？」

「まだ帰ってない。ふたりが帰る前に出発しよう」

「じゃあ僕も急いで荷造りしてきます」

「ああ、ショーンは俺が見てる」

　足音を忍しのばせるようにして、星は自室に戻もどった。スーツケースに三日分ほどの着き替がえを詰つめ込んでいく。

（まさかあのふたりが……）

　頭の中に、先ほどの刑けい事じとイアンのやりとりがくり返し流れる。

『イザベルとジェームズ夫妻は、以前はチェルシーのタウンハウスに住んでらっしゃったようですが』

『ええ、結婚以来ずっとそこで暮らしてました。けど、ジェームズの貿易会社の経営が悪化しましてね。去年倒とう産さんして、タウンハウスも手放すことになったんです』

『倒産ですか……負ふ債さいがあるということですな』

　刑事の質問に、イアンが頷いた。

『といっても、ジェームズはもともと資産家の出身だし、イザベルもロックハート財団の理事としての収入がある。今年中には借金はすべて清算できる予定だと聞いています』

　イザベルとジェームズが同居している経緯いきさつを、星は初めて知った。会社が倒産し、借金があるということも。

『ヴァージル氏の遺産を当てにしていたということは考えられますか？』

『それは……わかりません。会社が倒産した際、私は援えん助じよを申し出たんです。けれどイザベルもジェームズも、自分たちでなんとかできると言い張りました。イザベルはともかく、ジェームズはとても頑がん固こで昔むかし気質かたぎな男なんです。妻の実家に頼たよるなんて、プライドが許さないという感じで。けどいつまでもホテル暮らしというわけにいかないし、うちのゲストハウスを使うよう勧すすめたときは、ふたりともほっとしているように見えましたね』

『なるほど。ご協力ありがとうございます。ご夫妻が帰宅されたら、我々から話を伺ってみます』

　警察は、現段階ではイザベルとジェームズを容疑者扱あつかいしているわけではない。証しよう拠こもないのに容疑者として署に引っ張るわけにはいかないのだろう。

　あくまでも事件の関係者に話を聞くというスタンスで探さぐりを入れつつ、ひき逃にげ未み遂すい犯はんと銃じゆう撃げき犯を特定して関連を調べると話していた。

（あのふたりがショーンを……なんて信じたくないけど）

　荷造りの手を止めて、宙を見上げる。

　イザベルはショーンを可愛かわいがってくれているように見えるし、ジェームズはたしかにイアンの言うとおり頑固で気難しそうではあるが、ショーンを憎にくんでいるようには見えない。

　けれど、世の中にはお金のために人を殺すことをなんとも思わない人間もいる。イザベルとジェームズとは会ったばかりで、まだその人となりをよく知っているわけではないのだ。

（考えてみたら、クレイグとも知り合って間もないんだよな）

　けれど星は、クレイグのことは全面的に信用していた。

　昔、桜がよく言っていた。信用できるかどうかは、その人の言葉ではなく行動を見ればわかると。

　たしかに口ではなんとでも言えるが、行動は──特にとっさの行動は、その人の性格や考え方が出るものだ。

　クレイグは、銃じゆう弾だんが飛んでくる中ショーンと星を身を挺ていして守ってくれた。

　あのとき自分は、恐きよう怖ふにすくんで棒立ちになっていた。もしクレイグが地面に押し倒たおしてくれなければ、弾たまが当たっていたかもしれない。

（……あのときのことも、僕をからかったり蔑さげすんだりせず、約束を守って秘密にしてくれてるし）

　あの件を思い出したことで、まだ下着を入れていないことに気づいて苦く笑しようする。

　クローゼットの引き出しを開け、星はクレイグにもらった下着を全部スーツケースに入れた。

（ニューヨークだし、セントラルパークのそばの高層ホテルなんて多分高級なところだし、ズボンに下着の線が出ないようにしないと）

　荷造りを終え、スーツケースを持って廊ろう下かに出たところで、ちょうど階段を上がってきたソフィアの姿が目に入った。

　彼女もこちらに気づき、急ぎ足でこちらにやってくる。

「マギーに聞いたわ、大変な目に遭あったって。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ、なんとか」

「その荷物はどうしたの？　どこかに行くの？」

「えっと、ちょっと気晴らしにニューヨーク観光へ。クレイグがホテルを取ってくれて……」

　身内に命を狙ねらわれているかもしれないから避ひ難なんする、などとはとても言えない。

　軽い調子に聞こえるように、星は楽しげに笑ってみせた。

「そうなんだ。私もセミナーでほぼ毎日ニューヨークに通ってるから、行きたいところがあれば案内するわよ」

「いえ、クレイグが……」

　言いかけて、星は目を泳がせた。

　ショーンにはまだ言っていないが、おそらくニューヨークではホテルに籠ろう城じようすることになる。犯人が捕つかまって首しゆ謀ぼう者しやが判明するまでは、絶対にふたりで出歩くなとクレイグに釘くぎを刺さされているのだ。

『俺もできるだけきみたちと一いつ緒しよにいられるようにする。けど、俺が仕事でどうしても一緒にいられないときは、ホテルの部屋から出ないでほしい』

　星としても、また銃で狙われたりするのはごめんだ。ショーンを守るため、しばらく籠城する覚かく悟ごはできている。

「えっと、観光は全部クレイグが手配済みなんです」

「そうなんだ。クレイグって、ちょっと仕切り屋なところがあるもんね」

　ソフィアがくすくす笑う。言葉とは裏腹に、クレイグの名前を口にするときの彼女は実に嬉うれしそうだ。

（クレイグのことが、すごく好きなんだろうな……）

　星にもわかる気がする。クレイグはかっこいいエリートというだけでなく、優やさしくて気き遣づかいのできる本物の紳しん士しだ。

「じゃ、もし時間が空いたらメールして。ランチでもご一緒に」

「ええ」

　ソフィアの言葉に相あい槌づちを打ち、星はショーンの部屋へ急いだ。




　　　　◇◇◇




　ニューヨークの中心部、マンハッタン。

　アッパーイーストサイドにあるラグジュアリーホテルの一室で、クレイグは険しい表情で電話を睨にらみつけていた。

　そろそろイザベルとジェームズが家に戻って、警察から事情を訊きかれている頃ころだろう。

（まさかあのふたりが……）

　クレイグとしても、イザベルとジェームズがショーンを亡なき者にしようとしているなんて信じたくない。

　けれど、ふたりには動機がある。ヴァージルが遺ゆい言ごん状じようを書き換かえたことを知っているし、それがショーンに信しん託たく財産を残すためだということも──。

「──！」

　スマホの着信音に、クレイグははっとした。ずっと待ち構えていた父イアンからの電話だ。

「それで、どうだった？」

　挨あい拶さつも抜ぬきに切り出すと、電話の向こうでイアンが憂ゆう鬱うつそうなため息をつくのが聞こえてきた。

『車が故障したとかで、イザベルとジェームズは今夜はコネチカットに泊とまるそうだ。警察が裏を取ってくれたが、間ま違ちがいなくコネチカット州のホテルにチェックインしている』

　ふたりは今日、コネチカットにある友人宅でのパーティに出席すると言っていた。

「そうですか。銃撃の時間帯のアリバイも警察が確かく認にん済みでしょうね」

『ああ、ひき逃げ未み遂すいのときのアリバイもあった。いい知らせもある。銃撃犯の身元が割れた。公園の外にある防犯カメラに顔がはっきり映ってたらしい。強ごう盗とうの前科がある男で、最近出所したばかりだそうだ』

「金で雇やとわれたってことでしょうね」

『ああ、おそらくひき逃げ未遂犯と同一人物だろう。警察が指名手配している』

「イザベルとジェームズが……あるいはどちらかひとりが指示したと思います？」

　クレイグの質問に、イアンが『そうであってほしくないね』と呟つぶやく。

『警察がふたりの通信記録を調べたところ、不ふ審しんな点はなかったそうだ』

「それはまあ、自分の携けい帯たいから指示するうっかり者はいないでしょうからね」

『警察も同じことを言っていた。もし殺人を依い頼らいするならプリペイド携帯を使うだろう』

「では、事情聴ちよう取しゆは明日ふたりが帰ってから？」

『ああ、そうなるだろうね。私が電話して借金のことを尋たずねようと思ったんだが、警察に止められた。こちらの動きを悟さとられたくないからと』

「そうでしょうね。わかりました。じゃあまた明日、連れん絡らくください」

『そっちは大丈夫か？　ショーンはどうしてる？』

「元気にしてますよ。まだこっちに来た本当の理由を話してないんですが」

『私も父にはまだ話していない。まったく、気が滅め入いるよ』

　おやすみなさいと呟いて、クレイグは通話を切った。もう一度、窓の外へ目を向ける。

（ホテルよりも、俺のアパートに連れていったほうがよかっただろうか）

　トライベッカに借りているアパートは、ロックハート家の御おん曹ぞう司しとしては質素な部類に入るだろう。もともと倉庫だった建物で、ベッドルームとバスルームがひとつしかない物件だ。三人で籠城するには少々窮きゆう屈くつだし、食事などはホテルに滞たい在ざいしていたほうが都合がいい。

　寝しん室しつのドアを開けて、リビングルームへ向かう。星がソファにちょこんと座り、ぼんやりと夜景を眺ながめていた。

「ショーンは？」

　声をかけると、星が振ふり返った。

「今シャワーを浴びてます」

「そうか。さっき父から電話があったんだが」

　言いながら星の隣となりに座ると、星がソファの上で体を強こわばらせるのがわかった。

「残念ながら、事情聴取は明日に持ち越こしだ。車の故障で、今夜はコネチカットに泊まることになったらしい」

「……そうですか」

「それと、銃じゆう撃げきの実行犯の身元がわかった」

　先ほど父から聞いた話を小声で説明する。星の顔から血の気が引いていくのがわかった。

「お金でそういうことを請うけ負う人がいるというのは、知識としては知ってましたけど……」

「ああ、実際に遭そう遇ぐうするとこたえるよな」

「あの……ショーンにはどこまで話せばいいんでしょう」

「イザベルとジェームズのことは、結果がわかるまで話さないほうがいいと思う。身内を疑っているなんて、子供には聞かせたくない話だからな」

「ええ、僕もできれば話したくないです。信託財産の件も話さなきゃならなくなりますし」

　星は、信託財産の件はもう少し成長してから告げるべきだと考えているらしい。信託財産を当てにして怠たい惰だな生活に堕おちていった人間を何人も知っているので、クレイグとしても星の意見に賛成だった。

「ホテルに籠こもっていなきゃならない事情は俺が話すよ」

「ええ、お願いします」

「そう長くはかからないはずだ。金で雇われた人間は、捕まればすぐに雇い主の名前を吐はくだろう」

「だといいんですけど」

　俯うつむいて、星が手のひらの傷きず跡あとを指先でなぞる。

　不安そうな星を少しでも安心させたくて、クレイグは星の手に己おのれの手を重ねた。

「……っ」

　星が、驚おどろいたように顔を上げる。

　潤うるんだ瞳ひとみと視線が合って、クレイグは彼を抱だき締しめたい衝しよう動どうがこみ上げてくるのを感じた。

「……傷、まだ少し残ってるな」

　理性を総動員し、傷跡に軽く触ふれるだけにとどめる。

「……ええ、でももう痛みはないんです」

　星の白い頰ほおが、ほんのり赤く染まっていく。

（こういう反応は……ちょっとは脈はあると思っていいんだろうか）

　星の気持ちを測りかねて、クレイグは星の手を握にぎったままじっと彼を観察した。

　この綺き麗れいで優しい青年を自分のものにできたら、どんな感じなのだろう。ここ数日、星を見るたびにそんなことばかり考えている。

　可愛かわいらしい唇くちびるに口づけたり、細いうなじに指を這はわせたり、シャツの上から平らな胸をまさぐったり……。

「えっと……せっかくスーツ作ってくださったのに、チャリティパーティは行けそうにないですね」

　穴の開くほど凝ぎよう視しされて居い心ごこ地ちの悪さを感じたのか、星がもごもごと呟く。

「ああ、そうだな。今後、嫌いやというほど機会はあるよ」

「あなたは？　パーティに行かなくてはならないんでしょう？」

「いいや、解決するまで行くつもりはない。今の俺にとって、きみたちを守ることが最優先事じ項こうだから」

　星の潤んだ瞳を見つめながら囁ささやく。

　星は困ったように視線を左右に揺ゆらしていたが、クレイグの手を振りほどこうとはしなかった。

「あの、ほんとにいろいろ感謝してます。あなたがいなかったらどうなっていたことか……」

　言いながら、長い睫まつ毛げを恥はずかしげに伏ふせる。

　その瞬しゆん間かんクレイグの分厚い理性の壁かべが決けつ壊かいし、心の奥底に渦うず巻まいていた感情が一気に溢あふれ出した。

「星」

　愛いとおしい名前を口にし、そのまま愛らしい唇に口づける。

「……っ！」

　塞ふさがれた唇の奥で、星が息を吞のむのがわかった。

（何をしているんだ、俺は）

　きちんと手順を踏ふまず、いきなりキスするなんて自分らしくない。

　まずは星の気持ちを確かめて、それから……。

「──！」

　バスルームのドアが開く音に、クレイグははっとした。

　慌あわてて握ったままだった星の手を放し、ソファに座り直す。

「すまない」

　我ながら素っ気ない響ひびきだった。

　けれど今はこれ以上何が言えるだろう。ただでさえ星は銃撃犯のことで心を痛めているのに、きみのことが好きだなどと言ったら困らせてしまうばかりだ。

　気持ちに応こたえることができないからと、ショーンを連れてサンノゼに帰ってしまう可能性もある。

「いえ……」

　星が掠かすれた声で言ったところで、パジャマ姿のショーンが跳はねるような足取りでやってきた。

「シャワーお先に。すごいね、バスルームから夜景が見えるなんて！」

「ああ、俺は落ち着かないけどな。髪かみはちゃんと乾かわかしたか？」

　何ごともなかったかのように、軽い調子で尋ねる。

「乾かしたよ！　歯も磨みがいた！」

「上出来だ。ところでちょっと話があるんだが、ここに座ってくれるかな？」

　少し場所をずらし、星との間に作った隙すき間まをぽんぽんと叩たたく。

「いいよ、何？」

　ショーンがクレイグと星の間にちょこんと座る。

「今回の観光旅行の件だが、実はちょっと事情があってね」

　ショーンの肩かたを抱き寄せながら、クレイグはさりげなく切り出した。







　　　　８




　──星の憂ゆう鬱うつな気持ちとは裏腹に、その日のニューヨークの空は快晴だった。

　作業中の仕事を少しでも進めておこうと、リビングに置かれた洒しや落れたデスクにノートパソコンを広げる。

　しかし何度トライしても集中できなくて、諦あきらめて星はパソコンの電源を落とした。

　時計の針は午前十一時を少しまわったところだ。クレイグはどうしても顔を出さなくてはならない会議があるそうで、三人で朝食をとったあと職場に出勤した。

『会議は昼頃ごろ終わる予定だ。何かテイクアウトのランチを買って持ってくるよ』

『ええ、お願いします。行ってらっしゃい』

『行ってらっしゃーい。僕、ランチは寿す司しがいいな』

『任しとけ。美味うまい寿司の店を知ってる』

　ショーンと一いつ緒しよにクレイグを見送ったときのことを思い出し、うなじの辺りがくすぐったくなる。別の記き憶おくもよみがえりそうになり、慌てて星はぺちぺちと自分の頰を叩いた。

「広くて綺麗な部屋だけど、ずっと閉じこもってるのはちょっと退たい屈くつだね」

　ソファに寝ねそべって本を読んでいたショーンが、ため息混じりに呟つぶやく。

「そうだね……映画でも観みようか」

　立ち上がって、星はテレビのリモコンを捜さがした。大画面の液えき晶しようテレビはインターネットにつながっており、動画配信サイトで映画を観ることができる。

「ううん、僕はいい。星、何か観たかったら観てていいよ」

　そう言って、ショーンは読みかけの本を顔に伏せた。

（平気そうにしてるけど、やっぱりショック受けてるんだろうな）

　──ゆうべクレイグは、必要最小限のことだけをショーンに伝えた。

　ひき逃にげ未み遂すいと銃じゆう撃げき事件がショーンを狙ねらった可能性があること。実行犯は特定されたが、まだ捕つかまっていないこと。

『どうして僕が狙われるの？』

　クレイグの話を聞いたショーンは、怖こわがっているというよりも解げせないという表情だった。

『ロックハート家の血を引く後こう継けい者しや候補だからだろうな』

『そんな……別に僕、家を継つぐって宣言したわけじゃないのに』

『犯人がどうしてきみを狙うのか、本当のところは俺たちにもまだわからない。とにかく、実行犯が捕まるまでは安全のため星と一緒にこの部屋にとどまってほしいんだ』

『うん……わかった』

　取り乱したり感情を高ぶらせたりすることなく、ショーンは淡たん々たんと事実を受け入れている様子だった。

　もちろん内心ひどく動どう揺ようしているだろうが、こういう場合に冷静でいられるところは桜によく似ている。

（むしろ僕のほうがおろおろしちゃってるし）

　ショーンのそばの肘ひじ掛かけ椅い子すに座って、ローテーブルに置かれた本に目をやる。ショーンが退屈しないようにと、クレイグがロックハート邸ていの図書室から何冊か持ってきてくれたのだ。

　その中にショーンくらいの年頃に夢中になって読んだアルセーヌ・ルパンの本を見つけ、星は手を伸のばした。

（懐なつかしいな）

　ぱらぱらとめくると、表紙の裏に名前が書いてあった。

　クレイグ・ロックハート。子供っぽい文字で、署名にはルパンらしきイラストも書き添そえられている。

　思わず星は、唇に笑えみを浮うかべた。どうやらこの本はクレイグの愛読書だったらしい。

（ゆうべのあれは……いったいなんだったんだろう）

　本を閉じて膝ひざに置き、星はゆうべから数え切れないほどくり返してきた自問自答を引っ張り出した。

　なんとなく、いい雰ふん囲い気きになったのは覚えている。クレイグが星の唇に自分の唇を軽く押し当て……あれがキスであることは、まず間ま違ちがいないだろう。

　どうして自分にキスをしたのだろう。

　普ふ通つうに考えたら好意とか愛情の証しるしなのだろうが、星は自信が持てなかった。

　単に親愛の情を示しただけかもしれない。ショーンの伯父おじと叔父おじ同士、ショーンを危険から守る者同士として、握あく手しゆやハグと同じような、連帯の証。

（でも……それだけじゃないような）

　はあっと息を吐はいて、星は椅子の背にもたれ込んだ。

　それだけじゃない何かがあるように感じているのは、自分の思い過ごしだろうか。

　それとも、少しは彼の気持ちに期待していいのだろうか……。

（もしもあれが愛情の証だったら……）

　ゆうべ何度も寝返りを打ちながら、そのことについて考えた。

　自分はあれをどう思っているのか。クレイグに何を望んでいるのか。

　ひとつだけわかったのは、自分はあれがクレイグから向けられた愛情の証だったら嬉うれしいと思っていること。

　どうやら自分は、クレイグに惹ひかれているらしい──。

「……っ」

　デスクに置いたスマートフォンが小さく唸うなり始め、星はびくっとして体を起こした。

　急いで立ち上がり、スマホを摑つかむ。

「もしもし？」

『俺だ。今いいか？』

「ええ」

　クレイグの声にどきどきしつつ、ショーンのほうを見やる。

　ショーンは本で顔を隠かくしたままだが、おそらく今の着信音は聞こえているだろう。

『そこにショーンはいる？』

「ええ、一緒にいます。ソファで本を読んでるところです」

『じゃあ手短に伝える。さっきイザベルとジェームズが帰宅して、警察の聴ちよう取しゆが終わった。結論から言うと、ふたりはおそらくシロだ』

「そうなんですか？」

　ふたりがシロと聞いて、胸に安あん堵どが広がる。

『ああ。借金の件、実はとっくに返済済みだったんだ。イザベルが祖母の形見のダイヤのネックレスを売って返済に充あてたそうだ。形見の品を売り払はらったことが後ろめたくて、今まで黙だまっていたらしい』

「よかったです」

『俺も父もほっとしたよ。身内を疑うのは嫌いやな気分だからな。借金返済も警察が裏を取ってくれた。ふたりの疑いが晴れたのはよかったが、これで振ふり出しに戻もどった』

「……他ほかに容疑者は？」

『今のところ上がっていない。きみたちには不自由させるが、もうしばらく籠ろう城じようしてもらうことになりそうだ』

「ええ、構いません」

『あと少し仕事が残ってるから、戻るのは一時半頃になる。腹が減ったら先にルームサービスで何か頼たのんでくれ。くれぐれも部屋から出ないように』

「わかりました。あなたも気をつけてくださいね」

　電話を切ると、ショーンがソファにきちんと座ってこちらを見ていた。

「何か進展があったの？」

「うん。警察が容疑者とみなしていた人がいたんだけど、容疑が晴れたって」

「じゃあ犯人はまだわからず？」

「そう。もうしばらくここにいることになりそう」

「ま、仕方ないよね。僕も自分の命は惜おしいし」

　妙みように大人びた口調で言って、ショーンは読みかけていた本を開いた。

「ショーン、気がついた？　この本、クレイグの名前が書いてあるんだよ」

　ショーンの隣となりに座り、アルセーヌ・ルパンの本を広げてみせる。

「ほんとだ！　ははっ、クレイグ伯父さんもこんな落書きしてたんだ。こっちにも書いてあるかな」

　ショーンが読みかけのシャーロック・ホームズの本をぱらぱらめくる。

「星！　見て！　こっちはパパのサインだよ！」

　アンソニーの拙つたない文字を見つけたショーンが歓かん声せいを上げる。

　初めて目にしたアンソニーの文字に、星も感激がこみ上げてきて目を瞬またたかせた。

「ショーンのホームズ好きはパパ譲ゆずりだったのかな」

「だったら嬉しい。あ、僕はルパンも好きだよ。クレイグ伯父さんとも趣しゆ味みが合いそう」

　他の本も確かめてみるが、サインが入っていたのはその二冊だけだった。ロックハート邸に戻って探したら他にもあるかもしれない。

　ショーンと探たん偵てい小説についてあれこれしゃべっていると、インターフォンが鳴った。

「クレイグが帰ってきたのかな」

　立ち上がって、ドアのそばに備え付けられたインターフォンのパネルにタッチする。

　ドアの外に立っていたのは、ホテルの制服を着たウェイターだった。

「なんでしょう？」

『ルームサービスをお持ちしました』

　ウェイターの言葉に、星は目をぱちくりさせた。

「ええと、頼んでいませんが」

『こちらロックハートさまのお部屋ですよね？　先ほどクレイグ・ロックハートさまから注文をお受けしましたので……』

「あ、そうだったんですか」

　どうやらクレイグが気を利きかせて早めにランチを注文してくれたらしい。ドアを開けて、星はウェイターを招き入れた。

「おおっ、ルームサービスだ！」

　ショーンが立ち上がり、わくわくしたようにワゴンに目をやる。

　ディッシュカバーのついた皿がふたつに、赤ワインのボトルとオレンジジュースのピッチャー、小さな花か瓶びんに活いけられた花まである。

「ありがとうございます」

　チップを渡わたすと、ウェイターは恭うやうやしげに一礼して部屋をあとにした。

「すごいね。こういうのテレビでしか見たことないよ」

「ほんとにね。メニューはなんだろう」

　ディッシュカバーを持ち上げると、料理は美味おいしそうなパスタとラザニアだった。

「どっちがいい？　取り皿があるからシェアする？」

「うん、どっちも食べたい！」

　ダイニングテーブルに、料理を取り分けた皿を置く。ショーンはぴかぴかに磨みがかれたグラスにオレンジジュースをたっぷり注いだ。

「星はワイン飲むの？　ジュースにしとく？」

「昼間からワインはやめとくよ。僕の分もジュースお願い」

「了りよう解かい。……あれ？」

　ワゴンにグラスを取りに行ったショーンが、訝いぶかしげな表情でワインボトルを持ち上げる。

「どうしたの？」

「ワインって、普通栓せんがついたまま持ってくるよね？」

「え？　栓が抜ぬいてあった？」

「うん……」

　たしかにショーンの言うとおり、氷の入ったワインクーラーに立てかけてある赤ワインは栓が抜かれていた。

　ボトルの中身は減っていないので誰だれかが味見したというわけではなさそうだが、最初から栓が抜いてあるのはちょっと気になる。

「こういう高級ホテルはサービスであらかじめ抜いておくのかな」

「うーん、だけどワインやシャンパンの栓を抜くのもイベントのひとつじゃない？　テレビドラマとかでも、ルームサービスを頼んだ主人公がヒロインの前でかっこつけてワインの栓を抜いてみせるよね」

　ショーンに言われて、星は自信がなくなってきた。

「まあいいや、どうせ僕は飲まないし。……ショーン？」

　ショーンがボトルの口に鼻を近づけ、くんくんと匂においをかぎ始める。

「何？　変な匂いでもする？」

「うん……よくわかんないけど、ワインってこんな匂い？」

　ショーンに訊きかれて、星もボトルの口に鼻を近づける。

「どうだろう。僕はワインって滅めつ多たに飲まないから……」

　そのとき、ドアの外でカードキーをかざす音が聞こえた。

　ドアが開いて、クレイグが「ただいま」と言いながら入ってくる。

「あ、伯父おじさん、ちょうどよかった。伯父さんが頼んでくれたルームサービスが来てるよ」

「ルームサービス？」

　クレイグが怪け訝げんそうに聞き返しながらリビングに現れる。手には、テイクアウトの寿す司しの袋ふくろをぶら下げていた。

　ワゴンに目をやったクレイグが、さっと顔色を変える。

「俺は頼んでいない。もう食べたのか？」

「いえ、まだです。ショーンが、ワインボトルの栓が開いてることに気づいて……」

「栓が開いてた？」

「それって変だよね？　お客さんの目の前で抜くとかならわかるけど、もともと開いてたんだ」

「ふたりとも、ワゴンから離はなれて。料理も飲み物も口にしてはだめだ」

　険しい表情で言って、クレイグがフロントに内線電話をかける。

「五〇〇一号室のロックハートだ。頼んだ覚えのないルームサービスが届いている。誰が注文したか調べてほしい」

　電話の向こうから、従業員の声が漏もれ聞こえてきた。

『ロックハートさまですね。……いえ、こちらでは注文を承うけたまわっておりません』

　クレイグが受話器を置き、スマホを取り出した。

「警察に通報する」







　クレイグの通報から十分後。昨日ロックハート邸ていに来ていたふたり組の刑けい事じが、鑑かん識しき班を連れてやってきた。

「ウェイターの顔は覚えていますか？」

　刑事に訊かれて、星はこくりと頷うなずいた。

「はっきり細部まで覚えているわけではありませんが、年ねん齢れいは四十代くらいに見えました。身長は百八十センチくらい、どちらかというと瘦やせ型で、明るい茶色の髪かみを短く刈かっていました」

「これが銃じゆう撃げき犯の男ですが、同一人物ですか？」

　刑事がスマホの画像を見せる。以前逮たい捕ほされたときのマグショットだ。

「違ちがいます。もっと面おも長ながで頰ほお骨ぼねが高かった」

「犯人は別の男を雇やとったようですな。おそらく防犯カメラに映っているでしょうから分ぶん析せきします」

「刑事」

　ワゴンを調べていた鑑識の青年が、刑事を手招きする。

「ラボにまわして調べるまで確定ではありませんが、おそらくワインに毒物が仕込まれています。この匂いは青酸カリだと思います」

「青酸カリだって!?」

　クレイグが、苦々しい表情で鑑識の青年に詰つめ寄る。

「オレンジジュースにも入ってたのか？」

「いえ、ジュースと料理には入っていません。この赤ワインだけです」

「それって変じゃない？」

　部屋の隅すみの椅い子すに掛かけて皆みなの動きをじっと見守っていたショーンが、立ち上がって口を開く。

「狙ねらわれてるのは僕なんでしょう？　だったらジュースに毒を入れればいいのに、どうしてワインだけ？」

　クレイグが振ふり返り、星を見つめる。

　星も、クレイグの瞳ひとみをまじまじと見つめ返した。

「狙われているのはショーンではなく、星だったってことか……」

　クレイグが茫ぼう然ぜんと呟つぶやき、両手で前髪をかき上げた。

　星もへなへなと足の力が抜けていくのを感じて、どさりとソファに座り込む。

「ウェイターに扮ふんした実行犯が間違えた可能性もありますよ」

　刑事が言うが、間違えるなんてことはまずないだろう。

　毒はワインにだけ仕込まれていた。ルームサービスのランチは星とショーンのふたり分で、ワイングラスもひとつだけ。犯人はクレイグが不在であることを知っていたのだろうし──だからクレイグの名前で注文を受けたと言った──ターゲットが星であることは明白だ。

「狙われているのがイナバ氏なら、最初から事件を洗い直さなくてはなりませんな」

「ああ、ロックハートの後こう継けい者しやだとか財産絡がらみじゃなさそうだ」

　クレイグが星の隣となりに座り、ふたりの刑事が向かいの席に座る。

「何か、心当たりは？」

「……まったくありません。仕事でもプライベートでも、誰かに命を狙われるようなことなんて……」

「あなたが知らない間に誰かの恨うらみを買っている場合もある。第一に、あなたは最近ロックハート邸に移り住んだでしょう。それを妬ねたんでいる人がいるのかも」

　しばし考えるが、思い当たる人物はひとりもいない。力なく星は首を横に振った。

「僕はあまり人付き合いが得意ではなくて、学生時代はともかく最近は友人と呼べる人もいないんです。ショーンの友達のお母さんとか、ときどきショーンを預かってくれてた近所の人とか、それくらいしか交流がなくて」

「恋こい人びとや、過去につき合っていた人などは？」

　刑事の質問に、星はぱっと頰を赤らめた。

「……いません。その……過去にも誰もいません」

「恋れん愛あい関係のトラブルに巻き込まれたことは？　誰かにしつこく言い寄られたとか」

　交際を申し込まれたことは、何度かある。ちょっとしつこくて、断るのに苦労した相手もふたりほどいた。

　会社勤めをしていたときの同どう僚りようと、行きつけのパソコンショップの店員。けれど彼らがニューヨークまで追いかけてきたとは思えない。

「……まったくなかったわけではありませんが、二年以上前のことですし、殺そうとするほどの情熱はなかったと思います」

「わかりました。こちらでもウェイターの男を調べてみます。引き続き、身辺に警けい戒かいしてください。ショーンが狙われている可能性もゼロになったわけではないので、おふたりともです」

　刑事が立ち上がり、引き上げていく。部屋にはまだ鑑識班が残っていたので、クレイグは星とショーンに荷物をまとめるように言った。

「この部屋にはいられない。別の階に部屋を取ったから、とりあえずそこへ移動して、これからどうするか考えよう」

「はい」

　よろよろと立ち上がると、そばにやってきたショーンが手を握にぎってくれた。

「星、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか今にも卒そつ倒とうしそうな顔してる」

「うん……情けないよね。こういうときこそしっかりしなきゃいけないんだけど」

「何言ってるの。いつもしっかりしてるんだから、こういうときくらい甘えてよ」

　ショーンに背中をぽんぽんと叩たたかれて、星は笑えみを浮うかべた。

　ショーンは頼たのもしい少年に育ってくれた。青ざめておろおろするばかりの自分よりもよっぽど冷静で落ち着いている。

「ショーンの言うとおりだ。犯人が捕つかまるまでは、俺もきみから目を離はなさないことにする」

　クレイグも、星の背中をぽんぽんと軽く叩いてくれた。

　大きな手の感かん触しよくは、ショーンとはまた違った安心感をもたらした。

　そして安心感だけでない、胸の奥がざわめくような疼うずきも……。

　ふいに星の中に、今ここでクレイグに抱だき締しめられたいという衝しよう動どうがこみ上げてくる。

　両親が亡なくなって桜とふたりきりになったとき、星は誰だれかに甘えたいという気持ちを封ふう印いんした。

　やがて甘えたいという気持ち自体が薄うすれていき、桜もこの世を去ってからは、自分だけがショーンを甘えさせることができる唯ゆい一いつの人間なのだと自分に言い聞かせて頑がん張ばってきた。

　誰かに甘えるわけにはいかないし、甘えようとは思わない。

　そう思っていたのに、目の前の逞たくましい胸に寄りかかりたいと思っている──。

「僕ね、前に本で読んだんだ。青酸カリってアーモンドみたいな匂においがするんだって。ワインボトルの匂い、今思えばたしかにアーモンドっぽい匂いだった」

　荷造りをしながら、ショーンがちょっと得意げに唇くちびるを尖とがらせる。

「さすがだな、ホームズ。きみがワインの栓せんが開いてるのはおかしいって気づいたから、星は助かったんだ」

「星はもともとワインを飲むつもりはなかったんだけどね」

「それでもおかしなところに気づいたのはすごいよ。僕ひとりだったら、高級ホテルはあらかじめ栓を抜ぬいておくものなんだろうって思って気にもとめなかっただろうから」

　星が言うと、クレイグが大おお袈げ裟さに顔をしかめてみせた。

「きみから目を離さないよう、四六時中見張っておかないとな」

「そうしてちょうだい、クレイグ伯父おじさん。星ってしっかりしているようで、ちょっとぼんやりしてるとこがあるから。あ、悪口じゃないよ。星は疑うことを知らないっていうか、ピュアだからね」

　十歳の甥おいっ子にピュアだと評されて、星は苦く笑しようするしかなかった。







　　　　９




（うう……なんかすごく落ち着かない）

　ガラス張りのオフィスで、星はおどおどと視線をさまよわせた。

　──マンハッタンにあるロックハート財団ビルの三十八階。

　クレイグのオフィスは見晴らしのいい角部屋で、広々したスペースにシンプルなデザインの家具が置かれている。

　今朝クレイグと話し合った結果、星はホテルからクレイグと一いつ緒しよに彼のオフィスに出勤することになった。

『犯人の狙いをはっきりさせるためにも、星とショーンは別々の場所に避ひ難なんしたほうがいいと思うんだ』

　クレイグの提案に、ショーンはあっさり賛成した。

『そのほうがいいね。二手に分かれておけば、どっちが標的かはっきりするし』

『……たしかに、僕が狙ねらわれているならショーンを遠ざけておいたほうが安心ですけど……』

『心配しなくても、ショーンもちゃんとガードする。信しん頼らいできるセキュリティ会社から警備員を寄よ越こしてもらうことにした。行き先はハンプトンにあるうちの別べつ荘そうだ』

『ハンプトン？　海辺の高級別荘地じゃん！』

『海水浴はお預けだけどな』

『ま、仕方ないよね。星はどこに避難するの？』

　ショーンの質問に、クレイグはちらりと星を見やった。

『星はトライベッカの俺のアパートだ』

『クレイグ伯父さんと一緒なら安心だよ。星のこと、よろしくね』

　そう言って、ショーンは警備員が運転する車でハンプトンへと旅立っていった。別荘には付き添そいとしてマギーも向かっていると聞き、星はほっとした。

（僕が狙われているとしたら、ショーンはできるだけ遠くに隠かくれていたほうがいい）

　問題は今夜からの避難場所だ。ゆうべはホテルの別の部屋に移動して宿しゆく泊はくしたが、今夜からクレイグのアパートに泊とまることになっている。

　つまり、クレイグとふたりきりということだ──。

（いやいや、同じベッドで寝ねるわけじゃないんだから）

　意識するまいとしても、アパートでふたりきりになると考えただけで緊きん張ちようしてしまう。

　余計なことを考えず仕事に集中しようと、星はワークチェアに座り直してノートパソコンを睨にらみつけた。

　クレイグは十五分ほど前に内線電話がかかってきて席を外し、まだ戻もどってきていない。

　オフィスの外の廊ろう下かで警備員が目を光らせているので不安というほどではないが、クレイグの姿が見えないのは正直なところ心細かった。

　廊下を誰かが走ってくる音がする。クレイグがオフィスのドアを開けたのを見て、星はほっと肩かたの力を抜いた。

「ひとりにしてすまない」

　乱れた前まえ髪がみをかき上げ、クレイグがデスクに戻る。

「いえ、警備員さんがいますし」

「これから昼までは誰にも邪じや魔まさせない。俺も仕事を片付けてしまわないと」

　ネクタイを緩ゆるめながら、クレイグがパソコンを起たち上げる。

　星も、ここ数日作業が滞とどこおっている。せっかくマンハッタンの一等地のオフィスに来たのだから、少しでも仕事を進めようとモニターに目を向けた。

　しんと静まり返ったオフィスに、二台のキーボードの音がリズミカルに交こう錯さくする。

　ちらりと、星は仕事中のクレイグを盗ぬすみ見た。

　ワイシャツの袖そでをまくり上げ、襟えり元もとのボタンもひとつ外している。険しい目つきでモニターを凝ぎよう視しし、かと思えば突とつ然ぜん立ち上がって窓辺に行き、外を眺ながめたりする。

　今朝からの観察で気づいたのだが、仕事中に部屋の中をうろうろ歩きまわるのが癖くせらしい。

（意外と……じっとしてないタイプなんだな）

　いったん座って作業を始めたら、動くのが億おつ劫くうになる自分とは対照的だ。

　ついついクレイグの動きに見入っていると、ふいにクレイグのスマホが鳴り始めた。

「はい」

　席を立って、クレイグが応答する。

「ああ、どうも。何かわかりましたか」

　クレイグがこちらを振ふり返り、「警察からだ」と口の動きで伝えてくれた。

　何か進展があったのだろうか。作業の手を止め、星は固かた唾ずを吞のんでクレイグと警察のやりとりを見守った。

「はい……はい。わかりました。引き続き、よろしくお願いします」

　電話を切ったクレイグが、星の前にやってきてデスクの端はしに軽く掛かける。

「偽にせウェイターの身元が割れたそうだ。こちらもやはり前科のある男なんだが、銃じゆう撃げき犯の男と同じ時期に同じ刑けい務む所しよに服ふく役えきしている。おそらくふたりは知り合いだ」

「犯罪請うけ負おいグループみたいなものでしょうか」

「多分。偽ウェイターは以前ダークウェブでドラッグを売っていたそうだ」

　物ぶつ騒そうな言葉が飛び出し、星は顔を強こわばらせた。

　ダークウェブについては、プログラマーの端くれとして一応知っている。

　普ふ通つうのインターネットと違ちがい、アクセスするのに特別なソフトや認にん証しようが必要で、児童ポルノや個人情報の売買、ドラッグや銃じゆうの密売など、犯罪の温おん床しようになっている匿とく名めいネットワークだ。

「聞いたことがあります……ダークウェブはなんでもありで、殺人を請うけ負う業者までいると」

「ああ、犯罪の闇市場みたいなところだからな。きみはパソコンの専門家だから訊きくが、アクセスするにはそれなりの知識が必要なんだろう？」

「ええ、知識とスキルが必要です。真っ当なプログラマーなら、コンピューターウィルスが蔓まん延えんしているダークウェブには絶対近づきません」

　真っ当でないプログラマーが小こ遣づかい稼かせぎしようとダークウェブに足を踏ふみ入れ、痛い目に遭あった話は星もよく耳にしていた。

「きみを狙う人物で、ダークウェブにアクセスできそうな人に心当たりは？」

　クレイグに訊かれ、星は宙を見上げた。

「プログラマーなら、その気になればアクセスできます。パソコンに詳くわしい高校生や大学生も」

「きみの同業者や、高校や大学時代の友人知人とか？」

「ええ……けど、アクセスしているのが本人とは限りません。最近はギャングも情報アドバイザーという名目でＩＴ技術者を雇やとっているそうですし」

「なるほど。となると、容疑者を絞しぼり込むのは難しいな」

　クレイグが腕うでを組み、眉まゆ根ねを寄せる。

　ふいに内線電話が鳴り始め、クレイグは星のデスクから立ち上がった。

「はい」

　スピーカーを押し、返事をする。

『受付です。ソフィア・ロックハートさまが来られてますが、お通ししてよろしいでしょうか』

「ソフィア？　用件は？」

『チャリティパーティの件だそうです』

　クレイグは一いつ瞬しゆん迷う素振りを見せたが、しぶしぶといった様子で頷うなずいた。

「わかった。通してくれ」

　内線電話を切って、ため息をつく。

「星、今朝も言ったが、きみとショーンの避難場所は極ごく秘ひだ。身内だからとつい漏もらしてしまった情報が、意外なルートで広まることもある。何か訊かれたら、当初の予定どおりホテルに滞たい在ざい中だと言えばいい」

「了りよう解かいです」

　クレイグは、新たな避難先はイアンやイザベルにも知らせないと言っていた。知らなければ、うっかり口にしてしまうおそれもないということだろう。

　やがて廊下の向こうからコツコツというヒールの音が響ひびいてきて、ガラスの向こうにソフィアの姿が現れた。

「クレイグ！　お仕事中お邪魔してごめんなさいね」

　上品な水色のワンピースに身を包んだソフィアが、にこやかな笑えみを浮うかべてオフィスに足を踏み入れる。

　星もいることに気づいてちょっと驚おどろいた様子だったが、すぐに星にも愛想のいい笑顔を向けてくれた。

「星も一いつ緒しよだったのね。てっきりショーンと観光に出かけているのかと」

　ソフィアは昨日の毒殺未み遂すい事件を知らない。捜そう査さの妨さまたげにならないよう警察は発表を控ひかえ、ロックハート家の人々にもイアンとマギー以外には知らせていないのだ。

「星には俺専属のサイバーセキュリティ担当者になってもらったんだ」

　クレイグが、今朝オフィスに星を連れてきた際と同じ作り話をする。訝いぶかしげな表情の受付嬢じように、「新しく雇ったサイバーセキュリティ担当者だ」と紹しよう介かいしてくれたのだ。

「そうだったの。だったら私も、専属スタイリストとして雇ってくれない？」

　ソフィアの申し出を、クレイグは笑顔を浮かべたままスルーした。

　ソフィアも本気で言っているわけではないだろうが、無視されてほんの少し表情が曇くもる。

「星はフリーのプログラマーなんだっけ。手に職があるっていいことよね。私も大学生のうちにいろいろ資格を取ろうと思ってるの」

「ソフィア、チャリティパーティのことで何か話があるんだろう？」

　放ほうっておくとおしゃべりが長引きそうだと判断したのか、クレイグが口を挟はさむ。

「ええ、そうなの。私が女性の就労支し援えん団体でボランティアしていることは言ったわよね。チャリティパーティを開くことになったんだけど、なかなかチケットが売れなくて。もしよかったら買ってもらえない？」

「喜んで」

　言いながら、クレイグがデスクの引き出しから小切手帳を取り出す。

「パーティはいつ？」

「九月二十日よ」

「じゃあ二枚。星、財団のチャリティパーティには行けそうにないから、代わりにこっちに行こう」

「……えっ？」

　ぼんやりとふたりのやりとりを聞いていた星は、驚いて顔を上げた。

　ソフィアがあからさまにがっかりした表情を浮かべている。パーティには自分を同どう伴はんしてほしいと期待していたのだろう。

「……ありがとう。チケットは九月の初め頃ごろ届くと思うわ」

「ああ、楽しみにしているよ」

　それだけ言って、クレイグはさっさと自分の席に戻もどった。

　取りつく島もない態度に、ソフィアの目がますます悲しげに曇っていく。

「じゃあ……お邪じや魔ましてごめんなさい。失礼するわね」

「ええ、お気をつけて」

　立ち上がって、星はソフィアを戸口まで見送った。昼前のこのタイミングに訪ねてきたということは、クレイグにランチに誘われることも期待していたのかもしれない。

（なんかちょっと……同情しちゃうな）

　クレイグへの恋こい心ごころを自覚した今、クレイグに想おもいを寄せる彼女は恋こい敵がたきだ。

　けれどクレイグにすげなくされるばかりで、気の毒になってくる。

「それで？」

「……え？」

　急にクレイグに問いかけられ、星はきょとんとして振り返った。

「何か俺に言いたいことがあるんだろう。遠えん慮りよせずに言ってくれ」

　クレイグが、にっこりと笑顔を浮かべて両手を広げる。

「……えーと……僕が意見するようなことじゃないですけど」

「前置きはいいよ」

　くすくす笑って、クレイグは立ち上がって星のそばにやってきた。

「あの、ソフィアにもう少し優やさしくしてあげては？」

「どうして？」

　即そく座ざに聞き返されて、星は困って視線を泳がせた。

「どうしてって……あなたも彼女の気持ちには気づいているんでしょう？」

「ああ、気づいてる。だからこそ期待を持たせたくないんだ」

「……そうですか。じゃあ僕が口を出すことじゃありませんね」

　小さく息を吐はき出し、クレイグの横をすり抜ぬけてデスクに戻る。

「言いたいことはわかるよ。俺の彼女に対する態度はかなり素っ気ないからな。けど、これにはちゃんと理由があるんだ」

　クレイグが追いかけてきて、先ほどのように星のデスクの端はしに掛かける。

「ソフィアのこと、年上の従兄いとこに憧あこがれている無む邪じや気きな女の子だと思ってるんだろう。ちょっと必死だけど、あの年頃の女性はあんなものだし、一いち途ずなところが可愛かわいいとかなんとか」

「えーと……まあ、そんな感じですね」

「騙だまされるな。ソフィアはああ見えてなかなかしたたかな女だ。どうして俺がスリーピーホロウの家を出てアパートを借りたと思う？　大学の寮りようでいじめられたと言ってうちに転がり込んできたソフィアが、俺の部屋に夜よ這ばいに来るようになったからだ」

「……っ!?」

　夜這いという刺し激げき的な単語に、星は頰ほおを赤らめた。

　同時に、あの純情そうなソフィアとその言葉が結びつかなくて眉根を寄せる。

「この話は誰だれにもしていない。大ごとにしたくないからな。きみも誰にも言わないと約束してくれ」

「え、ええ、もちろんです」

「これでわかっただろう。上品なレディみたいに振る舞ってるが、彼女は肉にく食しよく獣じゆうだ。きみも狙ねらわれないよう気をつけろ」

「えっ、いや、僕はあり得ません、絶対に」

　慌あわてて否定すると、クレイグが意味ありげな目つきで見つめてきた。

「……ま、それはともかく、そろそろランチの時間だ。下の階にカフェテリアがあって、なかなか美味うまいんだ」

　クレイグにぽんと肩かたを叩たたかれて、星はぎくしゃくと立ち上がった。







　クレイグが住んでいるトライベッカのアパートは、もとは倉庫だった建物をリノベーションしたものらしい。

「たしかに、外から見ると倉庫って感じですね。なのにまさか中がこんなに素す敵てきだなんて……」

　いかにもニューヨークらしいスタイルに、星は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

　クレイグの部屋は三階と四階を利用したメゾネット形式で、三階部分は天てん井じようが高く、剝むき出しの配管を敢あえてそのまま残してある。

　床ゆかは古い木材を再利用したもので、飴あめ色いろのつややかな風合いがシンプルな家具を引き立てていた。窓が大きくてアトリエ風なのも、開放感があっていい。

「俺はインテリアに凝こるタイプじゃないから、全部コーディネーターに任せた。とにかく掃そう除じがしやすいようにあんまりものを置かないでくれって頼たのんだんだ」

「こんなに広々した空間があったら、ついついなんか置きたくなっちゃいますけど」

　キッチンとリビングの間の何もない場所に立って、星は天井を見上げた。

　クレイグが隣となりにやってきて、星と同じように天井を見上げる。

「コーディネーターにも、ここに椅い子すか仕切り棚だなを置くよう提案されたよ。きみなら何を置く？」

「そうですね……僕は在宅仕事なので、家をオフィス風にするのが夢なんです。大きな机をひとつ置いて、そばに観葉植物をいくつか」

「観葉植物か。いいかもしれないな」

「掃除が面めん倒どうになりますけどね」

　どうでもいいような話をだらだら続けているのにはわけがある。

　時刻は午後十時。オフィスを出たあとクレイグがイタリアンレストランに連れて行ってくれて、夕食は済ませてきた。

　あとはシャワーを浴びて寝ねるだけだ。

　しかしアパートに来てから気づいたのだが、寝しん室しつがひとつしかない。

　鉄の螺ら旋せん階段を上った先、ロフト的な造りの四階部分が寝室になっている。ドアが開いているので部屋の中も見えているが、当然ながらベッドも一台しかない。

（僕はソファでいいんだけど）

　リビングに置かれているのは、ソファというより長椅子だ。あまり寝ね心ごこ地ちがよくなさそうなので、足元に敷しいてあるラグで寝たほうがいいかもしれない。

「えっと……ブランケットをお借りできますか」

「いいけど、どこで寝るつもりだ？」

「そこのラグの上がいいかなと」

　遠慮がちに言うと、クレイグが声を立てて笑った。

「きみを固い床の上で寝かせたりはしないよ。それに言っただろう、俺の目の届く場所にいてほしいと。寝室のベッドはキングサイズだ。ふたりでも充じゆう分ぶん寝られる」

「…………」

　クレイグの言葉に、星はどう反応していいかわからず固まった。

　結構ですと固辞するのは、かえって失礼な気もする。かといって、クレイグと同じベッドで眠ねむるというのはあまりにもハードルが高かった。

「俺と一いつ緒しよに寝るのは嫌いやか？」

「い、いえ、そうではないんですけど、ご迷めい惑わくじゃないかと……」

「迷惑だなんて思ってない。それに、実を言うと予備のブランケットとか掛け布ぶ団とんとかないんだ。諦あきらめて俺と一緒に寝てくれ」

　そういう意味ではないとわかっているのに、クレイグの言葉にじわっと頰が熱くなる。

「わかりました。ではお言葉に甘えて」

　腹をくくって、星は小さく頭を下げた。







「電気は消していいか？」

「ええ、消してください」

　クレイグが、枕まくら元もとのシェードランプに手を伸のばしてスイッチを切る。

　明かりを消しても、室内は充分に明るかった。大きな窓から外灯の明かりが差し込んでくるし、ニューヨークという街は夜通しネオンが瞬またたいている。

（何も考えずに早く寝よう）

　枕に頭を乗せて、目を閉じる。

　目を閉じたとたん、瞼まぶたに風ふ呂ろ上がりのクレイグの姿が浮うかんでしまう。

　クレイグは、白いＴシャツにライトグレーのスウェットパンツというラフな格好だった。

　星もＴシャツにパジャマのズボンという似たような格好ながら、男らしい色気という面でクレイグは圧あつ倒とう的だった。

　広い肩、厚い胸むな板いた──がっちりと逞たくましい体のラインが、Ｔシャツとスウェットパンツの薄うすい布地にくっきりと浮かび上がっていた。

　恥はずかしい行こう為いを見られてしまったときのことがよみがえり、星はクレイグの姿を直視できなかった。

　睡すい眠みんを取るだけなのに、同じベッドに並んで横になるととたんに生々しくなる。

　誰かと一緒に眠るということが、こんなにも親密で秘密めいた距きよ離り感かんを生むなんて知らなかった。セックスを経験したことがないから、そんなふうに思うのだろうか。

「──星」

　ふいにクレイグに名前を呼ばれ、どきりとする。

「は、はいっ」

「その……一昨日おとといのキスのことなんだが」

「……っ」

　体を硬かたくして、星はクレイグの言い分を待った。

　──あれは挨あい拶さつみたいなものだから気にするな。

　──弾はずみでしてしまったが、別に深い意味はないんだ。

　そうだ、期待しないほうがいい。期待すればするほど、傷も深くなる。

　ふと、ソフィアのがっかりした顔が浮かぶ。クレイグの『期待を持たせたくないんだ』という言葉も。

「聞いてるか？」

「えっ？　はい、聞いてます」

　慌てて星は、仰あお向むけになったまま返事をした。

　クレイグが起き上がる気配がして、上から顔を覗のぞき込まれる。

「すまない。ちゃんと手順を踏ふむべきだった」

「……？」

　クレイグの距離が近すぎて頭がまわらない。いったい何の手順のことを言っているのだろう。

「あのときは、どうしようもなくきみにキスしたくなった。しかも初めてじゃなくて、その前から何度もきみにキスしたい衝しよう動どうに駆かられてた」

　クレイグの言葉に、星は目を見開いた。

　都合のいいように解かい釈しやくしてしまいそうだが、本当にそういう意味に受け取っていいのだろうか──。

「つまりその……ああ、こういうことを説明するのはほんとに苦手だ」

　クレイグがベッドに倒たおれ込み、何やら呻うめき声を上げる。

　次の瞬しゆん間かんクレイグの大きな体に抱だき締しめられて、思わず星は「ひゃっ」と情けない声を上げてしまった。

「──好きだ。きみのことが好きでたまらないんだ」

　耳元で、掠かすれた声が苦しげに囁ささやきかける。

　その言葉の意味を理解し──これだけはっきり告げられたら意味を取り違ちがえることなどあり得ない──星は全身の肌はだが燃えるように熱くなるのを感じた。

「……ぼ、僕もです……」

　蚊かの鳴くような声で告げると、クレイグががばっと身を起こした。

「なんだって？」

「えっ、えっとあの、僕も……」

「俺と同じ気持ち？　頼たのむ、はっきり言ってくれ」

　肩かたを摑つかまれ揺ゆさぶられて、星はこくこくと頷うなずいた。

「好き、です、僕も、あなたのことが……っ」

　食い入るような目で凝ぎよう視しされて少し怖こわくなり、たどたどしい言い方になってしまう。

　クレイグが、今まで聞いたことのないような獣けものめいた呻き声を漏もらした。

「星……！」

「うわ、ちょ、ちょっと……っ」

　上からがばっと覆おおいかぶさられて、星は目を白黒させた。

　首筋に嚙かみつかれた気がして、驚おどろいて悲鳴を上げる。

「すまない、がっつきすぎだな」

「ちょ、ちょっと待ってください、あなたのことは好きですけど、この体勢はまずいです！」

「どうして？　キスは嫌か？」

「嫌じゃないんですけど、えっ？　キス？」

　さきほど嚙みつかれた場所に手を当てる。強く吸われてびっくりしてしまったが、あれもキスだったのだろうか。

「悪い、本当にがっつきすぎだってことはわかってる。けど、あんな色っぽい姿を見せられて、それでもずっと我が慢まんしてたんだ……！」

「ええっ？　あ、あ……っ！」

　体を重ねたクレイグにぐいぐいと腰こしを押しつけられて、星は目を見開いた。

　クレイグの牡おすの象しよう徴ちようが、猛たけ々だけしくそそり立っている。星の股こ間かんに擦こすりつけているそれは、信じられないほど硬くて大きくて……。

「あ……っ」

　いつのまにか、星のペニスも兆きざしていた。

　クレイグに勃ぼつ起きを擦りつけられて、あっというまに硬くなっていく。初うい々ういしいペニスは、クレイグが擦りつけてくるたびに先走りの露つゆを漏らし始めていた。

「だ、だめ、また汚よごしちゃうから……っ」

　下着を汚すところを見られたのは、星にとって最悪の失態だ。

　しかも今、クレイグは自分のことを好きだと言ってくれたばかりだ。好きな人に、あんなみっともないところは二度と見せられない。

「今穿はいてるの、俺が買った下着？」

　クレイグが息を荒あらげながら体を起こし、掠れた声で問いかける。

「えっ？　は、はい」

　だからこそ、汚すところは絶対に見られたくない。自前のよれよれの下着でも死ぬほど恥ずかしかったのに、今夜はよりによっていちばん布地の面積が小さい白いビキニブリーフを穿いている。

「ならばぜひ見せてもらおう」

「ええっ、ちょ、ちょっと、やめ……っ、あああ……っ！」

　クレイグの大きな手にパジャマのズボンをずり下げられて、星は慌あわてて太ふと腿ももを擦すり寄せた。

　触さわったらまずい。隠かくそうとして触ったら、かえって刺し激げきになって射精が早まってしまう。

「もうこんなに染しみができてる」

　クレイグの指し摘てきに、星は恥ずかしさのあまり気が遠くなりかけた。

　つややかな布地のセクシーな下着に、みっともない染みを作ってしまった。しかもそれを、この世でいちばん好きな人に知られるなんて──。

「お願いです、恥ずかしいから見ないで……っ」

「見ずにいられるか。あのとき、きみに気づかれないよう必死だった。きみが下着を濡ぬらしているところを見て、こんなに興奮してたってことを」

「ああ……っ！」

　ビキニブリーフの恥ずかしい膨ふくらみにクレイグのスウェットパンツの猛々しい膨らみを重ねられ、星はびくびくと体を震ふるわせた。

　布地越ごしに大きさの違う勃起が擦れ合い、失禁したように精液が漏れてしまう。

「星……！」

「あ、あ……っ、ああん……っ」

　クレイグに擦られながら、星は腰が砕くだけそうな快感に身を委ゆだねた。

　ビキニブリーフが白はく濁だくでしとどに濡れていく。けれど、もうそれを隠す気力は残っていなかった。

（クレイグのおっきいの……気持ちいい）

　クレイグが低く唸うなり、起き上がって星の腰を跨またぐように膝ひざ立だちになる。

「星、痛いことはしない。もう少しだけ我慢してくれ」

「え……？」

　視線を上げて、星はぎょっとした。

　クレイグがスウェットパンツをずり下げ、紺こん色いろのボクサーブリーフが露あらわになる。

　ローライズのボクサーブリーフのウエストから、逞たくましい男性器が半分ほどはみ出していた。

　太さも長さも、目を瞠みはるほどのサイズだ。太い茎くきよりもさらに大きく笠かさを広げた亀き頭とうが、窓から差し込む外灯の明かりに照らされてぬらぬらと光っている。

（すごい……クレイグの、こんなにおっきいんだ……）

　羞しゆう恥ちや慎つつしみを忘れ、星はうっとりと逞しい巨きよ根こんに見入った。

　クレイグもとろとろと先走りを漏らしている。亀頭から滴したたり落ちた粘ねん液えきが、星の濡れたビキニブリーフの上にとろりと落ちてきた。

「はあん……っ」

　いったばかりの敏びん感かんなペニスが、びくんと反応する。

　伸しん縮しゆく性のある薄うすい布地は先ほどの射精ですっかり透すけており、初々しいピンク色のペニスがくっきりと見えていた。

「下着の上から擦りつけていいか？　こんなふうに……」

「ああ……っ」

　濡れた下着に大きな亀頭を擦りつけられ、体の中心に電流が走る。

　星が漏らした白濁とクレイグの粘液が混ざり合い、クレイグが体を動かすたびに快感が募つのっていく。

（あ……またいっちゃいそう……）

　クレイグの射精が近いのも、その力強い脈動から伝わってきた。

　汚した下着を、クレイグの白濁でさらに汚されてしまう──。

「星……！」

「あ、クレイグ、あああ……っ！」

　逞しい腕うでに抱き締められながら、星は二度目の絶頂を迎むかえた──。
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　──目を開けると、目の前に逞しい胸むな板いたがあった。

「──！」

　驚いて体を起こそうとするが、力強い腕に阻はばまれて身動きが取れない。

（え、ちょっと待って。ゆうべクレイグと一いつ緒しよに寝ねて……）

　寝ね起おきのぼんやりした頭が、次し第だいにはっきり冴さえてくる。

「起きたのか？　おはよう」

　密着した胸板から低い声が直じかに伝わってきて、星はかあっと頰ほおを赤らめた。

　すべて思い出した。クレイグが好きだと言ってくれたことも、恥はずかしい行こう為いをしてしまったことも……。

（うわ、く、クレイグとあんなことを……っ）

　朝の光の中では、ゆうべの出来事がすべて幻まぼろしのように感じられる。

　しかし幻ではない証しよう拠こに、星の下半身はだぶだぶのボクサーブリーフ一枚だ。

『とりあえず俺のパンツ穿いといてくれ。シャワーは明日の朝でいいよな』

　ことが終わったあと、ぐったりと力なく横たわっていると、クレイグが甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれた。

　汚れた下着とパジャマのズボンを脱ぬがせ、タオルで体を拭ふき……。

「ゆうべはすみません、いろいろご面めん倒どうおかけして」

　小声で謝ると、クレイグが声を上げて笑った。

「まったくきみは……。まあそういう律りち儀ぎなところも好きだよ」

　ちゅっと音を立てて頰にキスされ、くすぐったさに首をすくめる。

「今気づいたんだが、好きっていう言葉に対する羞しゆう恥ち心しんとか抵てい抗こう感みたいなのが薄れてきてる」

「え？」

「いや、ゆうべも言ったように俺は本当にこういうの苦手で……というか、誰だれかに好きだと言ったのはゆうべが初めてで、もうどうしようもなく気恥ずかしかったんだが、一度口にしてしまえば案外慣れるものなんだな」

「……僕は……まだ慣れませんけど」

「いいよ。その分俺が言うから」

　耳元で「愛してる」と囁ささやかれ、星は真っ赤になって顔を背そむけた。

「もう少し寝てていいぞ。コーヒーを淹いれてくる」

　クレイグが、ボクサーブリーフ一枚の姿で軽やかに螺ら旋せん階段を駆かけ下りていく。

（うわなんか、恥ずかしい……）

　だけど、同じくらい嬉うれしい。

　信じられない、クレイグも自分のことを好きだと思ってくれていたなんて──。

　幸せを嚙かみ締しめつつショーンはどうしているだろうかと考えていると、マグカップをふたつ手にしたクレイグが階段を上ってきた。

「なあ、覚えてるか。ショーンの学校の面談で、校長が俺たちのこと同性カップルだと誤解しただろう」

「ええ、そうでしたね」

　起き上がってベッドの縁ふちに座り、ブランケットを引き寄せて腰こしを隠す。クレイグの下着は当然ながらサイズが大きく、すぐにずり下がってしまうのだ。

「今思えば、誤解されて当然って気もする。端はたから見たら、俺がきみのことを好きなのはばればれだっただろうし」

「え、あの頃ころから？」

「ああ。はっきりいつかってのはわからないけど、初めて会ったときからすごく気になってたのはたしかだ。気がついたらいつもきみのことを目で追ってたし」

　言いながら、隣となりに座ったクレイグがキスしようと顔を近づけてくる。

「ちょっと待ってください」

　クレイグの顎あごを押しとどめ、星は目を瞬またたかせた。

「なんで？　キスは嫌いや？」

「いえ、違ちがうんです。今、僕のことをいつも目で追っていたって言いましたよね？」

「ああ、言った」

「今までなぜ僕が狙ねらわれるのかさっぱりわからなかったんです。ショーンと違って遺産相続にも無関係だし、ロックハート家の姓せいを名乗るわけでもないし……けど、原因があなたのその視線にあるとしたら？」

「つまり、誰かが俺がきみに惹ひかれているということに気づいたと？」

　クレイグの目を見上げ、こくりと頷うなずく。

「原因は嫉しつ妬とってことか。しかしそんな理由できみを殺そうとまで思うかな」

「誰か心当たりはありませんか？　あなたのことを熱ねつ烈れつに好きで、あなたと結けつ婚こんしたがっている人……」

　口にしてから、はっとする。

　クレイグも同じ名前が浮うかんだらしく、さっと顔色を変えた。

「けど、あり得るだろうか」

「他ほかに心当たりはありますか？」

「いや……この際だから正直に言うが、俺はこれまでちゃんとした恋れん愛あいをしていない。その、きみに軽けい蔑べつされそうだが、恋愛感情は抜ぬきでお互たがい割り切ってつき合える相手としかつき合ってこなかった。だから今までの相手は違うと思う。きみを殺そうとするなんて、よっぽど俺に執しゆう着ちやくしていないとできないだろう」

　ソフィアは、可愛かわいくて一いち途ずなだけの女性ではない。今思い返してみると、偶ぐう然ぜんカフェで会ったのも怪あやしく思えるし、クレイグのオフィスに押しかけてきたのもちょっとやり過ぎだという気がする。

　確信はないが、他にこんなことする人物は思い当たらない。

　クレイグと目を見合わせて、星は大きく息を吸った。

「彼女のことを疑いたくはありません。けど、疑いを晴らすためには確かめてみないと」







　その晩、クレイグと星がロックハート邸ていに戻もどると、フローラが出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ。マギーは休きゆう暇かを取っていて……」

「ああ、知ってる。すまないね、マギーがいないといろいろ大変だろう」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。皆みなさんお揃そろいです」

「ありがとう」

　フローラがキッチンに戻っていくと、クレイグは星の手をしっかりと握にぎり締めてきた。

「本当にやるのか？」

「ええ、やります。とにかくこの件を片付けないと、ずっと怯おびえて暮らすことになりますから」

「わかった。では打ち合わせどおりに」

「はい」

　ダイニングルームに向かおうとしたところで、もう一度クレイグが指を絡からめてくる。

「俺がきみを守る。絶対に」

　素す早ばやく唇くちびるにキスされて、じわっと幸福感が広がっていく。

　この幸せを守るためにも今夜決着をつけたい。意を決して、星はクレイグとともに皆が待つダイニングルームへ向かった。







　クレイグと星がダイニングルームに入っていくと、食前酒を傾かたむけていた一同の視線が集まった。

「お帰りなさい、意外と短い旅行だったのね」

　イザベルが、少しぎこちない笑えみを浮かべる。警察に事情を訊かれ、自分と夫が疑われていたことを知ったのだから、それも仕方のないことだろう。

（ふたりとも、ごめんなさい）

　心の中でイザベルとジェームズに謝る。

　イアンが「何か我々に話があるんだって？」と怪け訝げんそうに切り出した。

　クレイグが、ダイニングルームに集まった面々を見まわす。

　イアン、イザベル、ジェームズ、ソフィア。皆いったい何が始まるのかと、楽しみと言うより訝いぶかしげな表情だ。

「ええ、皆さんに報告したいことがあって」

　クレイグがソフィアの向かいの席の椅い子すを引いて、星に座るよう促うながす。

　それから星の隣に着席し、にこやかな笑みを浮かべた。

「実は、俺たちつき合うことになったんです」

「……ええ？」

　最初に声を上げたのはイザベルだった。イアンも、驚おどろいたように目を瞬かせている。

　今夜の計画のことは皆には話していない。イアンが驚いて反対するかもしれないが、それはそれでどうにかやり過ごそうとクレイグは言っていた。

「つき合うって……恋こい人びと同士って意味よね？」

　イザベルに訊きかれて、クレイグが「はい」と答える。

「あらまあ、びっくりだわ。クレイグが私たちに恋人を紹介してくれるなんて」

　イザベルが大きな目をさらに見開き、笑顔になった。否定的な反応ではないことに、星は少しほっとした。

「ほんと。でも素す敵てき」

　ソフィアが、ぼそっと呟つぶやく。なんとか笑顔を作ろうとしているが、声は上うわ擦ずっていた。

　けれどショックを受けるのは当然だろうから──なんせ好きな男性が同性と恋人宣言をしたのだ──まだ彼女が犯人だと断定はできない。

「おまえは一生結婚しないかと思っていたが、これは希望が持てそうだな」

　シャンパンを喉のどに流し込んでから、イアンがぎこちなく笑う。

　内心どう思っているかはわからないが、頭ごなしに反対されなくて、星は胸むねを撫なで下ろした。

「ショーンにとっても、あなたたちふたりがパートナーになるのはいいことだわ。ふたりがショーンの保護者になるんだから」

　それまで黙だまっていたジェームズも、「子供には両親が揃っていたほうがいいからな」と相あい槌づちを打った。

「父がいちばん喜びそうだ」

「ほんとにね」

　固まっていた空気が少しずつほぐれ、イザベルとイアンが楽しげに話し始める。

　ちょうど前菜が運ばれてきて、星とクレイグもひとまずディナーに集中することにした。







　ディナーを終え、一同が居間へ移動する。フローラが「コーヒーはいかがですか」と訊いてまわっているのを横目に、星はそっとテラスへ出た。

　庭の芝しば生ふへ下りて、月を見上げる。満月に近い月は、皎こう々こうと輝かがやいてロックハート邸の庭を幻げん想そう的に浮かび上がらせていた。

　──犯人がダークウェブで雇やとった男ふたりは、ニュージャージー州の小さな町に潜せん伏ぷくしているらしい。ふたりが町の防犯カメラに映っていたのが、今日の午後三時頃ごろのこと。

　数時間あればここまで移動するのも不可能ではないが、警察に指名手配されて逃とう走そう中の男たちがわざわざ新たな仕事を請うけ負うとは考えにくい。

（今夜手を下すのは、おそらく黒幕本人だ）

　クレイグと星の交際宣言を前もって知っていたら、誰だれか別の男を雇ったかもしれない。けれど準備期間がなかったし、ほんの一、二時間で殺人請うけ負おい人を雇って指示を出すのは至難の業わざだ。

（ギャングやマフィアだったら、お抱かかえの殺し屋がささっとやってくれるんだろうけど）

　どうかソフィアがギャングじゃありませんようにと心の中で祈いのる。

　庭の中央、生け垣がきに囲まれた噴ふん水すいまで来ると、星は立ち止まって辺りを見まわした。

　まだ誰かが近づいてくる気配はない。ひょっとして、すべて星の思い込みで、ソフィアは何も関係ないのかも──。

　噴水の縁ふちに腰こしかけようとしたところで、星は生け垣の陰かげから誰かがこちらに歩いてくることに気づいた。

　長い巻き髪がみ、ドレスのふんわりしたスカートのシルエット──ソフィアだ。

「こんなところにいたのね。見当たらないから捜さがしちゃった」

　にっこり笑って、彼女が近づいてくる。

「ええ、ちょっとワインを飲みすぎたみたいで、酔よいを覚まそうと思って」

　どうにか不自然でない感じに話すことができた。けれど心臓が口から飛び出しそうなほど大きく鳴り響ひびいている。

　薄うす暗ぐらい場所でよかった。明るい場所だったら、彼女にこの動どう揺ようを見破られていただろう。

「クレイグとのこと、驚いたわ」

「ええ、僕も、自分でもびっくりです」

「クレイグのほうがあなたに夢中って感じね」

「そうですか？　僕はそういうの鈍にぶくて、つい最近まで気づかなくて……」

　照れたような素そ振ぶりで、星はソフィアから視線を外した。

　ここは生け垣に遮さえぎられて母おも屋やからは見えない場所だ。犯人かもしれない人物とふたりきりになるのは正直怖こわい。

　けれどここが踏ふん張りどきだ。油断したように見せかけないと、彼女は尻しつ尾ぽを出さないだろう。

　視界に、ソフィアの姿が入り込んでくる。

　彼女は星の正面に立ちふさがるようにして、じっと目を見つめてきた。

「──どうしてあんたなの？」

　別人のような低い声こわ音ねに、星は全身が総毛立つのを感じた。

　背中から冷たい汗あせが噴ふき出し、ワイシャツの背がじっとりと湿しめっていく。

「え……？」

　戸と惑まどったように聞き返すと──実際これは演技ではなく大いに戸惑っていたのだが──ソフィアが苛いら立だつのが伝わってきた。

「あんたみたいなガリガリのパソコンオタクのどこがいいの!?　私のどこがこいつに劣おとってるっていうの!?」

　獣けもののように歯を剝むいた彼女に詰つめ寄られ、星はよろめきながらあとずさった。

　まずい。想像していたよりずっと怖い。

　まさかソフィアが、こんな激情を秘ひめていたとは──。

「ソフィア……」

　落ち着かせようと言葉を探すが、彼女がバッグから取り出したものを見て星は言葉を失った。

　小型のナイフだ。鋭するどい刃やいばが、月明かりを受けてぎらりと光を放つ。

「私はあんたほど鈍くないから、クレイグがあんたに気があることはすぐに気づいたわ。いっときの気の迷いで、長続きしないだろうって思ってたんだけど」

「ぼ、僕を刺さすんですか？」

　間の抜ぬけた質問だが、他ほかにどう言っていいかわからなかった。

「ええ、そうよ。あんたは庭に侵しん入にゆうしてきた暴漢に刺されて死ぬの。あんたを庇かばおうとした私も、ちょっと怪け我がを負うことになるわね」

　星に刃を向けて、ソフィアがじりじりと近づいてくる。すぐに逃にげ出したかったが、逃げようとする素振りを見せたら彼女は全力で襲おそいかかってくるだろう。

「あんたが死んだらクレイグは悲しむでしょうね。けど安心して。悲ひ嘆たんに暮れるクレイグを私が慰なぐさめてあげるの。彼は私の優やさしさに感激して、結けつ婚こんするならこの子しかいないって思うようになるわ」

　ソフィアが、うっとりした表情で微笑ほほえむ。おそらく彼女の中でそういうストーリーができあがっているのだろう。

「暴走車で轢ひこうとしたのも、銃じゆうで撃うってきたのも、あなたの差し金ですか？」

「そうよ。世の中にはお金さえ払はらえばどんな汚きたない仕事も引き受けてくれる人がいるの」

「ダークウェブ……？　でも、どうやって……」

　震ふるえる声で呟くと、ソフィアの目つきが一段と険しくなった。

「馬ば鹿かにしないで！　パソコンオタクじゃなくてもダークウェブくらい知ってるわ。私はすごく優ゆう秀しゆうなの。必要なことはちゃんと学んで身につける。私にできないことはないの！」

　大声で怒ど鳴なりつけられて、星は恐きよう怖ふに首をすくめた。けれどあとひとつ、どうしても訊きいておきたいことがある。

「暴走車も銃じゆう撃げきも、ショーンが巻き添ぞえになる可能性がありました。どうして僕ひとりのときに狙ねらわなかったんです？」

　星の質問に、ソフィアは可笑おかしそうに笑い出した。

「巻き添えになってもかまわないって思ってたからよ。ショーンが死んだらあんたがこの屋や敷しきにいる理由がなくなるでしょ。クレイグだって大事な甥おいっ子を守れなかったあんたを嫌きらいになるだろうし、だからどっちが死んでもよかったの」

　ソフィアの言葉に、星は奥歯をぐっと嚙かみ締しめた。

　彼女が親切顔をして大事なショーンのそばにいたことが許せない。先ほどまで恐怖で凍こおりついていたが、怒いかりの炎ほのおが恐怖を溶とかしていく。

「あ、あなたのような人に、クレイグは渡わたさない……っ」

「別にあんたの許可なんかいらない！　クレイグは私のものになる運命なの！」

　ソフィアがナイフを振り上げる。

　言いたいことはまだあるが、これ以上素手で対たい峙じするのは危険だ。脱だつ兎とのごとく、星は駆かけ出した。

「ソフィア！　よせ！　ナイフを捨てるんだ！」

　生け垣の陰から飛び出したクレイグが、鬼おにのような形相で星を追いかけようとしたソフィアを背後から羽は交がい締じめにする。

「放して！　こいつが私を殺そうとしたの！　ナイフを持って追いかけてくる！　助けて！」

　ソフィアの言うことが、だんだん支し離り滅めつ裂れつになってくる。

　芝生に尻しり餅もちをついたまま、星は茫ぼう然ぜんとソフィアが泣き叫さけぶ姿を見つめた。

　近くでパトカーのサイレンの音がしている。まだ通報はしていないはずだ。星の服に仕込んだ機器でソフィアの自白を録音し、警察に提出する計画なのだが……。

　サイレンの音がやんで、刑けい事じと警察官が数人駆け寄ってきた。

「先ほどニュージャージーで実行犯ふたりを逮たい捕ほしました。やつらは雇い主の名前もあっさり吐はきましたよ」

　言いながら、刑事がクレイグに加勢してソフィアの手首を摑つかむ。

「ソフィア・ロックハート、殺人未み遂すい容疑で逮捕する」







「大だい丈じよう夫ぶか？　少し落ち着いた？」

　バスルームから出ると、クレイグが椅い子すから立ち上がって心配そうに近づいてきた。

「ええ……だいぶ落ち着きました。シャワーを浴びたらすっきりしましたし」

「本当に心配したよ。母屋に戻もどってくるなり倒たおれるから」

　クレイグに抱だき寄せられ、星は厚い胸むな板いたにもたれた。

「倒れたってほどじゃないです。ちょっとよろけただけで」

「いいや、自分で歩けないくらいダメージを受けていた」

　クレイグの言うとおりだ。実際星は、半分朦もう朧ろうとした状態でクレイグに横抱きにされ、寝しん室しつまで運んでもらう羽目になった。

「……自分じゃ結構しっかりしてると思ってたんですけど、ああいうのはあとから来ますね」

　ソフィアと対たい峙じしているときは自白を誘ゆう導どうしなくてはと気が張り詰めていたが、彼女が連行され、すべてが終わったとたんに足から力が抜けてしまった。

「皆みなさんは？」

「みんなもう寝ねてるよ。父もイザベルも今回の件にはショックを受けたみたいだし」

　ナイトテーブルの時計に目をやると、いつのまにか午前零れい時じをまわっていた。

「お腹なか減ってないか？　何か食べる？」

「いえ、今は何も喉のどを通りそうにありません」

「じゃあこっちへ来て、少し横になろう」

　クレイグに手を引かれ、星はベッドの端はしに座った。

　屈かがんだクレイグが、「おやすみ」と軽く頰ほおにキスしてくれる。

「え……行っちゃうんですか？」

　クレイグが部屋から出て行こうとしたので、思わず星は呼び止めた。

　振り返ったクレイグが、困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「今夜は疲つかれてるだろう。できれば一いつ緒しよに寝たいんだが……正直に言うと、自分を抑おさえていられる自信がない。ゆうべみたいなことになったら……」

「一緒にいてください。その、お、抑えなくていいですから……っ」

　俯うつむいて、星は早口で告げた。

　今はひとりになりたくない。怖い思いをしたからこそ、クレイグの温ぬくもりに包まれていたかった。

　それに、自分とクレイグはもう恋こい人びと同士なのだ──。

「……いいのか？」

　星の隣となりに座ったクレイグが、声を上うわ擦ずらせる。

「……はい。遠えん慮りよしないでください。僕だって、あなたと……」

　ゆうべみたいなことがしたい、と言う前に、クレイグの唇くちびるがむしゃぶりついてきた。

　熱い舌が、口こう腔こう内をくまなく舐なめまわす。濃のう厚こうな愛あい撫ぶに驚おどろいて逃げ惑う星の舌に、クレイグの舌がねっとりと絡からみついてきた。

「ん……っ」

　キスをしながら、クレイグがバスローブの襟えり元もとに手を差し込んでくる。

　ざらついた手のひらで胸を撫なでまわされて、星は体の芯しんに熱が集まっていくのを感じた。

「……あ……っ」

　クレイグがバスローブの前を広げ、少々性急な手つきでベルトの紐ひもを解く。水色のボクサーブリーフが露あらわになり、星は反射的に太ふと腿ももを寄せてそこを隠かくそうとした。

　キスと愛撫で、星の初うぶなペニスは早くも勃ぼつ起きしていた。ぴったりした下着に小ぶりな形がくっきり浮うき上がり、亀き頭とうが当たる部分に小さな染しみができている。

「きみのこれは……本当に可愛かわいいな」

「あっ、さ、触さわらないで……っ」

　指先で染みの部分をつつかれて、星はぎゅっと太腿を寄せた。

　しかしそれが、かえってクレイグの手を挟はさみ込む形になってしまう。

「ああん……っ」

　大きな手のひらで性器全体をやわやわと揉もまれて、星はびくびくと身み悶もだえた。

「だ、だめです！　わかってるでしょう、そんなことされたらすぐ出ちゃうから……っ」

　クレイグがくすりと笑い、星の耳元に唇を寄せる。

「俺がプレゼントした下着を、きみが射精で濡ぬらすところが見たいんだ」

「変なこと言わないで、あ、あっ、あああ……っ！」

　クレイグにまさぐられながら、星は下着の中に薄うすい精液を漏もらした。

　ゆうべも出したばかりなので量も少なかったが、好きな人にエロティックな言葉を囁ささやかれながらの射精は腰こしが砕くだけそうなほど気持ちよかった。

「昨日みたいにしてもいいか？」

「ん……っ」

　クレイグが星の手を取って、己おのれのスウェットパンツの前に導く。

　そこが大きく盛り上がっていることには、さっきから星も気づいていた。どっしりした重たげな膨ふくらみに、触ふれてみたいと思いつつ……。

（あ……クレイグの……）

　猛たけ々だけしい屹きつ立りつに手のひらを押し当てられて、星は息を吞のんだ。

　布地越ごしだが、太さや質感がはっきり伝わってくる。

「星……嬉うれしいんだが、手を動かさないでくれ。これでもかなり抑えているんだ」

「え……？」

　クレイグに言われて、自分がいつのまにかクレイグの勃起を愛いとおしげにさすっていたことに気づく。

「昨日みたいに擦こすり合わせていいか？」

　クレイグが立ち上がり、Ｔシャツとスウェットパンツをむしり取るように脱ぬいでいく。

　ローライズのボクサーブリーフからは、昨日と同じように大きな亀頭がはみ出していた。

「はい……でもあの……」

「何？」

　言いながら、クレイグがボクサーブリーフも脱ぎ捨てる。

　目の前で逞たくましい男根がぶるんと勢いよく揺ゆれ、思わず星は慎つつしみを忘れて見入ってしまった。

　色も形も、星の初うい々ういしいペニスと全然違ちがう。太くて長い茎くきには血管が浮いており、亀頭は大きく笠かさを広げている。根元の玉は、濃厚な精液をたっぷりたたえて重たげに揺れていた。

「その……僕たち恋人同士になったんですよね」

「そのとおり。皆の前で交際宣言もしただろう？」

　クレイグが唇に魅み惑わく的な笑えみを浮かべ、ゆっくりと星をベッドの上に押し倒す。

「あれは作戦の一いつ環かんで……」

「じゃ、近々改めて皆に発表しよう。俺たち婚こん約やくしましたって」

　覆いかぶさってきたクレイグに抱き締められ、星は目を見開いた。

「こ、婚約？」

「気が早すぎるか？」

「いえ、嬉しいです」

　ペニスが密着しているのが気になって、もぞもぞと身じろぎする。

　クレイグが小さく呻うめき、昨日と同じように律動を始めた。

「ま、待って！」

「どうした？」

　動きを止めたクレイグが、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「やっぱり今夜はこれでやめとくか？　別に急がなくても、ゆっくり進めていけばいい」

「いえ、そうじゃないんです。僕たち恋人同士になったんだし、その……せ、セックス……してもいいんじゃないかと」

　語ご尾びが尻しりすぼみになり、かあっと顔が熱くなる。

　クレイグが驚いたように息を吞み、星のペニスに押し当てていた勃起が大きく脈打つのがわかった。

「え……っ、いいのか？　いや俺はいつでも歓かん迎げいだが」

「僕も……。あなたを僕のものにしたいです」

　おずおずと、星は脚あしを広げてクレイグの腰に絡ませた。

　擦り合うのも気持ちいいけれど、体の奥の恥はずかしい場所がずっと疼うずいている。

　早くクレイグが欲しい。クレイグの逞しい牡おすの象しよう徴ちようを、体の奥深くまで受け入れたい──。

「わかった。だけどきみに痛い思いをさせたくないんだ。だから今夜はほんの少しだけ……」

「ええ、あなたも無理はしないでください。どうしても抵てい抗こうがあれば……」

　星がクレイグを気き遣づかうと、体を起こしたクレイグがくくっと笑いを嚙かみ殺す。

「星、俺を見くびるな。きみのオナニーを目もく撃げきしたときから男同士のセックスについて勉強してきた。きみのオナニーを見て、俺は自分がきみを抱だきたいと思ってることに気づいたんだ」

「そ、その話は蒸むし返さない約束では？」

「あれから状じよう況きようが変わっただろう。この際だから白状するが、きみのオナニーは本当にエロティックで可愛くて、俺はあのあと自分の部屋のバスルームに駆かけ込む羽目になった」

「え……っ」

　クレイグが耳元で「しごきまくった」と囁く。

「じゃあ始めよう。これを脱がせるのは惜おしい気もするが」

「あ……っ」

　濡れたボクサーブリーフをずり下ろされて、星はもじもじと膝ひざを擦すり合わせた。

　小ぶりで初々しいペニスが、ぷるんと揺れる。瑞みず々みずしい果物のような亀頭は、にじみ出てきた先走りで濡れていた。

　露わになった星のペニスを見下ろし、クレイグが息を荒あらげる。

「俺はものすごくしつこくなりそうだ……時間をかけて触ったり舐めたりしたいところだが、もう限界が近い」

「……っ」

　実を言うと、星も限界が近かった。触ったり舐めたりしなくていいから、早く入れてと言いたくなる。

「クレイグ……」

　恥はじを忍しのんで、星は膝を立てて大きく脚を広げた。自ら交接の体勢を取り、禁きん忌きの蕾つぼみをクレイグの視線にさらす。

「なんてこった……」

　クレイグが獣けもののような呻き声を漏らして、星の恥ずかしい場所を凝ぎよう視しした。　>>>♥

「すまん、もう限界だ。本当は指で馴ならしてからのほうがいいんだろうが」

「大だい丈じよう夫ぶです、ときどき自分で馴らしてるので……ああっ」

　蕾の入り口に先せん端たんを押し当てられて、星は身悶えた。

　クレイグの牡が、星の牝めすの部分に入ろうとしている。熱く濡れた粘ねん膜まくが触れ合う感かん触しよくが、とろけそうなほど気持ちいい。

「あ、クレイグ……っ」

　クレイグが茎の部分を握にぎって、じわりと中に突つき入れてきた。

　小さな蕾の中に、大きな亀頭がめりこんでくる。這はうようなゆっくりした動きだが、硬かたくて大きなものが入ってくる感触は強きよう烈れつだった。

「……ん……あ、ひあっ」

　肉厚の雁かりが、敏びん感かんな粘膜を擦こする。

　淫みだらな媚び肉にくがクレイグの牡をもっと奥まで誘さそい込もうと、いっせいにうごめき始めた。

「星、大丈夫か？」

「は、はい、すごく太くてびっくりですけど……っ」

「頼たのむ、あんまり煽あおらないでくれ……！」

「えっ？　あ、やだ、動いちゃだめ、あ、あああ……っ！」

　感じる場所を亀き頭とうで小刻みに突かれ、星は腰に広がった快感に身み悶もだえた。

　クレイグが呻き、先端を星の中にめり込ませた状態で熱い奔ほん流りゆうをぶちまける。

（クレイグが、中で……!?）

　初めて体内で味わうクレイグの射精を、星は感動しつつ味わった。初々しい星とは裏腹に、淫らな蕾は悦よろこんで濃のう厚こうな精液を貪むさぼっている。

「あ……っ」

　中が濡ぬれて滑すべりがよくなり、クレイグがじわりと押し入ってくる。たっぷり精を吐はき出したばかりだというのに、クレイグの牡はほとんど衰おとろえることなく漲みなぎっていた。

「もう少し奥まで、いいか？」

「ええ、大丈夫です。来てください……っ」　>>>♥

　クレイグの首にしがみつき、さらに深い挿そう入にゆうをねだる。

　太くて硬いものに狭せまい肛こう道どうをかき分けられる感触が、痛いけれど気持ちいい。

（さっきの気持ちいいとこ……クレイグの雁が当たってる……っ）

　前ぜん立りつ腺せんを肉厚の雁で擦られて、快感が痛みを上まわる。蕾の中に放たれた精液が、クレイグに突かれるたびにぬちゃぬちゃと淫らな音を立てているのが恥ずかしい。

「あ、すごい、奥に入ってくる……っ」

「まだ半分くらいだ。もう少しいいか？」

「ええ、入れて、もっと奥まで入れて……っ！」

　我を忘れて、星ははしたなく叫さけんだ。

　クレイグが呻き、星の両脚を抱かかえてぐいと男根を突き入れる。

「ひあっ、あああ……っ！」

　大きな亀頭が、信じられないくらい奥まで入ってきた。

　肛道がクレイグの形に広がり、媚肉がクレイグを味わおうと絡からみつく。

「なんてこった、いったいきみの中は……くそっ」

　星の中を突き上げながら、クレイグが苦く悶もんの表情で歯ぎしりする。

「あっ、そこ、だめ、擦っちゃだめ……っ！」

「ここか？」

「ひあっ、だめ、そこ……もっと擦って……っ！」

　気持ちよすぎて、自分が何を言っているのかわからなくなってくる。

　律動しているうちにずるりと抜ぬけそうになったのか、体勢を立て直したクレイグが少し角度を変えて突き入れる。

「ああん……っ！」

　大きく張り出した雁に気持ちいい場所を擦られて、星は失禁したように淡あわい粘ねん液えきをとろとろと漏もらした。

　次の瞬しゆん間かん、いったん腰こしを引いたクレイグが最さい奥おうへ達する。

「あああ……っ！」

　全身が総毛立つような快感に襲おそわれ、星は嬌きよう声せいを上げた。

　射精しながら中を擦られるのが、気が遠くなるほど気持ちいい。

（クレイグと、セックスしてる……っ）

　これほど甘美な経験は、人生で初めてだ。愛いとしい恋こい人びとにしがみついて、星はめくるめく快感に身を委ゆだねた──。
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「星！　無事でよかった！」

　──翌朝。車から降りるなり駆け寄ってきたショーンを、星は両手を広げて抱きとめた。

（う……っ）

　ショーンに飛びつかれて、足元がぐらりとよろめく。

　後ろから大きな手が伸のびてきて、星の細い腰をがっちりと支えてくれた。

「ショーン、お手て柔やわらかにな。星は昨日大活かつ躍やくで、かなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてるんだ」

「そうなの？　じゃあ詳くわしい話は元気になってからでいいよ。これ星にお土産みやげ。今朝ちょっとだけ浜はま辺べを散歩してきていいって許可をもらって、マギーと貝かい殻がら拾ってきたの」

「ありがとう……すごく綺き麗れい」

　ショーンの可愛かわいいお土産に、星は顔をほころばせた。

　ソフィアの一件は当分心に影かげを落としそうだが、ショーンの存在が癒いやしてくれるだろう。

（それに……クレイグもいるし）

　腰にまわされた手が不ふ埒らちな動きを見せ始め、さりげなく振ふりほどく。

　恋人といちゃいちゃしたい気持ちは星も同じだが、ショーンの前では控ひかえなくては。

「マギーから聞いたよ。星とクレイグ伯父おじさん、恋人宣言したんだって？」

　ようやく星から離はなれたショーンが、にっこり笑ってふたりを見上げる。

「えっ？　いやあの、あれは作戦というか……」

　しどろもどろになっていると、クレイグがこほんと咳せき払ばらいをした。

「表向きは、ソフィアを罠わなにかけるための芝しば居いということになっている。けど実は」

「クレイグ！」

　クレイグの不用意な発言を、慌あわてて星は遮さえぎった。

「ショーンには本当のことを伝えておくべきだ」

「そうだよ星。僕に噓うそや隠かくしごとはなしだよ」

　ショーンに諭さとされて、星はうっと言葉を吞のみ込んだ。ショーンに恋人の存在を知られるのはどうにも気き恥はずかしい。

「俺たち、つき合うことになったんだ」

　クレイグが、星の手を握りながらショーンに報告する。

「やっぱり芝居じゃなくて本当だったんだ。まあ僕は薄うす々うす気づいてたけどね」

「……本当に？」

　内心の動どう揺ようを抑おさえつつ尋たずねると、ショーンが妙みように大人びた仕草で肩かたをすくめた。

「星って思ってることがすぐ顔に出ちゃうもん。クレイグ伯父さんと一いつ緒しよにいると赤くなったり青くなったり挙動不ふ審しんだったし、こっちに来てからなんかやけに目がきらきらしてたし」

　ショーンの指し摘てきに、顔が熱くなる。十歳の子に見み抜ぬかれていたかと思うと恥ずかしくて、思わず星は天を仰いだ。

「クレイグ伯父さんもわりと顔に出るよね。学校の面談でカップルに間ま違ちがえられたとき、ちょっとにやけてたでしょ」

「参ったな。うまく隠してたつもりだったんだが」

　クレイグが苦く笑しようしつつ、ショーンの肩を抱だき寄せる。

「ま、そういうことで、いずれは俺たちは結けつ婚こんして正式なパートナーになる。星もロックハート家の家族になって、名実ともに親子になるんだ」

　ショーンが一瞬黙だまり込み、視線を揺ゆらす。

　戸と惑まどっているのかと思ったが、そうではなかった。がばっと星の胸にしがみつき、くぐもった声で小さく呟つぶやく。

「……星とクレイグ伯父さんがパパとママになってくれるの、すごく嬉うれしい」

「ショーン……僕もショーンの成長を近くで見守ることができるのが嬉しいよ」

　星も感かん極きわまって、ショーンの小さな体を抱き締しめた。

「俺は、そんなふたりを見ているのがすごく楽しい」

　クレイグが、抱き合ったままの星とショーンをまとめてハグする。

　しばし三人で親子になる喜びを嚙かみ締めていると、背後で誰だれかがこほんと咳払いをした。

「感動的な場面ですけど、皆みなさんそろそろ家に入ってはいかがでしょう。ここは道路からも丸見えですので」

　振り返ると、にっこり笑ったマギーと目が合う。

　慌てて手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐい、星はマギーに微笑ほほえみ返した。








あとがき






　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　毎度おなじみのアメリカ人セレブ×日本人美青年、今回は可愛い甥おいっ子が加わりました。攻めは父方の伯父おじ、受けは母方の叔父おじで、当初自分の中で「伯父さんと叔父さん」という仮タイトルをつけていました。無事くっついたふたり、ラブラブしつつ、ショーンの両親としてもしっかりやってくれることでしょう。作中には書きませんでしたが、イザベルさん夫妻は今後もロックハート邸で同居します。無愛想なジェームズ氏もそのうちショーンの可愛さにデレる予定。ひいおじいちゃんも元気になって、寿じゆ命みようが延びそうです（笑）。

　明みよう神じん翼つばさ先生、素敵なイラストをどうもありがとうございました。カバーのラフを拝見した瞬間、思わずにやけてしまいました。星せいが可愛すぎてもう…！　これからはこんなふうにクレイグが思う存分甘やかしてくれるんだろうなーと幸せな気分に浸ひたってます。

　そして担当さま、大変お世話になりました。原稿が遅れて明神先生にも担当さまにもご迷惑をおかけしてしまい、本当に申し訳ありません……。

　最後になりましたが、読んでくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　またお目にかかれることを祈りつつ、このへんで失礼いたします。
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